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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第五章　ティンカー、テイラー、ソルジャー、メイド



　　　　　～Tinker Tailor Soldier Maid～

















　早朝の彩さい雲うん寮りよう。


　銀ぎん髪ぱつのメイド、リーラは必要最さい小しよう限げんの言葉で部下に指し示じしていた。


　余よ計けいな発言はいっさいない。作業項こう目もくは小声で伝え、簡かん単たんな行動はハンドサインまで使った。


　これらの制せい限げんは、朝が早いための措そ置ちである。生徒の大半は寝ねているので、物音を立てるわけにはいかないのだ。そのためリーラは、台車の使用を一いつ切さい許ゆるさず、全すべて手作業でおこなうよう命じた。このような気き遣づかいは、メイドとして当然のことであった。


　部下のメイドたちが命令通りに行動しているのを確かく認にんすると、リーラは寮の外に出た。


　中庭に立ち、二階の隅すみを見上げる。


　そこには式しき森もり和かず樹きの部屋があるはずであった。


　彼女の薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみに、一いつ瞬しゆんだが、感かん情じようが影かげをさす。


　その色は、ネリーの言葉によってすぐ元に戻もどった。


「リーラ様。物ぶつ資し、機材の撤てつ収しゆう、完かん了りようしました」


「…………」


「リーラ様？」


「……ネリー、声を潜ひそめろ」


「も、申し訳わけございません」


　ネリーは小さくなって頭を下げた。


「人員はどうした」


「公園にトラックを呼よび、そこに分乗させます」


「よし。作業終了の隊から、順次引き上げろ。物音を立てるな。お休みになっている方々を起こすようなことだけはするなよ」


「了りよう解かいしました。ですが……」


　ネリーは続けた。


「よろしいのですか」


「なにがだ」


　リーラの言葉に含ふくまれるトゲのようなものを感じ取ったか、ネリーはためらいがちになった。


「式森様にお仕つかえしないこと、です……」


「ネリー、お前は上官の判はん断だんに従したがわないのか？」


「そ、そうではありません。ですが、我われ々われはメイドとして、次期当主である式森様にお仕えする存そん在ざいであるはずです。それを放ほう棄きするのは──」


「放棄ではない」


　遮さえぎるようにリーラは言った。


「式森様にご迷めい惑わくのかからないようにするだけだ」


　そして小さく付け加える。


「お心が宮みや間ま様から離はなれないのだからな」


「…………」


　ネリーの目が、心配するようになった。リーラが彼女をちらりと見る。


「私情だと思うか？」


「い……いえ」


「否ひ定ていはしない」


　ネリーが驚おどろいたようになる。


「それは……リーラ様」


「ここだけの話だ」


　かつてリーラは同期の仲間に「冷れい徹てつ氷こおりのごとし」と評ひようされたことがある。自制心の固まりのような女性で、己おのれの感情を表したことがない。そのため、どんな窮きゆう地ちに陥おちいっても指し揮きに乱みだれはなく、それ故ゆえカチューシャ付紺こん色いろ騎き士しメイド十じゆう字じ勲くん章しようを拝はい領りようしているのである。


　その彼女が、少しとはいえ自分の気持ちを口にするのは、宝くじの一等当選よりも珍めずらしいことであった。


　ネリーが驚きよう愕がくで目を丸くしているのを感じ、リーラは言った。


「勘かん違ちがいするなよ。それだけではない」


　メイド服のポケットに手を入れ、紙し片へんを取り出す。ネリーに渡わたした。


「読んでかまわん」


「はい。セレン中尉ハウスメイドからの電文ですか……」


　ネリーの視し線せんが書いてある文字をたどる。


　やがてその顔は、さきほどまでとは別の驚きに包まれた。


「これは……！」


「静かにしろ。ロンドン本部は、わたしたちに含むところがあるようだ。あるいは、シンシアあたりの策さく謀ぼうかもしれん」


　ロンドン本部とはＭＭＭ本部のことで、シンシアとは第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー中隊長であるシンシア・フロスト大尉ハウスキーパーのことである。リーラを「冷徹氷のごとし」と評したのが彼女なのだが、あまり仲は良くない。


「だから今は撤てつ収しゆうだ。彼女たちは姿すがたが見えない。紛まぎれられたら、ことだ」


「了解しました」


　ネリーは全すべてを承しよう知ちして敬けい礼れいした。


　リーラは再ふたたび二階に目をやり、そして寮りように背せを向けた。





　　　　○





　ナヴァロンならぬメイドの要よう塞さいと化した彩雲寮から抜ぬけ出した宮間夕ゆう菜な他三名は、大急ぎで反はん撃げきのための準じゆん備びを整ととのえた。


　といっても熱心なのは夕菜だけで、風かぜ椿つばき玖く里り子こも神かみ城しろ凜りんも、もちろん和樹もそれほどやる気を見せていない。メイドたちに対する戸と惑まどいというか「あれはどうよ」みたいな感覚はあるのだが、敵てき対たい心しんはなかった。


　もちろん夕菜は敵対心どころか殺意満々である。


　とりあえず学校の生徒会室に拠きよ点てんを構かまえ、どこからか調達した地図を広げ、熱心に作戦を練っている。ぶつぶつ言いながら兵科記号を書き込む姿は、女子高生というよりどこかの作戦参謀であった。


「ここから寮に向けて歩兵部隊を……いえ、重じゆう戦せん車しや大だい隊たいの方が……いえいえ、米軍に一〇一空くう挺ていの出動を要よう請せいして……いっそウラヌス作戦ばりの物ぶつ量りよう攻こう撃げきで」


　周辺地図を眺ながめる目つきは真しん剣けんそのものである。


　そこに玖里子がやってくる。


「夕菜ちゃん」


「重じゆう砲ほうによる支し援えんは欠かかせないかも……」


「……夕菜ちゃん」


「ローリングサンダー作戦を見習って絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを……」


「夕菜ちゃん！」


　そこで夕菜は気づき、顔を上げた。


「なんですか玖里子さん。核かく攻撃も検けん討とうしていたところですけど」


「あのね」


　彼女は呆あきれ顔であった。


「戦争するんじゃないのよ」


「もはや手しゆ段だんは選んでいられません。メイド共を追おい払はらうためには、容よう赦しやない火力こそが唯ゆい一いつの解かい答とうです。鉄の雨を降ふらせ、炎ほのおで焼やき尽つくせばメイドなんて即そく座ざに……」


「だから」


　玖里子は話を遮さえぎるように手を振ふった。


「そんなことしても意味ないって」


「意味はあります。だいたいメイドは全員敵なんですから、損そん害がいを与えることは全て意味のあることです」


「もうないわよ」


　彼女は嚙かんで含ふくめるように言う。


「メイドたちね、いなくなっちゃったわよ」


「いなく……なんです？」


「いなくなったの。寮はからっぽよ」


　夕菜はきょとんとした。


「なんでです？」


「なんでって、あたしに訊きかないでよ」


　玖里子は続けた。


「寮にあのスカートひらひらがいなくなったのは確たしかなんだから」


　それを聞くやいなや、夕菜は走り出した。


　校門を駆け抜け、銀杏いちよう並なみ木きを全速で突とつ破ぱする。


　彩雲寮は、玖里子の言うとおり、静まりかえっていた。なによりあの忌いま々いましい（夕菜主観）、リーラの姿がどこにもない。


　夕菜はなおも慎しん重ちように、周囲を警けい戒かいしながら寮内へ足を踏ふみ入れた。


　遅ち刻こくしたらしい男子生徒がいたので、声をかけた。するとその生徒は言った。


「メイドなら、今朝いなくなったよ」


「今朝？」


「リーラさんが全員集めて、なにか訓くん辞じをしたと思ったら、あっという間に荷物まとめて引き上げていった」


　なおも夕菜は訊いた。


「一人残らずですか？」


「うん」


「ブービートラップとか、盗とう聴ちよう器きも仕し掛かけずに？」


「なんだそれ。とにかく誰もいないよ」


　男子生徒は残念そうな口調であった。


　対照的に夕菜の顔には、笑えみが広がりつつあった。





　　　　○





　平和な日々が訪おとずれた。


　和樹にとっては「久ひさしぶり」以上のものがある。鉄と火薬の臭におい（しかも彼のせいではない）から解放され、普ふ通つうの生活に戻もどれたことは、実に喜ばしいことであった。


　メイドたちがいなくなったのは寂さびしいことである。あの好意にはくらくらするほどの魅力があるが、夕菜との戦闘が発生するため心の安まる暇ひまがないのだ。とりあえず平和になってほっとしていた。


　しかも夕菜までにこやかである。二重に喜ばしい。ここしばらく戦いの化け身しんとなり、メイドたちの挑ちよう戦せんを受けて立つどころか、積極的に戦いを仕掛ける彼女であったが、今は普通の女の子に戻っていた。


　今日は夕菜と一いつ緒しよに登校であった。これも久しぶりである。今まではメイドたちによって和樹と夕菜の接せつ触しよくは厳きびしく制せい限げんされており、並ならんで歩くことはほとんどなかったのである。


「いい天気ですね」


　と夕菜は言った。空は雲が半分以上覆おおっていてそれほどでもなかったのだが、気分が晴れ晴れとした彼女には、好天らしかった。


「そうだね」


「曇くもりじゃない？」と答えるわけにもいかず、和樹はそう答えた。


「ゆっくり学校に行ける日が来るなんて」


「それは僕もそう思う」


「ですよね。リーラたちのおかげで、こんなことできませんでしたから」


「確かにねえ」


　あれは刺し激げき的てきな日々ではあったが、同時に心の落ち着く暇ひまもなかった。


「メイドがいなくなったのは、きっと負けを認みとめたんです」


「そうなのかな」


「きっとそうです」


　夕菜がこっちを向いた。


「嬉うれしいです。和樹さんといられて」


　にこりと微笑ほほえむ。
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　和樹はどきりとした。見み慣なれてはいるが、やはり夕菜は可愛かわいい。


　すっと彼女の手が伸のびた。


「えっ……」


　反はん射しや的に手を引っ込める和樹。


　夕菜が頰ほおを膨ふくらませた。


「あー、なにするんですか」


「だって……」


「手を繫つなぐくらいいいじゃないですか」


「よ、良くないよ」


「いいんです。あの忌々しいメイドがいなくなったんですから、わたしたちは夫ふう婦ふなんです」


「なんかそれも久しぶりに聞いたんだけど、だけどやっぱり……」


「なにを言ってるのか聞こえません」


　夕菜の手が和樹に絡からもうとした。と、その時。


　いきなり彼女が振り返った。


　今までの「うきうきるんるん美少女」とはうって変わり、戦士の顔となっている。それも「美少女なんとか」ではなく、ディエン・ビエン・フーで戦せん闘とう中のドイツ傭よう兵へいのそれであった。


　彼女はじっと、銀杏並木の一角を眺ながめ続けた。


「……あの、夕菜？」


　和樹は戸惑いながら訊きいた。


「…………」


「夕菜？」


「あっ、ごめんなさい」


　夕菜が向き直った。元の表情に戻っていた。


「ごめんなさい和樹さん。なんだか変な気け配はいが」


「気配なの？」


「なんでもないです。きっとわたしの気のせいです」


　彼女はちろっと舌したを出した。


「行きましょう。遅ち刻こくしちゃいます」


　先を急ぐように歩き出す。


　和樹は念のため、背はい後ごを振り返った。だがそこになにかあるかどうか、うかがい知ることはできなかった。





　授じゆ業ぎよう中。


　和樹には、こうやってまともに授業を受けることも、懐なつかしい感じがした。伊い庭ばかおりの、いちいちゲームが絡んでくる国語の授業も、耳に心ここ地ちよく聞こえる。


　かおりは板書をしながら、文学史を論ろんじていた。


「……このように言げん文ぶん一いつ致ちが日本文学に与えた影えい響きようは大きい。また、雑ざつ誌しに関しては、浪ろ漫まん主しゆ義ぎの『明みよう星じよう』、写実主義の『ホトトギス』が現れる。さながら日本パソコン界での『マイコン』や『マイコン Basic Magazine』のように、文学界での潮ちよう流りゆうを──」


　彼女は言葉を切った。


「おい、式森」


「はい」


　和樹は起立した。


「日本の雑誌で、廃はい刊かんとなった『遊ゆう撃げき王おう』の後を継つぐ形で創そう刊かんされ、安やす田だ均ひとし、みうらじゅん、小お田だ島じま隆たかしらが寄き稿こうしていた雑誌の名前は？」


「……えーと」


「こら、分からないのか。先週やったところだぞ」


　本当にこんな日本ゲーム史みたいなことやったのか、と思ったが、かおりはじろじろ見ながら解答を待っている。


「早くしろ」


「えー……」


　夕菜が心配そうにしている。答えを知っているらしい。


　かおりはチョークを持った手を、軽く振った。


「分からないんなら……」


　ふと和樹は机つくえを見た。そこには紙し片へんが置かれていた。


「じゃあ誰か……」


「せ、先生。『Bug News』です」


　紙片に書いてあった文を読み上げる。


　かおりは驚おどろいたような顔をしたが、やがてうなずいた。


「正解」


　ほっとして、和樹は着席した。夕菜に礼を言おうと顔を向ける。


　だが彼女は、目をぱちくりさせていた。


（あれ？　教えてくれたの夕菜じゃないのか？）


　そういえば、夕菜とは違ちがう字じ体たいだ。


　誰なんだと首をひねる。彼女以外に、自分に助け舟ぶねを出してくれる人がいるとは考えられない。クラスメートは男子も女子も、他者が窮きゆう地ちに陥おちいるのをわくわくしながら眺める手合いである。


「おーい、宮間」


　かおりの声で、和樹は我われに返った。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　見ると、夕菜はじっと教室の窓まどガラスを凝ぎよう視ししていた。


　換かん気きのため半分だけあけられた窓を、まるで偽ぎ装そうされた対戦車砲ほうを捜そう索さくする戦車兵のように睨にらんでいる。目つきも戦車戦のエース、ミヒャエル・ビットマンのようであった。


「宮間、どした」


「……先生」


　夕菜は立ち上がった。


「気分が悪いので、保ほ健けん室しつに行ってきます」


　彼女は、ちっとも気分が悪そうではない口調で言うと、小走りに教室を出ていった。





　昼休み。


　学生にとってはお楽しみタイムである。二年Ｂ組でも、たまに同級生の弁べん当とうに毒どくを入れようとする人間が出る以外は、和わ気きあいあいとしていた。


　和樹はパン食である。葵学園には簡かん単たんな食しよく堂どうがあり、購こう買ばいも充じゆう実じつしているから、安あん易いな道を取っていた。


　一方夕菜は手作り弁当派で、簡かん素そな自室の炊すい事じ用よう具ぐを使い、毎日作っている。当然和樹の分も作ろうとするのだが、彼は「恥はずかしい＆そんなところをＢ組の連中に見られたら殺される」という理由により、丁てい重ちように辞じ退たいしていた。


　夕菜はそれが面おも白しろくなく、ずっと「和樹さんは冷たいです」と言っていたのだが、やがて「でしたら、たまには一いつ緒しよに食べてください」と交こう換かん条じよう件けんを持ち出すようになった。和樹としては受け入れるしかなく、といってクラスで一緒にいれば身の危き険けんがあるので、外や屋上で食べるようにしていた。


　今日は屋上の日である。コンクリートにハンカチを敷しき、二人並ならんで座すわった。


　和樹はパンのビニール袋を開け、夕菜はにこにこしながら弁当箱の包みを解とく……のだが、違った。


　和樹と一緒にいることが無む条じよう件けんに「楽しい」はずの夕菜が、挙きよ動どう不ふ審しんなのである。


　きょろきょろと周囲をうかがい、視線を這はわしている。口数も少なく、会話は途と切ぎれがちだ。


「どうしたの」


「いえ……」


　和樹の質問に、顔を向けずに返答する。


　しばらく、とりたてて会話のない「ただの食事時間」が続いた。


　なんか変だな、と和樹が考えていると、夕菜は突とつ然ぜんこっちを向いた。


「和樹さん」


「なに？」


「あーんしてください」


「……は？」


　和樹は戸と惑まどった。


　それというのも、夕菜の表情が妙みように真しん剣けんだったからである。やけにこわばっているのだ。これは、笑みを浮かべながら幸せそうに「あーんして」というのとは違い、爆ばく弾だん処しよ理り係がかりがコードを切せつ断だんするときの目つきである。


「お口を開けてください」


　彼女はタコさんウインナーを箸はしで取る。


「え……でも」


「早くしてください」


「えー……」


「早く」


　低い声に気け圧おされ、口を開けた。夕菜がゆっくりとウインナーを運ぶ。


　いきなり、目の前を何かが通つう過かした。


　箸の先からタコさんが消失していた。


　シュッという音がしたと思ったら、今までウインナーが占しめていたはずの空間はなにもなくなっていたのである。箸も先数センチが削けずり取られたようになっている。


　和樹は驚きで声が出ない。夕菜はしばらく無言だったが、やがてぎりっと歯を鳴らした。


「やっぱり……リーラめ！」


　今度のバキッという音は、箸が真っ二つになったためであった。





　そして放ほう課か後ご。


　伊庭かおりの、「勉強よりゲームが大事」なる教育者とは思えない訓くん辞じのホームルームが終わると、夕菜はさっさと後あと片かたづけをした。そして和樹に「一緒に帰りましょう。早く」とせかした。


「なんでそんなに急ぐのさ」


「急ぐんです。早くしてください」


　夕菜の声に押されるように、和樹は帰る仕し度たくをした。


　クラスメートより先に教室を出て、下げ駄た箱ばこ前で履はき替かえ、校門を抜ける。その間、夕菜はずっと周囲を警けい戒かいしていた。


　早歩きで寮へ行く。夕菜は並んでいるが、その身体からだからは緊きん張ちようが溢あふれていた。


　銀杏いちよう並なみ木きに出た。枯かれ葉はを踏ふみしめる音が響ひびく。


　また、空気が鳴ったような気がした。


　横を歩く夕菜が立ち止まった。


「なにかあった？」と訊きこうとしたら、彼女は腰こしをかがめて葉を拾い上げた。


　じっと眺めている。


　和樹も背はい後ごから覗のぞいた。なんの変へん哲てつもない銀杏の葉だが、真ん中に丸く、パンチで打たれたような穴あながあいていた。


　夕菜が目を細めた。


「和樹さん」


　彼女は葉を捨すてた。


「先に帰っていてください」


「うん……いいけど」


「わたしは片づけなければならないことができました」


　そう言いながら顔を動かし、道路の反対側で目を止める。


「どうしたの夕菜」


「大したことじゃありません。ごめんなさい、ここで」


　言うなりダッシュをすると、彼女は走ってくる車を気にせずに、道路を渡わたった。





　道路の反対側には店が何なん軒けんか並んでいる。夕菜は走った勢いきおいでガードレールを飛び越こえると、歩道の中央に着地をした。


　素す早ばやく左右を確かく認にんする。道には買い物帰りらしい主しゆ婦ふにサラリーマン、突とつ然ぜん降り立った女子高生に怯おびえる小学生くらいで、他には誰もいない。


　いや、一瞬だけ視し界かいを人ひと影かげが横切った。


　発見すると同時に、夕菜は駆かけだした。人影は角を曲がって横道に入る。


「待ちなさい！」


　彼女は叫さけび、跡あとを追う。


　横道に飛び込んだ。追いつこうと足を速める。


　だが人影はそこで待っていた。


　夕菜は目視するなり怒ど鳴なった。


「いい度ど胸きようです、リーラ！」


　右手を天に掲かかげる。光の粒つぶが渦うずを巻まく。久ひさしぶりの精せい霊れい魔ま法ほうだ。


「haltまて」


　ドイツ語が聞こえたが、無視してウンディーネを使おうとした。


　と、後頭部にこつんとなにかが当たった。


　夕菜が振り返る。そこにはワルサーＰ38を構かまえたメイド、ネリーが立っていた。


　ネリーはなにも言わなかったが、その眼めは明らかに「へたな動きをすると撃うちます」と語っていた。


「くっ……」


　前方を見る。リーラはただ眺めている。


　夕菜はしばらく逡しゆん巡じゆんしたが、やがて精霊たちを解かい散さんさせた。


「……これでいいでしょう」


　リーラは軽くうなずいた。


「結けつ構こう。それにしても乱らん暴ぼうな方です」


「メイド相手にこれは、全然大人しい方です」


　睨みつけながら言う。リーラはゆっくりと、


「わたしたちを過か大だい評ひよう価かしすぎているのでは？」


「してません。知ってるくせに」


　そう答えながら、夕菜はリーラを観察した。


　珍めずらしいことにメイド服ではなかった。こんな格かつ好こうを見るのは初めてだ。紺こん色いろのパンツスーツ姿すがただ。ラフに着こなしているが、元のスタイルがいいので、ぴったりとフィットしていた。


「……どこかに就しゆう職しよくでもするんですか」


「この姿ですか」


　リーラは苦く笑しようした。


「わたしはメイド服に誇ほこりを持っていますが、場合によっては私服になる必要もあるのです。式森様の前ではありませんから、多少は許されるでしょう」


「ずっと私服でいいです。ついでに和樹さんから離はなれてくれれば」


「相変わらずきついことをおっしゃる」


「これでもやさしくしています」


「やさしさの基き準じゆんが変わっているようですね」


　リーラは背後のネリーに眼で合図をした。ネリーが拳けん銃じゆうをホルスターに納おさめる音がした。


「宮間様、少しお付き合い願えませんか」


「メイドとデートをする趣しゆ味みはありませんよ」


「すぐそこです」


　リーラはやや離れたところにある喫きつ茶さ店てんを指し示しめす。


「お茶でもいかがです」


「薬を盛もるつもりじゃないんですか」


「まさか」


　夕菜はためらったが、承しよう諾だくした。


　案内されたのは、洋風の喫茶店だった。樫かしの木でできた扉とびらを開ける。


　中に入って驚いた。「いらっしゃいませ」と頭を下げた従じゆう業ぎよう員いんたちが、全員濃のう紺こんのワンピースに白いエプロンの、メイドルックだったのである。


　いや、「ルック」ではなく本物のメイドだった。夕菜にとっては忘わすれたくても忘れられない、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの面々だったのだ。


　リーラは部下のメイドに軽くうなずくと、夕菜を窓まど際ぎわの席に案内した。ネリーは厨ちゆう房ぼうに入っていった。


「どうぞ、宮間様」


　うながされるままに座る。すぐにおしぼりと水が来た。


「……寮からいなくなったと思ったら、喫茶店を開かい業ぎようですか」


　夕菜は熱いおしぼりで手を拭ふきながら言う。


「喫茶店にメイドがいるのは、それほど違い和わ感かんはありませんから。マニアックだとは思いますが」


　リーラが答える。


　言われてみれば、確たしかにこのような店は何なん軒けんか存そん在ざいする。従業員は当然メイド服で、「このお飲物はどちらのご主人様ですか？」とか聞いてきたりするのだそうだ。この店はバイトではなく本物のメイドなのだから、噂うわさが広がれば繁はん盛じようするかもしれない。


　夕菜はなおも胡う散さん臭くさそうに、


「あなたは働かないんですか」


「場合によっては。先ほども言ったとおり、わたしはメイド服に誇りを持っています。ですがメイド服でお客様とテーブルを共にしては、変に思われるでしょう？」


「それはまあ……」


「それに、ここの店はあくまで仮かり住まいです」


「……もしかして、まだ和樹さんを諦あきらめてないんですか」


　眼が細くなる夕菜。リーラはすぐに返答はせず、


「宮間様、ここ数日、身の回りでおかしなことはありませんでしたか？」


「なにをとぼけたふりして」


　夕菜は軽くテーブルを叩たたいた。


「おかしなことはたくさんありました」


「ほう」


「登校途と中ちゆうは誰かに監かん視しされてましたし、授じゆ業ぎよう中は誰かが問題の答えを和樹さんに教え、お昼休みは狙そ撃げき、帰り道も警けい告こく射しや撃げきを受けました」


　ぎろっと眼がん前ぜんの女性を睨む。


「あなたの仕し業わざでしょう！」
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　リーラは静かに首を振った。


「我々ではありません」


「あなたたち以外に、誰があんなことをするんです」


「ブランデンブルク部隊です」


「ブランデン……なんです？」


「ブランデンブルク部隊。ＭＭＭの部隊ですが、編へん制せい表ひようにも詳くわしいことは記しるされていません」


　リーラは淡たん々たんと述のべていた。


「それがなんなのです。つまりメイドでしょう」


「メイドですが、メイドではありません。彼女たちはあるときは私服に着き替がえ、あるときはメイド服で行動します。一いつ般ぱん人じんに紛まぎれ込むのを得意とし、破は壊かい、誘ゆう拐かいといった特別工作に従じゆう事じします。認にん識しきは極きわめて困こん難なんです。彼女たちが、式森様を狙ねらって日本に上陸したとの情じよう報ほうを得ました」


「つまり、あなたたちじゃないメイドたちが、この街に潜せん入にゆうしているんですか？」


「そうです」


「和樹さんを狙って？」


「はい」


　夕菜は思わず立ち上がった。


「またそんな連中が！　どうしてそう次から次へと……！」


「ご着席を。ロンドンのＭＭＭ本部が送り込んだようです」


「……ＭＭＭはあなたたちの組そ織しきじゃないんですか」


　夕菜は荒あら々あらしく椅子に座る。


「仲間割われですか」


「どこの組織でもそうですが、ＭＭＭにも主流派と反主流派があります」


　リーラは水で指を濡ぬらすと、テーブルに丸を二つ書いた。


「主流派は、わたしの以前のご主人様が所しよ属ぞくしていました。ＭＭＭ会長以下、理事の半分がそうです」


　丸の中を水すい滴てきで塗ぬりつぶす。


「残りが反主流派です。主義主張は主流派と変わるところはありません。ただし対立はしています」


「それって、人間関係で揉もめているんじゃないんですか」


「ご明察です。多少は方ほう針しんの違いもあるようですが、会長選挙が紛ふん糾きゆうしたのが対立の発ほつ端たんです。同じ趣しゆ味みを共にするからこそ、少しの違いが許ゆるせないことがあるのでしょう」


　リーラは特に感情を交まじえず、説明のみに徹てつしていた。


「以前のご主人様は、後こう継けい者しやに式森様を指名されました。あいにく誓せい約やくはすまされていませんが──」


　ちらりと夕菜を見た。


「会長もそれは承しよう知ちされており、式森様が第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのご主人様になることに問題はありませんでした」


「わたしは承知してませんけど」


　嫌いや味みっぽく夕菜は言う。リーラは無む視しした。


「異いを唱となえたのが反主流派です。この方たちは、『誓約が終わるまであらゆる主従関係は認めない』と主張して妨ぼう害がいを始めたのです」


「その通りじゃないですか。わたしはその人たちを支持します」


「ところがそれは建たて前まえにすぎないのです。反主流派の方々は正せい論ろんのように感じられますが、実は式森様を横取りするための理り屈くつなのです」


「……和樹さんを？　なんでです」


「式森様が、メイドのご主人様として得え難がたい資し質しつの持ち主だからです」


　きっぱりと、リーラは言った。


　なにかの冗じよう談だんかしらと夕菜は思ったが、目の前にいる私服のメイドは真しん剣けんだった。


「覚えていませんか。あの島で、当時のわたしたちのご主人様は、式森様のことを『後継者にふさわしい』と仰おつしやったはずです。あの言葉は噓うそではありません。ＭＭＭ日本支部が式森様を見いだし、本部で資料を検けん討とうした結果、メイドのご主人様として百年に一度の方だとの結論が出されたのです。女性に囲かこまれながらも数々のトラブルをくぐり抜ぬける能のう力りよくは、天てん性せいのものだと」


「トラブルってところが引っかかりますが……」


「式森様がいれば、ＭＭＭの未来は明るいでしょう。同時に自派にいれば盤ばん石じやくのものとなり、対立した組織は自然に消しよう滅めつします」


　彼女はテーブルに描えがいた丸を大きなバツで消した。


「反主流派は先の理屈を唱となえ、式森様をさらおうと試こころみました。以前の第一騎兵侍女中隊キヤバルリーメイドカンパニー襲しゆう撃げきもそうです」


　夕菜は、かつてデイジー・キルゴアなる指し揮き官かんが、ヘリコプターでやって来たのを思い出した。


「反主流派は式森様をさらい、自派の手て駒ごまとするつもりです。わたしたちはそのような暴ぼう挙きよを許すわけにはいきません。そのためには、時に情報のオープンも必要となる。ですからこのように、宮間様にもお話ししているのです」


「……話は分かりました」


　夕菜は椅子の背もたれに寄りかかった。


「でも和樹さんを守るためなら、なんで寮りようから引き上げたのです」


「プランデンブルク部隊の兵士は、潜入が得意です。わたしの中隊は損そん害がいを受けて再さい編へん制せいをしたのですが、その段階で潜入された可か能のう性せいがあります。ですから昔からの部下を除のぞき、引き上げさせました」


　夕菜には、他にも理由があるように感じられたが、とりあえず信じることにした。


「それで遠くから和樹さんを見守るようにしたんですね」


「おっしゃるとおりです」


「でも、ブランデンブルク部隊は、タコさんウインナーを狙そ撃げきし、葉っぱを撃うち抜いた」


「はい。かいくぐられました」


「授じゆ業ぎよう中に答えを和樹さんに教えたのはどっちです？　屋上の手すりに、ザイルを結むすびつけた跡あとがありました。あれで窓の外から解かい答とうを投げたんでしょう」


「あれだけはわたしたちです。ご主人様の助けになるのがメイドの務つとめ」


「ふん」


　夕菜は鼻を鳴らした。


「それで、わたしになにをするんですか。その話をするためだけに、喫茶店に誘さそったわけではないでしょう」


「察さつしがいいですね。端たん的てきに言います。わたしたちと共きよう闘とうしませんか」


「共闘……手を組めってことですか!?」


「そうです」


　夕菜は呆れ顔になった。


「ここにきてたちの悪い冗談ですか」


「冗談ではありません。反主流派はブランデンブルク部隊だけとは限かぎりません。宮間様と戦いつつ反主流派を相手にするのは骨ほねが折おれます。宮間様もそうでしょう。ここで共闘するのはそれほど悪い手とは思いませんが」


「敵の敵は味方ってわけですか。理屈は分かります。でも一つ、納なつ得とくのいかないことがあります」


　指を一本立てた。


「そんなこと言いながら、リーラは和樹さんを盗とるつもりじゃないんですか」


　リーラは答えない。ただ薄うすく笑っていた。


　夕菜は身を乗り出した。


「やっぱり……！」


「落ち着きましょう。少なくとも、噓はつかなかったつもりです」


「人のものを盗ろうとする人と手を組めますか！」


「聡そう明めいな宮間様なら、ここで共闘する利点もお分かりいただけると思いますが」


　夕菜は黙り込んだ。理屈は分かる。得る利り益えきも多いだろう。しかし、こんなドイツ系けい美人が和樹を狙ねらっているというのは、まったく心こころ穏おだやかなことではないのだ。


　うつむき、しばらく考え込んだ。


「リーラ」


　ややあって、夕菜は口を開く。


「わたしは、あなたのことが嫌きらいです」


「ご安心ください。わたしもそうです」


　そんな余よ裕ゆうの態たい度どもしゃくに障さわる。


　リーラが夕菜の回答を待っている。渋しぶ々しぶ、言おうとした。


　そこにネリーが近寄ってきた。


　小こ柄がらなメイドは息を切らし、リーラになにやら耳打ちをしている。なにかの緊きん急きゆう事態だ。


　リーラがドイツ語でなにか指し示じをとばした。


「宮間様、式森様がなにか面めん倒どう事ごとに巻まき込まれたようです」


　聞いた瞬間、夕菜は椅子を蹴けっていた。喫茶店の扉とびらを乱らん暴ぼうに開け、身体からだを低くして飛び出す。


　寮への道へ戻る。後ろからはリーラとメイド数人がついてきていた。


　銀杏いちよう並なみ木きの先に、和樹の姿があった。


　誰かに腕うでを摑つかまれていて、逃のがれようと抵てい抗こうしていた。しかも頭部には小銃のようなものまで突つきつけられようとしていた。


「和樹さん！」


　声が届とどいたはずだが、揉もめごとは収まらない。彼女は振り返らずに怒ど鳴なった。


「精せい霊れいを呼よびます」


「ハーグに違い反はんしてますよ」


　リーラの声は静かだ。


「わたしには関係ないです！」


　右手を掲かかげた。赤っぽい精霊たちが集合し、瞬またたく間まに渦うずとなって回転を始める。


「ザラマンダー！」


　炎ほのおの固まりが一直線に突っ走る。ややあって、爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。


　樹じゆ木もくが大きくしなり、衝しよう撃げきで葉が吹ふき飛ばされる。


　爆発が収まると、和樹と少女が二人、路ろ上じように倒たおれていた。


「火力の調節がちょっと……和樹さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　夕菜は慌あわてて駆け寄った。容よう態だいを見る。


　和樹は目を回しているだけで、無ぶ事じなようだ。


　女の子二人もそれほど怪け我がはなかった。リーラがネリーと共に確かく認にんしている。


「宮間様、ご覧らんください」


　言われた夕菜は覗のぞき込み、はっと息いきを呑んだ。


　少女の一人はメイド姿であった。リーラの部下と同じ格かつ好こうだ。だがもう一人は、葵学園の制服を着ている一年生だったのだ。


「もう学校内にも潜せん入にゆうしているようですね」


　リーラはネリーに、二人を連れていき、手当をするよう指示をした。


　少女たちが運ばれていくのを確認してから、銀ぎん髪ぱつのメイドは言った。


「油ゆ断だんはできません。どうでしょう宮間様、やはりわたしたちと共闘した方がなにかとよろしいのでは」
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「……わたしはあなたが嫌いなんです」


「では、敵対するままでいますか」


「そうとも言ってません」


「ならば、成立ですね」


「ええ」


　不ふ承しよう不ぶ承しようであったが、そう答える。


　リーラはにこやかな、いかにもメイドらしい表情を浮かべていた。


「ありがとうございます。握あく手しゆをしましょうか」


「それはお断ことわりです」


　夕菜はそっぽを向いた。











　第六章　リーラと仲間たち



　　　　　～Liera's People～

















　ひっそりと開店したはずのメイド喫きつ茶さであったが、客はかなりの数にのぼっていた。


　店てん舗ぽは民家改かい造ぞう。しかし、調度類はヨーロッパから取り寄よせた本物を使っている。壁かべや天てん井じようにも気を使い、洋風の館やかたになるよう建材が組み合わされ、暖だん炉ろまで据すえられていた。


　メニューも豊ほう富ふである。特に紅こう茶ちやがいい。インドから直じかに取り寄せたもので、多種多様な茶葉が大きな缶かんに入って保ほ管かんされている。食器、水も最高のものが使用されていた。


　しかしなんといっても客を集めているのは、働いているメイドたちであった。


　洗せん練れんされた物もの腰ごし、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかい、出すぎず引っ込みすぎず、癒いやすことと尽つくすことに徹てつする態度。彼女たちの存そん在ざいは、口コミであったが瞬またたく間に広がり、好こう事ず家かを引き寄せていた。


　それも当然である。働いているのは第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドであり、率ひきいているのはリーラなのだ。家事と戦せん闘とうのプロであり、接せつ客きやくもお手のものであった。


　その開店中のメイド喫茶に、一人の少女が入ってきた。


「いらっしゃいませ」


　店内のメイドが一いつ斉せいに頭を下げる。ごく普ふ通つうの態度である。だが少女は、雰ふん囲い気きが微び妙みように変化したのを感じ取っていた。


　つとめて気にせず、中に入る。


「こちらのお席へどうぞ」


　小こ柄がらなメイドが案内をする。


　メイド喫茶においては、窓際が良席とは限らない。むしろ店内が良く見渡せるところ、つまり「メイドさんがたくさん見られるところ」こそが好まれる。中には「働いている姿を眺めたい」ということで、厨ちゆう房ぼうの近くを希望する客もいるくらいだ。


　少女も奥おくまで案内された。だが座席は勧すすめられない。さらに先、スタッフルームの扉が開けられた。


　入るよううながされる。彼女が足を踏ふみ入れると、扉が閉しめられた。案内のメイドは扉を塞ふさぐように立つ。


　中には銀ぎん髪ぱつの女性がいた。彼女は少女を見ると、にっこりと微笑ほほえんだ。


　少女、宮みや間ま夕ゆう菜なはつまらなさそうに言った。


「リーラ、いい加か減げん愛あい想そ笑わらいはやめたらどうです」


　メイドたちの長であり、今は喫茶店の店長も兼かねているリーラは、それでも表情を崩くずさなかった。


「宮間様。笑顔は中隊の伝でん統とうです。ミア大尉ハウスキーパーの時代から、笑顔こそが人を癒すとの教えがあります」


「わたしは嫌いやがらせにしか見えません」


「式しき森もり様は、わたしたちの笑顔をきちんと受け取ってくれるものと確かく信しんしております」


「自分のほうが和かず樹きを良く知っている」と言われたようで、夕菜には面おも白しろくない。パイプ椅子を勝手に広げ、乱らん暴ぼうに座った。


「それで、人を呼よびだしてなんの用です」


「ブランデンブルク部隊についてはご説明したと思いますが」


「聞きました。覚えています」


　敵てき地ちへの潜せん入にゆう、攪かく乱らんを得意とする部隊らしい。リーラによると、その部隊が和樹を狙ねらって潜入したという。


「メイドや、わたしたちのクラスメートに変へん装そうしているかもしれないんでしょう」


「そうです。そういう連中です」


　連中、という言葉に夕菜は反はん応のうした。


「同じ組そ織しきの仲間なのに、連中ですか」


「式森様に危き害がいを加える相手は、何者であろうと敵です」


　リーラはさらりと言ってのけた。


「式森様は大切なご主人様ですから」


「……わたしは認みとめてませんけどね」


　メイド、特にリーラが和樹に接近するのは、夕菜には許ゆるし難がたいのである。


「それで、なんでわたしを呼んだんですか」


「ブランデンブルク部隊は、おそらく式森様の動静をロンドンの反主流派に報ほう告こくし、その上で拉ら致ちするつもりだと思われます。身み柄がらが大事なのですから。そのために潜入しています」


「いくら潜入が得意でも、顔を見れば怪あやしい人間だって分かります」


「はい。わたしも知らない人間を部下にするのは極力避さけました。そのために寮りようを引き払はらい、ここに店まで構かまえた。それでも限げん界かいはあります」


　彼女は扉の前に立つメイド、ネリーにうなずいた。


　ネリーは少しだけ扉を開けた。


　夕菜は怪け訝げんな顔をしながら、隙すき間まから店内を覗のぞく。先ほどと変わらない喧けん噪そうであった。


「お客さんがどうかしたんですか」


「どのような客きやく層そうだと思われますか」


　改あらためて眺める。見み慣なれた制せい服ふく姿が多かった。


「……うちの学校ですね」


「そうです。立地もあるのでしょうが、葵あおい学がく園えんのお客様がかなり来られています」


「商しよう売ばい繁はん盛じようでいいじゃないですか」


「そうとも限りません。お客様が増えるのに反はん比ぴ例れいして、我われ々われが式森様のお世話をする時間が減げん少しようします。それに」


　リーラの表情に、わずかだが真しん剣けん味みがさした。


「ここを拠きよ点てんに使われるかもしれません」


「なんです、それは」


「この喫茶店は、我々にとっては駐ちゆう屯とん地ちなのですが、同時に反主流派にとっては我々の動静を探さぐる場所にもなりかねないということです。ブランデンブルク部隊にとってみれば楽でしょう。ここを監視さえしていればいいのですから」


　夕菜はふんと鼻で笑った。


「自じ業ごう自じ得とくじゃないですか。店を開いておいて相手の利益になるなんて、面白すぎです」


「計算のうちではあります。逆ぎやくに敵をこの店に誘ゆう引いんして殲せん滅めつできます」


　夕菜は、ゴキブリホイホイじゃあるまいし、と言おうとしてやめた。きっとそれが狙いなのだろう。


「そこで、宮間様の協きよう力りよくが必要なのです」


「わたし？」


「さきほど、葵学園からのお客様がいらっしゃっているのを、ご覧らんになっていただきました。あの方たちの見み極きわめをやっていただきます」


「どういうことです」


「メイドのチェックであればわたしにもできますが、お客様の、しかも式森様のご学友の確かく認にんは困こん難なんです。宮間様ならブランデンブルクの隊員とそれ以外の区く別べつがつくはずです」


　つまり首くび実じつ検けんである。メイドの長は、夕菜に確認役をやらせようというのだ。


　しかし彼女は、軽けい蔑べつするように言った。


「無茶ばっかり。わたしだって、学校の人たちみんなの顔を覚えているわけじゃありません」


「ですが、式森様に危き害がいを加える人間を察さつすることはできるはずです」


「なにを変なことを……」


「できないのですか？」


　これは意外、と言いたげなリーラを、夕菜は目を細めて見つめた。


　実はできるのである。夕菜にとって和樹は「全すべて」である。四六時中和樹のことばかり考えているといっても過か言ごんではない。これらの感情が、恐おそろしいまでの女のカンとなって、和樹に接近するものへのチェック装そう置ちとなるのだ。


　和樹に近寄る人間がわずかでも不ふ審しんな動きをすれば、まず見み逃のがさない。それは時々過か剰じようなまでのやきもちとなるが、そこまで研とぎ澄すまされたのだ。ただし「相手が女の場合に限る」のであるが、いまは十分であった。


　夕菜はリーラの質しつ問もんに返答しなかった。沈ちん黙もくで肯こう定ていしたつもりである。


　銀髪メイドにはそれで十分だったようで、


「協力していただき、感かん謝しやします」


「そんな言葉、いりません」


「今日から働いていただきます」


「え？」


　思わず聞き返した。


「制服は用意させました。サイズも合っていると思います」


「待ってください、わたしにここで働けというんですか!?」


　夕菜はつい立ち上がった。


　ここで働くということは、イコールリーラの部下になるという意味である。恋こい敵がたきにこき使われるのだ。屈くつ辱じよくとかそういうレベルではない。


「この店で働いた方が、お客様の見極めも楽にできます」


「メイドになんかなれますか！」


「メイド服はお好きでしたよね？」


「ふっ、服はそうでも……」


「共きよう闘とうするとおっしゃった言葉に二に言ごんはないと信じております」


　リーラは余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさなかった。おそらく、このような夕菜の反はん応のうも全て織おり込こみ済ずみだったのだろう。


　ネリーが壁かべ際ぎわのロッカーからメイド服を出した。サイズから何から、夕菜にぴたりと合いそうであった。


「新しいカチューシャも用意させました。どうぞお着き替がえになってください」


「ぐ……」


　夕菜は観かん念ねんしてメイド服を受け取った。


　手に取ると、「可愛い。着たい」という女の子らしい感情が湧わいてくるのが分かる。ちらりとリーラをうかがうと、ほのかに微び笑しようを浮かべてこっちを眺めている。メイド服の魅み力りよくに、絶ぜつ対たいの自信を持っているようであった。


　やっぱりこの女だけは好きになれない、と夕菜は思った。





　　　　○





　服はあつらえたようにぴったりであった。実じつ際さいにあつらえたらしい。いつの間に身体からだのサイズを測はかられたのか、そこは謎なぞである。縫ほう製せいがいいのか、動きやすく着き心ごこ地ちも良かった。


　夕菜がメイド服を着るのは、南の島で戦ったときと、イギリスで和樹奪だつ回かいに動いたときと合わせて三回目である。それほど慣なれているわけではないが、なんとなく「いいな」という気持ちも出てくる。なんだかんだで、彼女はこういう格かつ好こうをするのが嫌きらいではないのだ。


　夕菜のメイド姿すがたを、リーラの部下たちは遠えん慮りよなく眺ながめていた。そして一いち様ように「ほう」という顔をしていた。


「よくお似に合あいです、宮間様」


　代表してリーラが言った。皮ひ肉にくの気け配はいはない。


「まるでメイドをやるために生まれてきたかのようですね」


　複ふく雑ざつな心境であった。とりあえず「嬉うれしくありません」と答えておく。


　リーラからはカチューシャも渡わたされた。色は青。軍曹ナースメイドの階かい級きゆうである。二等兵キツチンメイドでないのは彼女なりの配はい慮りよなのかと考えたが、いまいち分からない。


「では接客をしてもらいます」


　とリーラは言った。


「基き本ほんはお分かりですか？」


「イギリスでメイドの城しろに潜せん入にゆうしたとき、詰つめ込こみました」


　怪あやしまれないために、寝ねないで作法を勉強したのだった。


「結けつ構こうです。ですが、目的はあくまでブランデンブルク部隊のあぶり出しにあります。ご注意を」


「当然です」


「それと、笑顔をお忘わすれなく。第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの伝でん統とうです」


「高笑いでもなんでもしてあげます」


　夕菜は足音も荒あらく、スタッフルームを出た。


　それから、彼女のメイド喫きつ茶さ勤きん務むが始まった。


　仕事内ない容ようは普ふ通つうの喫茶店と変わらない。オーダーを取り、厨ちゆう房ぼうに伝え、客に運ぶ。ほかと違ちがうのはそれら一つ一つに「メイドらしさ」が求められることである。
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　具体的には、「注文を受け取るときに跪ひざまずいて客の目を見る」「ミルクを注そそぐところまでメイドがやる」「ごゆっくりと告げて裾すそをつまむ」などである。


　メイドとはちょっと違う気もしたが、まさか本当に「雇こ用よう主ぬしと被ひ雇用主」の間あいだ柄がらになるわけではない。メイドっぽさを感じられればそれでいいのであり、リーラによれば「お客様はそれを求められている」のであった。


　とはいえ夕菜の同どう僚りよう（？）たちは本職であり、客への気き遣づかい、見えないところでの心遣いはさすがである。彼女も負けるわけにはいかなかった。本物のメイドではないので、どうしても「良くできたコスプレ」となってしまうが、弱みを見せるわけにはいかないのであった。


　それから数日。


　リーラと部下のメイドたちは、再ふたたび「ほう」と声を上げることになった。


　夕菜が高いレベルで仕事をこなしているためである。接客だけではなく、厨房の仕事や後あと片かた付づけも積せつ極きよく的てきにおこなっていた。


　元々家事は好きだし得意である。ちょっとした応おう用ようでまかなうことができた。


　その仕事ぶりを見て、リーラは珍めずらしく感かん嘆たんした。


「素す晴ばらしい感かん性せいです。本ほん格かく的な訓くん練れんを受ければ、十年に一人のメイドとなるでしょう」


「それは断ことわります」


　と夕菜は答えた。


「メイド服は好きでも、メイドは嫌きらいですから」


　リーラは苦く笑しようしていた。


　メイド仕事がすっかり板につくと同時に、客も増ふえた。


　特に葵学園の生徒が多い。「二年生でトップの美少女がメイド服で働いている」のである。噂うわさが噂を呼び、ついでに客を呼んだ。作業量は増ぞう大だいし、休む間もなかった。


　その日も彼女は、忙いそがしく働いていた。


　店内の席はほとんど埋うまっていた。半分ほどは葵学園の生徒である。見知った顔も何人かいる。


「宮間様」


　声をかけてきたのはメイドの一人である。エルゼという、やけに落ち着いた、教きよう師しみたいな女だ。


「いかがですか」


　不ふ審しんな人物はいるかと訊きいている。夕菜は店内を見渡した。


「いません」


「確たしかですか」


「ええ」


　おおざっぱに見ただけであったが、不審者はいない。ブランデンブルク部隊の偽ぎ装そうが自分のカンを上回っていたらどうしようもないが、今は自信があった。


　てきぱきと自分の仕事を片付ける。飲み残しのカップを盆ぼんに載のせ、テーブルを綺き麗れいに拭ふく。それから厨房で皿さら洗あらいを交代し、汚よごれ物を手早く綺麗にしていった。


　ここまで無む駄だな時間をほとんどかけていない。元がん来らい備そなわっている家事の才さい能のうと、かつて受けたメイドの訓練が融ゆう合ごうしているのである。


　眺ながめていたエルゼが、呆あきれたように首を振った。


「たいしたものです」


「褒ほめているんですか？」


「もちろん。専せん門もん訓練を受けていないのに、ここまでメイドの仕事をこなす人を見たのは久ひさしぶりです」


　夕菜は洗った布ふ巾きんを絞しぼりながら返事をした。


「他ほかに誰かいたんですか」


「リーラ大尉ハウスキーパーです」


「……リーラが？」


　夕菜の手が止まる。


「あの方も昔はメイドではありませんでした。しかも、まったくメイドのことを知らなかったはずです」


「……良く知ってますね」


「一いち応おう、私の方が年上です」


　エルゼは教師っぽい、よく通る声で言った。


　夕菜は興きよう味みなさそうに、ふーんと答える。なんだか知らないが、あの完かん璧ぺきメイドにも色んな過か去こがありそうであった。


　エルゼはまだ話を続けたいらしい。


「もしかしたら、リーラ大尉ハウスキーパーは、宮間様に親近感を持っているのかもしれませんね」


「はあ？　なんの冗じよう談だんですか」


　こっちとしては完全に敵てきのつもりなのである。


「そのカチューシャです。大尉ハウスキーパーは、臨りん時じのメイドに青を渡すことは滅めつ多たにありません。お客様扱あつかいしてもっと高い階級にするか、二等兵の白にするかです。軍曹ナースメイドにするのは、なにか感ずるところがあったのかもしれません」


「どんな」


「信しん頼らい、とか」


　夕菜は鼻で笑った。メイドと自分の間には深い溝みぞがある。少なくとも彼女はそう考えている。もう何回も刃やいばを交まじえた相手なのだ。いきなりそんなことを言われても困こまる。


　エルゼは真ま面じ目めな表情であったが、夕菜にはもうこの話題を聞く気はなかった。


「そういえばリーラはどうしたんです。いませんけど」


「外出しております。指し揮きはネリーが」


「ふん」


　店を放っておいて外出とはいい身分ですねと言おうとしたら、裏うら口ぐちの戸が開いた。


　リーラが入ってくる。夕菜は近寄った。


「早い出勤ですね。なにをしていたんです」


　夕菜の皮ひ肉にく交まじりの質しつ問もんに、銀ぎん髪ぱつメイドは穏おだやかに返した。


「葵学園まで行ってきました」


「学校に……？」


「はい。頼たのみごとがありましたので」


　それ以上、彼女は話そうとしなかった。


　客が何回か入れ替わる。夕方なので、それほど回転は早くない。


　夕菜はしばらく接客に没ぼつ頭とうしていた。仕事をさぼっているサラリーマンにコーヒーを運び、「ごゆっくりどうぞ」と裾すそをつまんで礼をする。


　サラリーマンが妙みようにうきうきした表情になった。単たん純じゆんに、美少女がメイドの格かつ好こうをしているので嬉うれしいのである。仕事の苦く痛つうも一時的に忘わすれられたようだ。一種の癒いやし効こう果かであった。


　そういうのを見ると、夕菜もなんだか嬉しくなってくる。どんなことであれ人の役に立つのはいいものだ。


　不意に、店内の空気がざわっとしたものになった。


　客の視し線せんが一点に集中している。さきほどのサラリーマンも含ふくめて、注目が夕菜の横を通り過すぎていった。


　リーラが奥おくから現われたところであった。


　客は全員がドイツメイドを見つめていた。夕菜には見み慣なれた、いつものメイド姿である。だがそれが存そん在ざい感かんを際きわだたせている。メイド服がここまで似合い、かつ上品さを醸かもし出している人物はそういない。


　おまけに彼女が接客を始めると、空気まで一変した。喫きつ茶さ店がどこかの屋や敷しきになったのである。やはりプロのメイドの力であった。


　そのリーラが、さっきまでの嬉しさが吹ふき飛んだ夕菜に告げた。


「警けい戒かいを」


　周囲の客に聞かれないようにするため、彼女の声は低かった。


「さきほどデフコンを上げました。注意してください」


「なにをです」


　夕菜の言葉はそれほど小さくない。


「ブランデンブルクの隊員が潜せん入にゆうしているかもしれません」


「さっきはいませんでしたけど」


「今も言い切れますか？」


　確かに客は入れ替わっていた。だが今見ても、不審なところは感じられない。


「すぐにある方が来られます。十分注意をしてください」


「待ってください。ある方って誰です。もしかして──」


　店の扉が、カウベルの音と共に開いた。


　やってきたのは和樹であった。


　すぐにリーラが近寄った。


「式森様、お呼よびだてして申し訳ありません。本来ならこちらからうかがわなければならないこと。どうかご容よう赦しやください」


「いや、いいけど……。でも、喫茶店なんかやってたんだ」


　彼は不ふ思し議ぎそうに店内を眺ながめ、いきなり仰ぎよう天てんした。


「ゆ、夕菜！　こんなところでなにを……!?」


「バイトです」


　彼女は腰こしに手を当てていた。


「聞いてませんでした？」


「リーラからちょこっと聞いたけど、でも一いつ緒しよに働いているなんて」


　宿しゆく敵てき（少なくとも夕菜はリーラを嫌きらっている）同士が並んでいるのが、非ひ常じように珍めずらしいのであった。カメラを持っていたら撮さつ影えいしたかもしれない。


「いろいろあったんです。ともかく……いらっしゃいませお客様」


　夕菜は腰を折った。


「こちらのお席へどうぞ」


　和樹を空あいている席に案内する。


　彼の後ろにはリーラがついていた。手にはいつの間にか和樹の鞄かばんを持っている。もちろん店にそんなサービスはない。彼女は奪うばい取ろうかと考えたが、さすがにやめた。


　和樹は若じやつ干かんぎくしゃくしながら席についた。夕菜がメニューを渡す。


　リーラは鞄を空いている席に置き、和樹の隣となりに従したがうように立っていた。店内からは羨せん望ぼうのまなざしが飛んでいるが、彼女は気にしていない。和樹にこうするのは特別ではなく、当然なのだと言葉ではなく態たい度どで示しめしていた。


　そこがまた、夕菜には面おも白しろくなかったりする。彼女は和樹をせっついた。


「お客様、お早くお選びください」


「え……あ、うん」


　あわててメニューに目を落とす和樹。


　この店は飲み物の種類が多い。選せん択たくには時間がかかる。彼も目め移うつりしているようであった。


　リーラは何も言わず見守っている。この店を仕切っているのだから、どの飲み物にどんな特とく徴ちようがあるかくらい把は握あくしているはずだ。しかし口を出さないのは、和樹に好きなものを選ばせて、その上でアドバイスをするつもりだからである。


　細かい心こころ遣づかいだが、こうまで徹てつ底ていされると、夕菜としては反発したくなってくる。なにしろ根本は「メイド嫌い。リーラ嫌い」である。


（嫌いやがらせに、和樹さんの膝ひざに座っちゃおうかしら）


　そんなことを考えながら、ふと顔を動かした。


　それからエルゼに「お願いします」と言い、ゆっくり移い動どうする。


　隣の、雑ざつ誌しを読んでいる女子高生に声をかけた。


「お下げしてもよろしいですか」


　返事を待ってから、コーヒーカップを持ち上げる。


　だが運ばない。スプーンをわざと乱らん暴ぼうに扱あつかって音を鳴らした。


　リーラがちらりと目線を向け、やはりゆっくりやってきた。そのまま女子高生に近寄る。


「お客様」


　彼女は女子高生に、静かに声をかけた。


「お気分が悪いのですか？」


　過か剰じような心配ではなく、それでいて優やさしさのこもった口調だった。


　女子高生は驚おどろいて顔を上げた。


「え？　気分なんか……」


「悪いようですね。奥おくで休まれますか？　今用意させます」


「ちょっとなに言ってんのよ。あたし別に悪く──」


　その言葉は途と中ちゆうでとぎれた。


　リーラの手には、鈍にぶく光るワルサーＰ38が握にぎられていた。


　銃じゆう口こうは女子高生の脇わき腹ばらに押しつけられている。指はトリガーにかかっていた。


　夕菜は他の客に見えなくなるよう、そっと身体からだを動かした。


「そ……そうね……気分……悪いかも」


　硬い声で女子高生が返事をする。リーラは彼女の腕うでを取り、立ち上がらせた。拳けん銃じゆうは押しつけたまま離さない。


「どうぞこちらへ。薬を運ばせますから」


　リーラは奥へ引っ込んだ。


　しばらく時間をおき、和樹の注文をとってから、夕菜はスタッフルームに向かった。


　中では女子高生が椅子に縛しばりつけられ、悔くやしそうにリーラを睨にらんでいた。


「ありがとうございます、宮間様」


　とリーラは言った。


「やはりブランデンブルク部隊の隊員でした」


「でしょうね」
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　夕菜は返事をした。この女子高生は一度だけ和樹に視し線せんを向けたのだが、そのときの気配がかすかに変わったのである。彼女はそれを察知したのであった。


　スタッフルームの机つくえには、拳銃やらメモやらが積つまれていた。女子高生の所持品らしい。


「なにかしゃべったんですか」


「それほどではありませんが、十分です。やはり狙ねらいは式森様でした。隙すきを見て薬を使おうとしたようです」


　所持品の中から、ピルの先せん端たんが顔を出していた。


「今は一人だけですが、また狙ってくるでしょう。逆ぎやくに殲せん滅めつする好機です」


「そうですね。でも、訊ききたいことがあります」


「なんでしょう」


「さっきまで外にいたのは、店に和樹さんを呼ぶためですよね」


「はい」


「もしかしたら、和樹さんを囮おとりに使ったんじゃないんですか？」


　リーラだけではなく、他のメイドたちがやけに落ち着いているのが気になったのである。もとより慌あわてることの少ない娘むすめたちだが、それにしても騒さわがなすぎた。


　リーラは肯こう定ていも否ひ定ていもしない。夕菜は吐き捨てた。


「はっ、和樹さんを囮の道具にするなんて、見上げたメイドですね」


「今ここでブランデンブルク部隊を誘ゆう引いん、殲滅したほうがもっとも損そん害がいが少なく、効こう率りつ的てきにおこなえると判はん断だんしました。むろん式森様に何かあった場合は、死をもって償つぐなうつもりでした。ですが、最悪の結果にはならないと確かく信しんしていましたから」


「何な故ぜです」


「宮間様がいましたので」


　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる夕菜。


「宮間様ならブランデンブルク部隊の隊員を必ず突き止め、知らせてくれると思っていました。事実、その通りになりました」


「……わたしが嫌がらせをして、なにもしなかったらどうするつもりだったんです」


「そうはなさらなかったでしょう？」


　リーラはにこりとする。夕菜は眉まゆを顰ひそめ、


「……ひょっとして、わたしのことを信しん頼らいしてるんですか？」


　それには答えず、メイドの長は、


「暗くなってからが勝負です。つきあっていただけますか」


　答えは聞かなくても分かる、と言いたげな質しつ問もんであった。





　　　　○





　暗くなるのを見計らってから、店内に「本日は終しゆう了りよう時じ刻こくを早めさせていただきます」とアナウンスが流された。一いつ般ぱん客は帰され、「closed」の札がかけられる。


　ここからはメイド、しかも武ぶ装そうメイドの時間であった。


　店中のロッカーが開かれ、武器が取り出される。拳けん銃じゆう、小銃はもとより、機関銃、携けい帯たい用対戦車火器まであった。


　夕菜は呆あきれた。


「こんなのまで使う気ですか」


「使わないことを祈いのっています」


　さらに窓まどにはカーテンが引かれ、テーブルは四人がかりで横よこ倒だおしにされてバリケードとなった。かなり重そうなところを見ると、鉄てつ板ぱんでも挟はさんであるのだろう。


　和樹は護ご衛えいがつけられ、別室に避ひ難なんさせられていた。夕菜は「和樹さんと一いつ緒しよにいます」と言ったが、リーラは「それはまた別の話です」と取り合わなかった。


　かくして薄うす暗ぐらくなった店内に、リーラと夕菜、一個分隊のメイドが残った。


　リーラはドイツ語で、なにやら命令を下していた。英語なら夕菜にもだいたい分かるが、これはさすがにどうしようもない。


　一通り終わったのか、彼女は夕菜の方を向いた。


「さきほど捕ほ虜りよの尋じん問もんが終わりました。やはり今こん晩ばん、襲しゆう撃げきがあるそうです」


「この店ですか」


「ええ。式森様のいるところに、彼女たちはきます」


　そう言いながら、リーラはルガーＰ08を差し出した。


「使いますか？」


　夕菜は首を振った。


「いりません。わたしには魔ま法ほうが一番あっています」


「分かりました。ではこちらを」


　手て渡わたされたのは、ガスマスクとゴーグル、それに耳みみ栓せんであった。


「なんですこれは」


「必要なものです」


　それ以上の説明はなかった。


　とりあえず耳栓を詰つめ、ガスマスクとゴーグルをつける。顔だけは化学兵器を扱あつかう兵士のようになった。


　それきり会話も途と切ぎれる。適てき当とうな場所に腰こしを下ろした。


　店内は薄暗い。外の明かりが分ぶ厚あついカーテンの隙すき間まから、ちらちらと射さしこんでいた。


　時間が経けい過かする。


　不意にリーラが身体からだを低くするよう合あい図ずをした。そうしようとした瞬間。


　窓ガラスが割われ、オリーブドラブに塗ぬられた卵たまご形がたの缶かんが投げ込まれた。ほんの少しだけ白い煙けむりを噴ふいている。


　その刹せつ那な、閃せん光こうが走った。


　缶が発光したのだ。同じようにいくつも投げ込まれ、轟ごう音おんまで響ひびく。ゴーグルをしていても、目の奥がしびれた。


　光が収おさまるのに、それほど時間はかからなかった。


　窓から制せい服ふく姿すがたの女子高生が飛び込んでくる。リーラがたっぷり余よ裕ゆうを持って発はつ砲ぽうした。


　相手の肩かたに命中する。続けざまに突とつ入にゆうしてくる敵てきに対しても撃うちこむ。


　命を取るつもりはないようであった。そのために困こん難なんな射しや撃げきとなっていたが、リーラはなんなくこなしていた。


　他のメイドたちも発砲を繰くり返している。夕菜だけはなにもしていない。


　やがて、突入者の一人がメイドたちの射撃を逃のがれ、床ゆかに転ころがる。両手にはＭＰ41サブマシンガンを保ほ持じしていた。


　それを見るや、夕菜は素す早ばやく精せい霊れいを呼よび寄よせた。


「ウンディーネ！」


　水流が発生し、侵しん入にゆう者しやに襲おそいかかる。押し出される格かつ好こうで、窓の外に転がり落ちた。


　それからの彼女は精霊を縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつり、先手を打って攻こう撃げきを繰り返した。ただし、いつもと違ちがって無む尽じん蔵ぞうの破は壊かいではなく、力も局所的にとどめていた。


　やがて敵の攻撃の手が緩ゆるくなる。リーラが手を振った。


　メイドたちがマスクをかなぐり捨すて、店の外に飛び出した。敵を追い込んで捕とらえるのである。短いが鋭するどい銃撃が繰り返される。


　ネリーが引き返してきた。


「リーラ様、二人逃にがしました！」


「貸かせ」


　彼女はエルゼからＫａｒ98小銃を受け取った。カールツァイス製せいのスコープが装そう着ちやくされている。


　割れた窓から銃身を突き出した。息を吸すい、止める。引き金の指に力がこめられた。


　乾かわいた音が響ひびいた。


　リーラは立ち上がると、小銃をエルゼに返した。それから夕菜に、


「仕し留とめました」


　彼女は返事をしない。


「ああ、殺してはいませんよ。無む駄だな血は、式森様もお嫌いやでしょうから」


　リーラは夕菜に、外にいきましょうと言った。


　メイドの後ろからついていくことにする。外には、葵学園の制服を着たものやら、メイド姿やら、ファミレスの制服を着たものやらがうめいていた。さきほどの侵しん入にゆう者しやである。


　共通しているのは、誰もがリーラたちと同じく少女で、平へい凡ぼんな顔立ちをしていることだった。目立たないような人選がされているのだろう。誰もが怪け我がはしていたが、命には別べつ状じようはなさそうだった。


　リーラは指をさしながら、人数を数えていた。


「突入してきた数より……二人少ないですか」


　さきほど狙そ撃げきした分が含ふくまれていないのだ。遠くで倒れているのだろう。


　ネリーが彼女に向かって敬けい礼れいした。


「侵入者はこれで全すべてです。我わが方の損そん害がいは負ふ傷しよう者しや二名。いずれも軽傷です」


「ご苦労。例の場所に収しゆう容ようしろ」


「はっ」


　ネリーは再ふたたび敬礼し、自分の部下に指し示じを飛ばした。そこにリーラが、


「待て、武ぶ装そう解かい除じよは怠おこたりないだろうな」


「はい。そこに」


　街がい路ろ樹じゆの下に、武器が積つみ上げられていた。映えい画がに出てくるような品から、中東あたりでばりばりの現げん役えき品ひんが入いり交まじっている。


　リーラはそれらも人数分あるかどうかカウントした。一度数え、また最初から数え直す。


「……足りないぞ!?」


　次の瞬間、負傷していたはずの女子高生の一人が立ち上がった。


　腹はらに隠かくしていたコルトガバメントを抜き、銃口をリーラに合わせる。


　リーラは背を向けていた。ネリーは部下に指示をしに行ったままだ。他のメイドたちからは離はなれている。


「……死ね！」


　銃じゆう声せいが轟とどろいた。


　同時に、女子高生は仰あお向むけに昏こん倒とうした。銃じゆう弾だんは遥はるか上空に消えていった。


　夕菜は、敵を一いち撃げきで気き絶ぜつさせたウンディーネを、今度こそ解かい散さんさせた。


「……ありがとうございます」


　夕菜はそっぽを向いた。


「いいチャンスだったのに助けちゃいました」


「信じておりました。宮間様がおられるので、わたしも安心して任にん務むに没ぼつ頭とうできます」


「噓うそばっかり」


「本当ですよ」


　夕菜はリーラの瞳ひとみを、じっと見つめた。


　薄うす茶ちや色いろの瞳に濁にごりはない。


「……もしかして、本当に信しん頼らいしてるんですか？」


「はい」


　うさんくさげに夕菜は言う。


「……今は手を組んでるだけで、本来ならわたしとあなたは敵なんです。忘わすれてもらっては困こまります」


「それも覚えています。ですが、味方同士となった以上、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せるのも当然ですから」
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　白く綺き麗れいな手が差し出される。


　しばらく考え、夕菜はそろそろと握あく手しゆしようとする。


　しかし、寸すん前ぜんで拒きよ絶ぜつした。


「やっぱりやめておきます」


　リーラは苦笑した。


「もう少しわたしを信頼なされても良いのでは」


「わたしはあなたが嫌きらいなんです」


　リーラはそれ以上握手を強きよう要ようしなかった。その代わり、彼女に近づく。


「逃とう亡ぼうした二人ですが、一人はこの先で転ころがっています。もう一人は逃にげました」


「射しや撃げきミスですか」


「わざと外しました。今いま頃ごろ部下の一人が、アジトを突つき止めているでしょう」


　それからエルゼとネリーに、ドイツ語で命令を下す。


「これから逆ぎやく襲しゆうをかけます。残りのブランデンブルク部隊も捕とらえられればしめたものです」


「結けつ構こうですね。枕まくらを高くして眠れます」


「ご一いつ緒しよに来てください。宮間様の魔ま法ほうは大変効こう果か的です」


　とリーラは言った。


　夕菜は、こんどはまじまじと端たん整せいな顔を見つめ、


「そこまでわたしを信頼するんですか。どうして？」


「それは秘ひ密みつです」


　リーラはそう答えると、ほんの少しだけ笑った。











　番外編一　頭上のメイド



　　　　　　～TWELVE O'CLOCK MAID～

















　ロンドン。ヒースロー空港。


　イギリスの玄げん関かん口ぐちであるここには、あまり知られていないがプライベート専せん門もんの搭とう乗じよう口ぐちがある。各国の要人や富ふ豪ごうなどが、ターミナルの混こん乱らんを避さけるために利用するのだ。そのため一いつ般ぱん客の動線とは離はなれたところに作られ、案内表ひよう示じもなく、見つけることは難むずかしい。


　搭乗口に隣りん接せつしたところにはラウンジがある。大きくはないが豪ごう華かで、静かにくつろげるよう配はい慮りよされている。やはりここも、プライバシーが重じゆう視しされていた。


　そのラウンジの中に、メイドがいた。


　くせのあるブロンドの髪かみが肩かたまで伸のびている。眼が悪いのか眼鏡めがねをかけており、ブルーの瞳ひとみは時折鋭するどい光を放っている。きりっとした表ひよう情じようは、数学者のような精せい悍かんさを備そなえていた。


　彼女は第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの中隊長、シンシア大尉ハウスキーパーである。


　シンシアは両手を後ろに組み、直立していた。すぐ側そばのソファには、一人の少女が座すわっていて、雑ざつ誌しを読んでいた。


「ねえシンシア、楽しみじゃない？　わたしたちだけで旅行なんて」


「はい」


　シンシアは他の乗客の耳みみ障ざわりにならないよう、小声で喋しやべる。


「いつもイギリスばかりだから、興こう奮ふんしちゃう」


「よくご主人様が許きよ可かなされたと思っております」


「お父様はわたしに厳きびしいけど、お祖じ父い様は優やさしいから」


　少女は寄宿学校パブリツクスクール出身者特有の、抑よく揚ようはないがはっきりした発音をしていた。


　彼女はシンシアの主人の孫まご娘むすめにあたる。休みを利用して旅行に行こうというのだ。しかも両親とは離れて。


「ヘンリー様のご心配ももっともでございます。娘の身になにかあったらと、不安になられたのでしょう」


「だからシンシアについてきてもらうんじゃない」


　少女は雑誌を食い入るように見つめていた。


　持っているのはサブカルチャー系けいの雑誌で、あまり上流階級の人間が好このむものではない。もっとも、子こ供どもなら読みたくなるたぐいの本でもある。


「日本までどれくらいかしら」


「半日以上は覚かく悟ごしていただきませんと」


「長いわね。シンシアは行ったことある？」


「何度か。コスチューム組そ織しきの活動が活発なところですから」


「友達とかいる？」


　シンシアはわずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、答えた。


「いいえ」


「あら残念。知り合いはいないの？」


　シンシアはそれには答えず、再ふたたび無言のままの待機に戻もどった。少女もそれ以上追つい及きゆうしたりせず、雑誌の誌面に没ぼつ頭とうする。


　女性の声で、発着案内が流れてきた。





　　　　○





　まだメイドたちが彩さい雲うん寮りようにいるころ。


　式しき森もり和かず樹きは連日の世せ話わ焼やきに、多少の居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。


　中流家庭の生まれだが精せい神しん的てきにはかなりの貧びん乏ぼう性しようであるため、どうにももったいないという気がするのだ。なにせ高校生の身分で多数のメイドさんを抱かかえているのである。気分は成金どころか大だい富ふ豪ごう。長者番付に載のりそうな勢いきおいであった。


　寮の自室も大だい改かい造ぞうを施ほどこされていた。黒こく檀たんで作ったテーブルや、ボヘミア産のグラス。ガチョウの羽は根ねのベッド。枕まくらに至いたってはラクダの毛でできている。どれもこれも、和樹のためだけにあつらえられていた。


　そこにメイドによる完かん璧ぺきなお世話である。リーラが直じき々じきにおこなっているので、手て抜ぬきが一いつ切さいない。恐おそらくこんな幸こう福ふくは、一生巡めぐりあえないだろう。


　しかしというかだからこそというか、和樹は戸と惑まどってしまうのだ。自分には過ぎた環かん境きようである。変な話だが、息が詰つまってしまうのだ。メイドのいる生活には、慣なれが必要であった。


　そんな感じなので、インドア派はの彼には珍めずらしく、外に出かけたくなった。天気の良い日曜日に、彼はリーラに告げた。


「出かけるから」


　銀ぎん髪ぱつのメイドは頭を下さげた。


「かしこまりました。さっそく部下に用意をさせます。偵てい察さつ班はんを編へん制せいして先せん行こうさせ、進しん路ろ上の障しよう害がいを確かく認にんの後、本隊を出しゆつ撃げきさせます。式森様には装そう甲こう車しや両りように乗っていただき、万ばん全ぜんの態たい勢せいでお出かけになれれば……」


「待った待った。そうじゃなくて」


　和樹は慌あわてて手を振った。


「そんな大名行列みたいなことしなくていいから。メイドのみんなはここにいて」


「は……」


　リーラは困こまったような表情を浮かべていた。


「ですが安全を確かく保ほしませんと、万が一の時の対たい処しよが」


「ただ出かけるだけだよ。大だい丈じよう夫ぶ」


　和樹は心配しないでと言い添そえた。


「では護ご衛えいの人数を減へらします。四班編制にして周しゆう辺へん警けい戒かいをすれば……」


「だからそうじゃないって。普ふ通つうでいいんだよ。僕は外に出たいだけなんだから」


　気き分ぶん転てん換かんがしたいだけなのだ。仰ぎよう々ぎようしさは必要ない。


　リーラはなおも困ったようにしている。


「……護衛車両をつければ、安全かと……」


「リーラは僕の願いを聞いてくれないの？」


　とっさに出た言葉だったが、てきめんに効きいた。メイドたちの長は黙だまり、しばらく考え込んだ。


　言いすぎたかなと思っていると、リーラが口を開いた。


「……申し訳わけありません。出で過すぎた真ま似ねをしました」


　深く頭を下げる。


「本来なら式森様の望みをかなえるのが務つとめにもかかわらず、差し出がましい態たい度どに出るとは、メイドの本分にもとります。お詫わびのしようもございません」


「そこまで言わなくても」


「外出されるのでしたら、お支度はお任まかせください。もちろん、身の回りのことだけでございます」


「ありがと。そこは信しん頼らいしてるよ」


「ではこちらへ」


　リーラが、和樹を別室へと導みちびいた。


　室内にはネリーがいて、和樹のために服を選んでくれた。知らないうちにドレッシングルームが作られており、しかも多数の服が用意されていることに啞あ然ぜんとしたが、ここで文もん句くを言うと長引きそうだったので止やめておいた。


　ネリーの選んでくれた服は、あまり派は手ですぎず地じ味みでもなく、「高校生らしい」格かつ好こうだった。他人に与える印象も悪くなく、服のセンスに全く自信がない和樹としては、ありがたくもあった。


　若じやつ干かんのくすぐったさを感じつつ、寮を出る。


　外の日射しは柔やわらかかった。ぎらぎら照てりつけるような日光ではなく、目に優やさしい。時々吹ふいている風も心ここ地ち良かった。


　深しん呼こ吸きゆうをすると、身体からだが軽くなった気がする。若干スキップ気味で歩き出す。


「ご機き嫌げんがよろしいようで」


「うん。久しぶりだから……って、ええ!?」


　門の外ではリーラが待っていた。いつものメイド服に赤いカチューシャ。ハンドバッグを下げているのは外出のためだろうか。腰こしにホルスターこそ吊つるしていないが、大型ナイフの柄えが見えていた。


「リ、リーラ……どうして」


「わたしもお供ともいたします」


「仰ぎよう々ぎようしい護衛はいらないって言ったのに」


「わたし一人です。部下は寮で待機したままです」


「身の回りの世話だけって……」


「お世話をするためには、同行しないといけません」


　しれっと答える。


　基き本ほん的にリーラは、メイドらしく言うことならなんでも聞くが、強ごう情じようなところもある。和樹の安全にかかわることがそうで、危き険けんに身をさらすことだけはなんとしても防ふせぐつもりなのだ。


　ちょっと出かけるだけなのに、危険もなにもないだろうと思うが、心配の表れでもある。このメイドは、和樹のことを第一に考えているのだ。


　和樹は少しだけため息をついた。


「分かったよ。邪じや険けんにしてごめん。じゃあ行こうか」


「はい」


　二人は駅へと向かった。





　　　　○





　ところでここにもう一人、和樹のことだけを考えている少女がいる。


　彼女はそれこそ昼も夜も「和樹さん和樹さん」であり、その気持ちは明らかにリーラを上回っていた。和樹を愛することにかけては他に比くらべるものがなく、表現方法も独どく特とくであった。彼女は溢あふれんばかりの愛情を抑おさえようとはせず、奔ほん流りゆうにして和樹にぶつけ、彼は抵てい抗こうもできずに流されていくのが常つねであった。


　少女の名は宮みや間ま夕ゆう菜な。言わずと知れた葵あおい学がく園えんきっての美少女である。


　その彼女であったが、現げん在ざいは寮りように住んでいない。自室は封ふう鎖さされ、「危険ゲフアーレン」と張り紙をされていた。望んで出ていったわけではない。追い出されたのだ。メイドたちとの戦せん闘とうで敗はい北ぼくした結果である。


　追い出された身ではあったが、和樹を諦あきらめる気などさらさらない。寮の庭の片かた隅すみに拠きよ点てんという名のテントを張り、自じ炊すいしながら見張っていた。


　今もテント内にこもり、食事の支し度たくをしつつ、メイドたちを殲せん滅めつする策さくを練ねっている最中であった。


「……あ」


　夕菜は、個人による闇やみ討うちから核かく攻こう撃げきまでを検けん討とうした、膨ぼう大だいなファイル群ぐんから顔を上げた。気配を感じたのである。


　およそ和樹のことなら些さ細さいなことまで感知する「和樹さんセンサー」が働いたのである。といってもレーダーのたぐいではない。彼女のカンである。たとえわずかな空気の乱みだれでも、それが和樹に関することなら逃のがさないのであった。


　急いでテントの入り口を開ける。正門の先、道路を歩く人ひと影かげが見えた。


　かなり先の方にいるので、小さくなってほとんど分からない。しかし夕菜の瞳ひとみは、それが和樹とリーラであるとはっきり認にん識しきした。


「くっ……わたしに黙って、リーラめ！」


　頭に血が昇る。リーラが和樹をたぶらかしたに違ちがいないと、彼女は思っていた。


　こうしてはいられない。夕菜は二人を追おうと、外出の準じゆん備びを始めた。今ここに狙そ撃げき銃じゆうがあったら、ためらわず銀ぎん髪ぱつにポイントしただろうが、あいにく武ぶ器きはない。腕わん力りよくに物をいわせるしかなかった。


　彼女は手早く着き替がえると、テントから飛び出した。





　　　　○





　休日のためか、駅前は混こん雑ざつしていた。


　リーラとしては、せめて車を使いたかったようだ。電車ではどんな不ふ審しん人物がいるか分からないかららしい。しかし和樹にしてみれば、それは贅ぜい沢たくすぎた。


　駅まで来てから和樹は気がついた。周囲の視し線せんが自分たちに集中している。


　正せい確かくにはリーラに集まっていた。改かい札さつを抜ぬけた乗客が、ちらちら見ていくのだ。


　なんでだろうと考え、すぐに思い当たる。リーラがメイド服を着ていたからであった。


　リーラのメイド姿すがたはあまりにマッチしているため、和樹は違い和わ感かんを感じない。寮にいても普通のこととしてとらえていた。


　それは町の人たちも同じで、「あの寮にはメイドがいる」と知れ渡わたっている。しかもメイドたちは付け届とどけ、気配りを怠おこたらないので、好意的に受け止められていた。


　だが知らない人にとっては、「メイドが町中を歩いている」のはびっくりする光こう景けいである。駅で降おりてくる乗客が、好こう奇き心しんを向けてくるのは当然であった。


　和樹はふと思った。これから電車に乗る。車内にはメイドに縁えん遠どおい人たちも多いだろうし、降りるところでも同じだろう。この格かつ好こうには問題があるのではなかろうか。


「あの、リーラ」


「ご用でしょうか」


「えっと……服ふく装そうなんだけど」


「洋服を買われるのであれば、新宿まで出られた方が品しな揃ぞろえはいいと思われます」


「そうじゃなくて、その」


　彼はリーラを眺ながめた。銀髪のメイドは次の言葉を待っている。


「君のメイド服なんだけど、それは……いつもその格好なんだよね」


「基き本ほん的には。まれに着き替がえることはあります」


「今がそのまれってことは……」


　リーラに特に反はん応のうはない。和樹に付き従したがっている以上、メイド服であり続けるのは当然だと考えているのだ。そういう意味で、彼女はプロであった。


「……なんでもない」


　和樹は「馬ば鹿かなこと訊きいた」と、さっきまでのことを頭から追い払はらった。


　電車の切きつ符ぷはリーラが買った。和樹が買おうとしたのだが、「式森様のお手をわずらわせてしまっては、軍ぐん法ぽう会かい議ぎにかけられます」と言い、やらせてくれなかった。券けん売ばい機きに並んでいるドイツ人のメイド姿は、やはり少し違い和わ感があった。


　電車内でも、リーラは注目を集めていた。


　なにせメイドが普通に乗っているのである。ゴシックファッションと言えなくもないが、メイドはメイドだ。しかもそれが、まれに見る美人ときている。視線が集まらなければ噓うそだった。


　当のリーラは平然としている。和樹はどうにも微び妙みような気分だった。


　何度か乗り換かえ、目的地に着く。


　東京湾わん岸がんに、ゴミを埋うめ立てて作った土地であった。一時期集中的に開発がなされ、様さま々ざまな施し設せつが建設された。今はお洒落しやれな観光スポットとして遊びに来る人が多い。


　和樹が訪おとずれたのも好こう奇き心からであった。都内に住んでいるのに、来たことがなかったのだ。


「買い物なら、あちらの施設に多くの店があるようです」


　リーラが言う。


「うん。その前に、ぶらぶらしようと思うんだけど」


　そう言ってから、それほど建物の中に入らない方がいいかなと思った。リーラのメイド服では、下へ手たをするとどこかの店員と間ま違ちがえられる可か能のう性せいがある。


　適てき当とうに歩くことにした。


　このあたりは人よりも車が多い。幹かん線せん道路が通っているので、どうしても集まるのだ。少し足を伸のばすと、車メーカーの大型施設もある。


　前方に大きな建けん造ぞう物ぶつが見えてきた。


　コンベンションセンターである。都内では一番大きい。場ば所しよ柄がらもあって、始終なにかの催もよおし物が開かれていた。


「見て行かれますか」


「いや。どこかで座すわろう。喉のどが渇かわいた」


　左側に飲いん食しよく店てんがある。手前の信号を渡ろうと、赤信号の交差点で止まった。


　信号が青になる。人ひと混ごみに流されるようにして歩いた。


　窓から飲食店内をのぞいた。混こん雑ざつしていない。幸い席は空あいている。


「ここにしよう」


　そう言ってから振り返る。


「あれ……リーラ？」


　銀髪メイドの姿がなかった。





　　　　○





　時間は少し戻る。


　メイド連れで外出をする和樹を、陰かげからこっそり追い続ける影があった。無む論ろん夕菜である。


　彼女はほぼ完かん璧ぺきに二人を追つい跡せきしていた。タッチの差で同じ電車は逃のがしたものの、途中の乗り換えや降こう車しや駅えきも間違えなかった。


　普段ならリーラが先に尾び行こうに気づくが、今回は夕菜の追跡術じゆつが上回った。「和樹さんセンサー」が絶ぜつ好こう調ちようで、遠く離はなれていても見み逃のがさないのだ。


　二人の姿はばっちり視し界かいに入っていた。これで手を握にぎっていたりしたら、怒いかりで我われを忘わすれ、突とつ撃げきしていただろうが、幸いそのようなこともない。単なる散さん歩ぽに見えた。


（でも……見方を変えればデートです。わたしのことを無視して和樹さんと……リーラの奴やつ、許ゆるさない！）


　なにをして攻こう撃げきしようか。人目もあることだし、背はい後ごから忍しのび寄よってぶっすりいくか。それとも事じ故こに見せかけて車ではねるか。いやいや逃げられないよう、半はん径けい二十メートルを吹き飛ばす全体魔ま法ほうで粉こなみじんにしてしまうか。夕菜の頭の中には、様々な攻撃方法が浮かんでは消えていった。


　すると、二人が立ち止まった。彼女は慌てて身を隠す。


　ただの信号待ちのようだ。しばらくしてから、群ぐん衆しゆうと共に動き出す。


（……？）


　夕菜の目が細くなる。和樹とリーラが離ればなれになろうとしていた。





　　　　○





　リーラは油ゆ断だんなく周囲に目を配っていた。メイドである以上、主人である和樹の身を守るのは当然であり、気を抜くことはできなかった。


　コンベンションセンターに入らないと聞き、彼女はほっとしていた。人がたくさんいるところである。護ご衛えいの困こん難なんさは飛ひ躍やく的に増ぞう加かする。飲食店の方が全然ましであった。


（このまま一日が過ぎてくれれば、問題はない……）


　信号が変わったので、渡ろうとした、すると。


「すいません。メイドさん」


　呼び止められた。


　振り返ると、腕わん章しようを着けた男が立っていた。どこかの係員のようだ。


「受付はあっちです」


　意外なことを言われる。


「は？」


「その格かつ好こうで入場されるのでしたら、そこで登とう録ろくをお願いします。そうじゃないとステージにもあがれませんので」


　なにやら急せかしていた。リーラは「いやわたしは」と言ったが、係員に強ごう引いんに連れていかれた。


　男の言う「受付」は、さして離れていないところにあった。日差しの中、若わかい男女が忙いそがしく動いている。


　並ばされて間もなく、リーラの順番が来た。名前を名乗ると、係の者は特に疑ぎ問もんも抱いだかず、シールを手渡した。


「広場はあそこです。写真撮さつ影えいも可かですから」


　事情を説明しようとしたが、忙しそうだったので断だん念ねんした。仕方がないので広場とやらに入る。


　そこで、ぽかんとした。


　色とりどりの男女が集まっていた。色とりどりは比ひ喩ゆでもなんでもなく、本当にそんな服を着ている。しかもその服が変わっていた。


　布面積が大きいものから小さいもの、変に折おりたたまれていたり翼つばさになっていたり、胴どう着ぎから軍服まで、あらゆる服装が集結していた。しかも原げん色しよく系けいが異い常じように多い。普通の町中では、絶対にしないような格好だ。


「これは……？」


　疑ぎ問もん符ふばかりが浮かぶ。


　よく見ると、リーラと同じメイドもいる。一いつ瞬しゆんコスチューム系組そ織しきの臨りん時じ集しゆう会かいなのかと思ったが、それにしては統とう一いつ性せいがなかった。自由気ままであり、しかもそれが楽しそうである。


（脱だつ出しゆつしたほうがいいか……？）


　背はい後ごから声がした。


「リーラ」


　和樹が手を振っていた。


「ここにいたんだ」


　彼女は急いで頭を下げる。


「申し訳ございません。わたしの方からはぐれるとは、メイドとして恥はずべき失しつ態たいです」


「いいよ。でもここは凄すごいね」


　和樹は感心したようにあたりを眺めていた。


「わたしも驚おどろいています。いまいち集会の目的が分からないのですが……」


「あれ、リーラもコスプレに興きよう味みがあるんじゃないの」


　彼はきょとんとしていた。


　コスプレとは聞き慣れない言葉である。少なくとも、リーラが勉強した日本の風ふう土ど習しゆう慣かんには含ふくまれていない。


「ほら、みんなアニメやゲームキャラの格好をしてるだろ。ああやってキャラクターの服装を着て楽しむこと」


「仮装マスカレードのようなものですか」


「最近じゃ外国でもコスプレっていうみたいだよ」


　言われてみれば、アニメーションで見たことのある格好が多かった。いかにも手作り感溢れたものから、本ほん職しよくが作ったとおぼしきものまで、様々だ。皆みな一様に派は手でであり、リーラのような姿は、地味な部類に入った。


「さっき看かん板ばん見たけど、ここで即そく売ばい会かいが開かれているんだ。個人で売り買いするやつ」


「蚤のみの市ですか」


「ちょっと違ちがう。自分で作った本とか売ってるんだ。このイベントは、衣い装しようや古いおもちゃを売ってもいいみたいだけど」


　してみると、コスプレもイベントの一いつ環かんなのだろう。


　和樹の説明によると、ここはコスプレにも力を入れていて、目当てにしている客も多い。ステージイベントとも連動しているとのことであった。


「ついでだから、見て回ろうと思って」


「分かりました」


　ついていこうとしたが、和樹に押しとどめられた。


「リーラはここで待ってて」


「は？　しかし……」


「一人で行くよ。保ほ護ご者しや連れみたいでなんだし」


「ですが……」


「ここならリーラのメイド服も違和感ないからさ。じろじろされなくていいよ」


「式森様の身に万一のことがありましたら」


「平気平気。すぐ戻もどってくるから」


　リーラが止める間もなく、和樹は屋内へ入っていった。


　ああまで言われては仕方がない。彼女はこの場所で待機することにした。


　目立たないところを選んで立つ。ナイフは目立たないよう、足首に隠かくした。日なたでまぶしいせいか、あまり周囲に人はいない。


　普ふ通つうの人なら日差しでまいってしまうだろうが、リーラは平気である。家か政せい学がつ校こう時じ代だいは、炎えん天てん下かで一日中歩ほ哨しよう任にん務むを務つとめていたこともあるのだ。むしろ心ここ地ちよいくらいだった。


　広場内を観かん察さつする余よ裕ゆうもある。コスプレ以外にも、カメラを持っている人が多い。そういえば、写真撮さつ影えい可か能のうだと言っていた。


　その中の一人が近寄ってくる。


「すみません」


　女性であった。カメラが趣しゆ味みとは珍しいな、とリーラは思った。


「撮影してもいいですか？」


　どこかにモデルでもいるのかと見回したが、他にはいない。


「……わたしでしょうか」


「はい」


　なぜ自分が撮られるのか分からなかったが、特に拒きよ絶ぜつする理由もない。


「どうぞ」


「ありがとうございます」


　女性は嬉き々きとしてカメラを構かまえた。


　小さなシャッター音が響く。リーラは両手を後ろに組んで立っていた。なにやら証しよう明めい写真を撮っているような気もする。


「あのー、なにかポーズがあれば」


「ポーズ……ですか？」


「あ、いえ、やっぱりそのままで」


　女性は「これはこれで格好いいからいっか」と呟つぶやいていた。


　被ひ写体を続ける。女性があまりにも熱心なためか、徐じよ々じよに注目を集め出した。


　カメラを手にした人間がぞろぞろやってきた。「外国人のメイドさんだ」「凄すごい美人だなあ」などと話している。デジタルカメラやカメラ付き携けい帯たい電話を取り出して、レンズを向けてくる。


「目線お願いします」


「こっちにも」


「こっち向いてください」


　言われた方角に頭を動かす。身体は直立のままだが、首から上が忙いそがしい。


　撮影者たちはリーラがポーズをとらないのが不満のようであったが、熱心にシャッターを切っている。見物客も含め、人間がうなぎ登りに増ふえていった。


「すみませーん、胸むな元もとのそれ、なんですか」


　迷めい彩さい服ふくを着た撮影者が、指さした。リーラは少し持ち上げ、


「騎き士しメイド十じゆう字じ章しようですが」


　一部から「おお」と感心したような声が上がる。


「普通の騎士十字章じゃないですよね」


「カチューシャ付き紺こん色いろです」


　また歓かん声せいが上がる。「なんかすげえな」「剣けん付つき柏かしわ葉ばみたいなものか」と興こう奮ふんしたように喋しやべっている。シャッター音が激はげしくなった。


「あの、これ持ってみてください」


　興奮した一人の男が、リーラに棒ぼう状じようのものを差し出す。


　ライフル銃じゆうであった。Ｍ21スナイパーライフル。スコープまでついている。慣なれている銃ではないが、使ったことはあった。


　受け取る。軽かった。モデルガンだ。


「構かまえてください。お願いします」


　直ちよく立りつ姿し勢せいのまま、望のぞみ通り構える。銃口を人に向けるわけにはいかないので、建物を照しよう準じゆんした。


　今度はかなり大きな歓声となった。


「似に合あう似合う」「すげー格好いい」と興奮したように喋っている。シャッター音が切れ目なく続く。


　リーラはスコープから目を離した。


「すみませんが、そろそろ」


「もう少し！」


「もうちょっとお願いします！」


　圧あつ倒とう的な希望であった。


　それからリーラは、様々なポーズをとることになった。膝ひざをつき、伏ふく射しやをし、射しや撃げきから排はい莢きようまでの一連の動どう作さをおこなう。さらには、伏せたままでの弾だん薬やく装そう塡てんという、実戦じみたことまでやらされた。


　さすがにきりがなかったので、適てき当とうなところで切り上げた。まだ撮る気だった撮影者からは不満げな声、満足したものからは何な故ぜか拍はく手しゆが上がった。


　足早にさっきのところから離れる。目立ちすぎた。いつまでも立っていては、また被写体にされかねない。


　和樹を捜さがしに行くつもりだった。待っていろと言われたが、さすがにそろそろ心配になってきた。


　広場のあちこちで撮影がおこなわれている。コスプレの人たちは撮られることにも慣れているようで、リーラみたいに戸惑ったりはしていない。


　すぐ隣の人ひと混ごみから、おおっと声がした。


「綺き麗れいだな」「本職のメイドさんじゃないのか」と聞こえてくる。一瞬また自分かと思ったが、そうではなかった。輪の中心の人物を撮さつ影えいしているようだ。


　リーラは立ち止まり、人の間から覗のぞき込こんだ。


　中にはメイドがいた。やはり注文に応おうじて、様々なポーズをとっている。しかも戦闘態勢からセクシーなものまで幅はばが広い。リーラよりも堂どう々どうとしているというか、楽しそうであった。


　メイドはイギリス人だった。知った顔どころではない。


「シンシア……」


　口から名前が漏もれた。


　メイドがこっちを向く。一瞬にして顔色が変わった。


「……リーラっ！」


　撮影モデルを中ちゆう断だんして駆かけ寄よってくる。嚙かみつかんばかりの勢いきおいだ。


「見ていたな！」


「少しだけだ」


「いつからそこにいた！」


「一いつ瞬しゆんだ。お前が映画のグラビアみたいに、左手で髪かみをかき上げる仕草しか見ていない。信じろ」


「口に出すな！」


　叫さけんでから、シンシアがはっとした。撮影者たちが、「二人並んでお願いします」「ポーズとってくださーい」などと注文している。


　彼女は無言になり、リーラを引っ張るようにして立ち去った。


　リーラは黙ってついていった。


　人が少なくなったところを見計らうと、シンシアが声を小さくして喋しやべった。


「なんでお前がここにいる」


「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは日本に駐ちゆう屯とんしている。いなかったらおかしいだろう」


「そうではなくて、この会場にいる理由だ！」


「式森様の付つき添そいだ」


　リーラは外出の経けい緯いと、ここに来たのは偶ぐう然ぜんだと説明した。


「シンシアこそなんで東京にいる。さらにＳさらにＳスチュワーデスＳと交戦しているのではなかったのか」
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「休戦中だ。中隊の再さい編へんに没ぼつ頭とうするつもりだったが、アネット様が日本に行きたいとおっしゃったので、私が付つき添そったのだ。まさかこんなところとは……」


　今にも頭を抱かかえそうである。


　リーラはシンシアの主人と、孫娘を思い出した。


「遠目に拝はい見けんしたことがあるだけだが、あのお嬢じよう様は、確たしかにサブカルチャーが好きそうだったな」


「日本のアニメーションやコミックに、並なみ々なみならぬ関かん心しんを示しめしておられる。今回の旅行も、わざわざ今日のためにおこなったのだ。しかもアネット様は、私に『この会場で待機しているように。撮さつ影えいのお願いをされたら、拒きよ絶ぜつしちゃ駄だ目めよ』とおっしゃったのだ」


　リーラもここで待っているように言われたが、シンシアの場合は一段上をいく。だから撮られるがままだったのだ。


「あんなにカメラを向けられたのは初めてだ……」


「まんざらではなかったようだが」


「言うな！」


　赤面するシンシア。


「お前のお嬢様はどうした」


「しばらく撮影される私を、満足そうにご覧らんになっていたが、どこかに行かれてしまった。そういえばあの少年はなにをしている。式森は」


「会場内を見て回っている。追いかけるつもりだった」


「私も行く。ここはもうたくさんだ」


　二人はなおも声をかけてくる撮影者を振ふり切きるようにして、広場を出た。


　屋内の会場に入る。中は本を抱かかえた参加者で一いつ杯ぱいだった。


　目当てのものが買えたのか、嬉うれしそうに動き回ったり、次のブースへ急ごうと脇わき目めもふらなかったり、床ゆかに座すわり込んで購こう入にゆうした本を広げている者もいる。数人に同じ本を配っているから、手分けして購入したのだろう。


　なるべく人ひと混ごみを避さけるようにして歩く。本以外にも様々なものが売られていた。


　古い玩具おもちややゲームソフト。コスプレの衣い装しようもある。一定の基き準じゆんを満たせばなにを売ってもいいらしい。中には本物そっくりな中世の刀とう剣けんを販はん売ばいしている店もあった。


　壁かべ際ぎわに大きいスペースがとられている。椅い子すが並べられ、ステージセットが組み上がっていた。催もよおし物の準じゆん備びなのか、スタッフはかなり忙いそがしそうだ。


「式森のいるところは分かるのか？」


「元々休息する予定だった。どこかで休まれているだろう」


　ジュースの売っていそうな場所を探さがす。


　見つかった。大きな水すい槽そうにペットボトルの飲いん料りようを浮かべた店が出ていた。客が何人か並んでいる。


「式森様！」


「アネット様！」


　そこでは和樹と金きん髪ぱつの少女が、仲良さそうに丸いテーブルに座り、ジュースを飲んでいた。


　気づいた和樹は手を上げ、軽く振った。


「ここ」


「どうなさったのです。こちらのお嬢様とは、いつご一いつ緒しよされたのですか」


「さっき。買い物の仕方が分からないみたいだったから、教えてあげたんだ」


「式森様、その……英語はお出来に？」


「全ぜん然ぜん。身み振ぶり手振りだけでも通じるもんだね」


　和樹は笑っていた。テーブルの向かいではシンシアがアネットに「あのようなものと親したしくされてはいけません」「なんで？　いい人よ」と話していた。


「ねえシンシア、撮影は終わった？」


　アネットが言う。


「終わったと申しますか、終わらせました」


「あたしは広場で待機と命じたはずだけど？」


「は……しかし、あそこは長い間いるような場所ではなく」


「ずっといられるし、あなたも承しよう知ちしたわよね」


「…………」


　口ごもっている。シンシアにしては珍めずらしい。


「失礼ですが、アネット様」


　リーラが静かに言った。


「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー中隊長、リーラと申します」


「まあ、あなたがリーラなのね。噂うわさは聞いてるわ」


「光栄です。実はシンシアですが、わたしが連れ出してしまいまして」


　申し訳わけなさそうなそぶりを見せる。


「日差しが強かったものですから、ついシンシアを誘さそって屋おく内ないに避ひ難なんしてしまいました。アネット様がお命じになっていたとも知らず、お詫わびいたします」


　頭を下げた。シンシアが「私に借りを作らせる気か」と視し線せんを飛ばしていたが、無視した。


　アネットは「ふーん」と言っていた。


「まあいいわ。あたしは、シンシアの姿すがたがコスプレ雑ざつ誌しに載のることを楽しみにしているの」


「その願いはかなうかもしれません」


　その時、ステージから歓かん声せいがした。マイクを握にぎった司し会かい者しやがなにかを言うたびに観客が応こたえている。イベントが始まるのだろう。


　アネットがなにかを思いつき、両手を合わせた。


「そうだわ。シンシア、あなたコスプレ広場に入るとき、登とう録ろくしたわよね」


「はい」


「そろそろコスプレコンテストが始まるのよ。それに出場なさい」


「は!?　私はただのメイドです。役者やモデルでは……」


「またあたしの命令を聞かない気？」


　シンシアは黙だまった。アネットは満足そうになると、続けて言った。


「リーラ、あなたも出場して」


「……わたしもですか」


　思わず確かく認にんしてしまった。シンシアではないが、本ほん職しよくはメイドなのである。この格かつ好こうはコスプレやマスカレードではない。制せい服ふくだ。


　だがそんなことは、少女にはなんの関係もないことらしい。


「シンシアはこう見えても照てれ屋やなのよ。ステージであがっちゃうかもしれないから。リーラが一緒なら、緊きん張ちようしないかも」


「しかし……」


　ちらりと和樹を見る。


　リーラの主人は、のんびりとうなずいた。


「いいんじゃない」


「式森様……」


「僕もリーラの姿を、ステージで見てみたいや」


　和樹は呑のん気きであった。すっかりこの即そく売ばい会かいに馴な染じんでいるように見えた。


　リーラは断わるのを諦あきらめた。死にそうな顔をしているシンシアと一緒に、壇だん上じように登ることになった。


「さあ早く準じゆん備びをしてらっしゃい。あそこで番ばん号ごう札ふだを受け取るのよ。早く早く」


　アネットは急せかすように手を叩たたいた。





　　　　○





　一方こちらは宮間夕菜。


　会場となっているコンベンションセンターは大きい。しかも人が多いため、彼女は何度か和樹の姿を見失った。ようやく捜し当てたときは、知らない金髪の少女と同じテーブルについていた。


　今度はロリコンに宗しゆう旨し替がえか、と怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いきおいだったが、どうも様よう子すがおかしい。たまたま一緒になっただけのようだった。


　ほっと胸むねをなで下ろしたのもつかの間、そこにリーラがやってきた。


　おまけに眼鏡めがねのメイドも一緒である。あれは確かシンシア。前にメイド駐ちゆう屯とん地ちに潜せん入にゆうしたときの、敵てきの指し揮き官だった。


　憎にくい敵が揃そろっている。絶ぜつ好こうのチャンスだった。


　周囲への被ひ害がいを無視してでも攻こう撃げきしようかと思った矢先、館内でなにやら放送が始まった。リーラとシンシアはなにかを命じられたのか、ステージへと向かっていく。


　夕菜はぴんときた。


（コスプレステージ……メイドの分ぶん際ざいで生意気な）


　たかが肉体労働者のくせに、スポットライトを浴あびようとは図ずう々ずうしい。


　しかし、壇だん上じように上られるとやっかいである。メイドどもに致ち命めい的な一撃を食らわせてやろうとしているのに、手出しをするのが難むずかしくなる。和樹だけを連れてさっさと逃にげるのも手だが、憎きリーラとおまけのシンシアに、攻撃したかった。


（わたしも参加するしか……でも、コスプレ衣い装しようなんか持ってません。私服はコスプレとは言わないでしょうし……）


　いったん監かん視しを中ちゆう断だんし、悩なやみながら館内をうろうろした。


　いつの間にか、同人誌を売っているエリアに来ていた。


　一番手前のブースでは、売り子がメイド服を着ている。しきりとお金を受け取っては本を渡しているから、かなり繁はん盛じようしているようだ。


　ふと思いつき、客が途と切ぎれたところを見計らって、売り子に声をかける。


「あの、すみません」


「はい。五百円になります」


　にこにこ笑って本を差し出す。


「ごめんなさい。本じゃなくて、ちょっとお話が……」


「なんでしょう」


「ここじゃあれですので、こっちの方で……」


　夕菜は怪け訝げんな顔をする女の子を、柱はしらの陰かげに連れていった。





　　　　○





　ステージは、豪ごう華かなセットに加えて天てん井じようからも多数のライトが下がり、なかなか本ほん格かく的であった。今は饒じよう舌ぜつな司会者によるトークが続いている。


「十一番の方、ありがとうございます。見事なリルリルののはでした」


　ぱちぱちぱちと拍はく手しゆが起こる。


「さて次は……おおっ、外国人お二人のエントリーです。十二番シンシアさんと、十三番リーラさんです。どうぞ」


　二人は壇上に上った。


　客席から、感かん嘆たんしたような声がする。どよめきにならないのは、コスプレにしては地味なメイド服だからで、それでも感心されたのは二人とも美人だからだ。


「いやー、とてもお美しい方々ですねー」


　司会者が揉もみ手てをしながら近づく。


「普ふ段だんはなにをなされているのですか」


「メイドです」


　シンシアが答える。ほう、と客席から声がした。


「本職の方々ですか。この服は買われたのでしょうか」


「買ったものですが、ロンドンで仕立てました。将しよう校こうは制せい服ふくが自じ弁べんなのです」


「ははあ、将校ですか」


　いまいちシンシアの言っていることが理り解かいできない様子である。


　司会者は話題を変えようと、リーラの服に注目した。


「色が紺こん色いろですが、夏場は暑くないですか」


「見かけよりも薄うすく作られています。一部はメッシュ状じようになっていて、通つう気き性せいに配はい慮りよしています」


「ほー、高そうですね」


「値段よりも着心地と防ぼう弾だん性せいをとりました」


「防弾……」


　司会者がきょとんとする。


「エプロンは主に耐たい刃じん性せいを考こう慮りよしていますが、ワンピースはメタ系アラミド繊せん維いです。他にも耐火性に優すぐれています。今は軽装ですが、前線での戦せん闘とう時じには、エプロンに金きん属ぞくないしはセラミックのプレートをつけたもので出しゆつ撃げきすることもあります」


　司会者は「そ……そうですか」としか言えなかった。マニアックな受け答えに客席（の一部）がわっと騒さわぐ。


　シンシアがリーラをつついた。


「おい、そんな答え方で、あいつは理解できるのか？」


「別に構かまわない。さっさと終わればいい」


「それはそうだが……」


　気を取り直した司会者は、マイクを握にぎりなおした。


「メイド服も艶あでやかな、シンシアさんとリーラさんでした。採さい点てんの方はお手元の用紙に記入……え？」


　ステージ下のスタッフと、なにか話を始めた。


「はい……はい……分かりました。えー、お二人のコスプレにはまだ続きがあるそうです。小道具が運ばれます」


　リーラはシンシアと顔を見合わせた。小道具？


　壇上に「小道具」が運ばれる。観客の声が大きくなった。


　一つは銀色に光るサーベル。もう一つは漆しつ黒こくの鞘さやに納おさめられた日本刀であった。


「お二人にはこの武ぶ器きを使って演えん技ぎをしてもらいます。提てい供きようはショップ『鋼こう鉄てつ屋や』さんとアネットさんです」


　観客席からは拍はく手しゆ。同時に、シンシアの顔が暗くなった。


「……アネット様は戯たわむれがすぎる」


　リーラは呆あきれ半分で、


「あのお嬢じよう様さまは、とことんまで日本のカルチャーが好きなようだな」


「刀剣を使ってなんの演技をしろというのだ」


「そういえばお前は歌も下手だったな」


「黙れ」


　シンシアが渋しぶ々しぶ武器に近づいた。なんであれ、アネットの命令なら絶対である。


「サーベルをもらうぞ。これならまだ使い慣なれている」


「わたしがサムライソードか」


　二人が刀を構かまえると、歓かん声せいがひときわ大きくなった。


　リーラの日本刀は、鞘がメイド服の色とマッチしていて、冷れい厳げんな迫はく力りよくを醸かもし出していた。鈍にび色いろの刀身と共に、見るものをぞくっとさせる。


　サーベルを構えたシンシアは、これまた隙すきのない格好であった。騎き士しとメイドが合わさったような、新しい様式美を生み出していた。


「さすがフェンシングの元オリンピック代だい表ひよう候こう補ほだな」


　リーラが感心する。


「黙れと言ってる。お前こそずいぶん様さまになっているじゃないか」


「使ったことがないわけではない」


　司会者も熱ねつ狂きようしていた。メイド服の美女が二人、刀を構えているのである。脳のう内ないの色々なところに触ふれまくりであった。


「これは見事です！　場内の興こう奮ふん度どもぐぐっとアップ！　さあお二人はこれからなにをして……え、また？」


　再び司会者が、ステージ下のスタッフと話をする。


「……はい……はい。えー、緊きん急きゆうのお知らせです。お客様の一人が飛び入りで参加させろと騒いでまして、協きよう議ぎの結けつ果か認みとめ──」


　いきなり、ぼんっと軽い爆ばく発はつが起こった。


　たいして音も大きくなかったが、ステージの一角が白はく煙えんに包つつまれる。観客がどよめいた。
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「お待ちなさい！」


　煙けむりの中から、一人の少女が現われる。


「和樹さんをたぶらかし、堕だ落らくの沼ぬまに引きずり込もうとする悪あく辣らつメイドたち。天とコスプレ喫きつ茶さが許ゆるしても、このわたしが許しません！」


　観客席の隅から和樹の「うわーっ」という声がする。出てきたのは夕菜であった。


　彼女は無む断だん調ちよう達たつしたメイド服を着て、両手で武器を持っていた。


　しかもその武器がすさまじい。両りよう刃ばの刀なのだが、百七十センチ以上はありそうな長さと、抱かかえても手が届きそうにない幅はばを備えている。柄つかにはバランスを取るためか、鉄アレイのようなカウンターウェイトがついていた。


　まったく、冗じよう談だんのような剣であった。


「こちらもショップ『鋼鉄屋』さんの提供によるものです。えー、宮間さん、コスプレのコンセプトはどういう……」


　夕菜がぶんと剣を振る。風ふう圧あつで司会者がステージから転げ落ちた。


「リーラ、今日こそ決着をつけます。和樹さんに二度と近づけない身体からだにしてあげますから！」


　またシンシアがリーラをつつく。


「どうしてミヤマは、いつも怒おこっているのだ」


「さあな。わたしは宮間様が穏おだやかなところを見たことがない」


「ごちゃごちゃとうるさいですね！」


　夕菜が威い嚇かく代わりに剣を振りかざす。


「リーラにシンシア、ＭＭＭなんて言う腐くされメイド組そ織しきは、このわたしが壊かい滅めつさせます。尋じん常じように勝負です！」


　切っ先が二人に向けられた。


　そうなっては、メイド二人もあとには引けない。リーラは日本刀を、シンシアはサーベルを構える。


　止めるべき人間はいない。スタッフは逃にげだし、観客はイベントとの一いつ環かんと思いこんでいる。


　緊きん張ちようが高まった。


「うがーっ！」


　先手は夕菜が取った。


　剣を持ち上げ、叩たたきつける。リーラとシンシアは両りよう脇わきに跳とんだ。轟ごう音おんがして、ステージに亀き裂れつが入る。


「本気だな」


　とシンシア。


「宮間様は常つねに本気を出される方だ」


「しかしただの高校生だ。あしらうしかないだろう」


「油ゆ断だんは禁きん物もつだ」


　リーラが言う。


「このようなときの宮間様は、レスラー並なみの体力を発はつ揮きする。怪け我がをするぞ」


「ふん」


　シンシアは夕菜の前に立った。サーベルを右手で持ち、眼がん前ぜんにかざす。いわゆるアンガルドの姿し勢せいである。一方の夕菜は型もなにもなく、剣を抱えているだけ。


「はっ！」


　シンシアがサーベルを突つき出す。


　フェンシングはスピードが命である。シンシアが持っている武器は競きよう技ぎ用ようサーベルよりもずっと重いが、不自由なく操あやつっていた。


　切きっ先さきが夕菜を襲おそう。


　彼女は剣を盾たて代がわりにして避さけた。刀とう身しんが幅広のため、十分な障しよう害がい物ぶつとなる。


　シンシアは舌した打うちしてサーベルを引く。立て続けに攻撃をするが、夕菜は守しゆ備びに徹てつして前に来ない。


　防ぼう御ぎよが堅かたいと見るや、あえて後ろに下がるシンシア。攻撃をしようと、夕菜が剣を両手で大きく振りかぶった。


「もらった！」


　シンシアは足を前に踏ふみ込こみ、腕をいっぱいに伸のばす。サーベルが生き物のように伸びる。


　だが次の瞬間、夕菜は切っ先を、なんと歯で受け止めた。


「なっ……！」


　驚きよう愕がくするシンシア。夕菜の大剣が迫せまる。


　シンシアの脇わき腹ばらに命中。幸い剣の刃はではなく腹はらの部分だったが、それでも衝しよう撃げきで飛ばされ、ステージから転落した。


　夕菜はふっと息いきを吐はく。


「哀あわれなメイドです」


「シンシアはプライドが高いのです。きっと傷きずつきましたよ」


「知ったことではありません。リーラ、次はあなたです」


　再び大剣を持ち上げる夕菜。


　リーラは日本刀を抜いた。青せい眼がん気ぎ味みに構かまえる。


「宮間様、わたしも本気でいきます」


「リーラが凜りんさんほど腕が立つとは思えません」


　しばらく、二人は対たい峙じしたまま動かなかった。


　リーラは軍ぐん人じんメイドだが、夕菜はただの女子高生。普通に考えればリーラに軍配が上がる。


　だが、こと和樹絡がらみになると、夕菜は信じられない力を発揮する。重じゆう戦せん車しや並みのパワーを出すのだ。現げんにシンシアはステージ下で伸びていた。


　にらみ合いが続く。観客も固かた唾ずをのんで見守っていた。


　やがて。


　リーラがステージの床を蹴けった。


　前ぜん屈くつ姿し勢せいとなって駆かける。しかし夕菜も動きをしっかりと捉とらえ、大剣を振り下ろそうとする。


　次の瞬間、夕菜の目の前が暗くなった。


　リーラが日本刀を投げたのだ。視し界かいをふさがれ、慌あわてて払はらいのける。


　銀ぎん髪ぱつのメイドは夕菜の横に回り込む。そのため夕菜には、相手が消えたように感じられた。リーラは動きを止めず、思い切り足を払はらった。


　夕菜の身体が半回転。バランスを崩くずして柄つかを離した。彼女は正面から床ゆかに激げき突とつしそうになり、身体をひねって仰あお向むけになる。


　そこにリーラがのしかかる。足に隠かくしていた大型ナイフを引き抜き、夕菜の喉のどに押し当てた。


　メイド服が二つ、折おり重かさなるようになった。


「チェックメイトです」


　リーラのナイフが、夕菜の喉元に食い込む。


「くっ……刀を投げるなんて、凜さんが聞いたらなんて言うか……」


「使い慣れていませんので」


　リーラはあくまで冷ひややかに、夕菜に告げた。


「降こう伏ふくを。捕ほ虜りよ宣せん誓せいをすれば、危き害がいは加えません」


「あなたに負けるなんてお断ことわりです」


「命を落とす気ですか？」


「……死ぬ気はありません」


「ならば、降伏を」


「それも……」


　夕菜の右みぎ腕うでが静かに輝かがやく。光の粒つぶが集まり、徐じよ々じよに大きくなっていく。


「お断りです！」


　右手から火か弾だんが放たれた。


　とっさにリーラはかわした。灼しやく熱ねつの弾たまは天てん井じように直撃する。


　夕菜が暴あばれ、銀髪のメイドを撥はね飛ばす。リーラは中腰になって跳びすさる。


「またハーグ陸りく戦せん法ほう規き違い反はんですか。戦せん争そう犯はん罪ざい人にん扱いされても知りませんよ」


「メイド相手には戦せん時じ国こく際さい法ほうが適てき用ようされないって、今決めたんです！」


　夕菜は圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんを唱となえ、ありったけの火弾をまき散ちらした。


　火の玉はあちこちに放たれ、当たるものを全て破は壊かいしていく。イベントを超こえた戦せん闘とう行こう為いに大騒ぎになり、観客が我われ先さきにと逃げ出した。


　リーラは魔ま法ほう攻こう撃げきを巧たくみにかいくぐり、ステージから飛び降おりる。


「待てー！」


　夕菜が叫さけぶ。リーラはシンシアが気き絶ぜつから覚さめたことを確かく認にんすると、「逃げろ」と忠ちゆう告こく。それから和樹の元へと走った。


「式森様、ここはそれほど持ちません。引き上げます」


　彼女の言うとおり、天井の鉄てつ骨こつがいびつに曲まがっていた。魔法攻撃で溶とけ始めているのだ。


「とりあえず外に出ます」


「え、でも夕菜は……」


「あの方は不ふ死じ身みです。心配はいらないでしょう」


　リーラが腕を引っ張る。それを見た夕菜が激げつ昂こうし、「こらーっ!!」と絶ぜつ叫きようして火弾を放つ。


　そのうちの一つが壁へき面めんを直ちよく撃げき。柱がぽっきり折れる。天井が揺ゆれ、中央から崩れ始めた。


　リーラと和樹が外に出たとき、屋内施し設せつの天井は、見事に崩ほう落らくしていた。





　コンベンションセンターの崩ほう壊かい事じ故こは、参加者のあいだで話題になったものの、新聞沙ざ汰たにはならなかった。一部では、メイドの組そ織しきが新聞社とテレビ局に多た額がくの寄き付ふ金きんをはずんだからだと噂うわさされた。奇き跡せき的に死者がなかったことも、「なかったことにする」ことへの罪ざい悪あく感かんをなくすのに貢こう献けんしていた。


　リーラと和樹は怪け我が一つなく無事。結局ネリーが迎むかえに来て、車で帰った。


　シンシアはアネットと共に成なり田た空くう港こうへ直行した。アネットは「即売会へは毎年来る」と言い、シンシアの表情を暗くらくさせた。


　そして夕菜だが、もちろんぴんぴんしていた。


　メイドへの怒いかりを、いっそう新たにしたという。
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　排はい気き管かんから、派は手でな黒こく煙えんが上がる。


　四よん輪りん駆く動どうの軍用自動車は、二、三度ノッキングをすると急きゆう激げきに速度を落とした。そして咳せき込こむように音を立てると、へたり込む形になって、完全に停てい止しした。


　運転席のメイドは舌した打うちすると、忌いま々いましげにハンドルを叩たたいた。「ここまで来たのに」と文もん句くを言う。


　助手席のリーラはそれには同調せず、薄うすい鋼こう板はんでできた扉とびらを開けた。


「降おりるぞ」


　それから後ろに向かって声をかける。


「お前もだ。周しゆう辺へん警けい戒かいを忘わすれるなよ」


　後ろで座すわっていたネリー少尉パーラーメイドは、青い顔をしながらうなずく。


　運転席のヨハンナ伍長バーメイドは、さっさと車から降りると前に回ってボンネットを開けた。熱が陽炎かげろうになって立ちのぼり、彼女は「うわっ」と漏もらす。


　リーラは舗ほ装そうされていない地面に足を下ろした。朝方だというのに日差しが強い。地中海地方特有の乾かわいた土つち煙けむりが、微かすかに上がっていた。


　背はい後ごを振り返る。ブラニツァ山地に雪はなかったが、峻しゆん厳げんとした山々は、かつてこの地を支し配はいしたマケドニア軍重装歩兵ホプリタイの甲かつ冑ちゆうを彷ほう彿ふつとさせた。


　ずいぶん遠くまで来たな、とリーラは思った。つい先日まではギリシアにいた。昼夜通して走っていたとはいえ、幸運や偶ぐう然ぜんがなければ、ここまでは到とう達たつできない。もっともそれも、乗ってきたシュヴィムワーゲンの故こ障しようによって尽つきたようではあった。


「ヨハンナ、どうだ」


「駄だ目めですね」


　ヨハンナはエンジンルームに顔を突っ込みながら返事をした。


「オイルが漏もれてます。あとキャブレターと……バッテリー周りもいかれてますね。よくもった方です」


　彼女は荒あらっぽくボンネットを閉しめた。


「バッテリーはまったく駄目か？」


「はい。使い物になりません。どのみち故こ障しようした無線機にも使えませんし、予よ備び部品もありません」


「ご主人様のことが把は握あくできないのは痛いたいな」


「最後の通信では、スコピエに向かっているとのことです。エルゼ少尉パーラーメイドが指し揮きを執とっていますから、大だい丈じよう夫ぶかと」


「そうだな」


　リーラはうなずいた。


　事の発ほつ端たんは旅行であった。リーラの主人が「久ひさしぶりに観光旅行がしたい」と言い出したのである。


　老人は行く先を訪たずねるリーラに「カッパドキア」「マチュピチュ」「ナイル沿えん岸がん」と様々なことを言い、ついでに尻しりを撫なでようとした。彼女は老人が白目を剝むくまで指を捻ひねりあげると、「ではわたしにお任まかせください」と告つげ、計画を練った。


　旅行先は無ぶ難なんに地中海沿岸に決めた。風ふう光こう明めい媚びで暖あたたかく、なにより歴れき史しを感じさせる。どこでも良かったのか老人も認みとめ、一行はギリシアへ赴おもむくこととなった。


　最初の数日は普ふ通つうの観光であった。ところがアテネに行く途と中ちゆう、「修しゆう道どう女じよ貞てい操そう軍ぐん団だん」とばったり遭そう遇ぐうしたのである。


　修道女貞操軍団は女性修道士を中心としたコスチューム系部隊である。禁きん欲よくと宗しゆう教きよう的てきモラルの高さで名高い。ＭＭＭの、特に第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーとは宿しゆく敵てきの間あいだ柄がらで、手ひどい敗はい北ぼくを被こうむったこともある。それがいきなり現われたものだから、ただではすまなかった。


　しかも第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーはわずか二個小隊であった。有名な観光地なので、迷めい惑わくにならないよう人員を絞しぼったのである。それが裏うら目めに出た。


　交こう戦せん状じよう態たいに入った途端、リーラは勝つことを放ほう棄きした。相手は大だい隊たい編へん制せいである。正面から戦ったらあっという間に全ぜん滅めつする。主人の身を危き険けんにさらすことだけは防ふせがなければならない。彼女はエルゼ少尉パーラーメイドに老人の保ほ護ごを任まかせると、自らは小隊を直ちよく率そつし、わざと目立つように身をさらした。


　修道女たちはリーラを狙ねらった。ＭＭＭのスーパーメイド、リーラの名は知れ渡わたっている。なんとかして倒たおそうと躍やつ起きになった。


　彼女は交戦距きよ離りぎりぎりで撃うち合い、のらりくらりと動き回った。そして主人が遠くに逃にげたのを確かく認にんすると小隊をまとめ、今度は本気で逃とう走そうした。


　ここまでくると、修道女たちもリーラだけを狙ねらうようになる。小隊の大部分をベアートリクス少尉パーラーメイドに任せると、ヨハンナとネリーだけを連れ、マケドニアへ逃げ出したのであった。


　山中の逃とう避ひ行こうは困こん難なんなものであった。何度か銃じゆう火かを交まじえ、ついには修道女貞操軍団も追ってこなくなった。


　そして今、乗ってきたシュヴィムワーゲンが故障し、立ち往おう生じようをしている。


「あとは徒と歩ほだな」


　リーラは言った。


「進めるだけ進むぞ。ネリー、荷物をまとめろ」


　そう言われ、中学生のような容よう姿しをしたメイドは、足をもつれさせながらやってくる。


　返事がないなとリーラは思った。ネリー・フロイアー少尉パーラーメイドは新米メイドである。ハンブルクの士し官かん家か政せい学がつ校こうを卒そつ業ぎようしてすぐ、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに配はい属ぞくされたのだ。経けい験けんを積つませる必要もあり、旅行への同行を命じたのだが、昨日からの経験はさすがにショックが強かったようであった。


　しかし、今の状じよう況きようでは温あたたかく見守っていられない。


「上官への返事を忘わすれたか」


　厳きびしめに、リーラは言う。


「は、はいっ」


　ネリーは慌あわてて直立不動になった。


「命令がきちんと伝でん達たつされているかどうか、わたしは把は握あくしなければならん。余よ計けいな手間をかけさせるな」


「も、申し訳わけありません」


「ついでだが、返事というのはお前自身が確かく認にんするためでもある。命めい令れい内ない容ようを、自分の頭に記き憶おくさせるのだ」


「……はい」


「分かったら実行しろ」


「了りよう解かいしました」


　ネリーは敬けい礼れいした。


　少し厳しすぎる感もあったが、状況が許ゆるさなかった。こうでもしておかないと、たとえば家事で多数の来客があったときに、てんてこ舞まいするだけになる。


　ネリーとヨハンナが、武ぶ器きや食料、少ない私物などをまとめた。無む論ろんリーラも自分の分を持つ。


「行くぞ」


　三人は歩き始めた。


　朝方なので日差しは強くないが、まぶしかった。道はうねっており、たまに太たい陽ようが正面に来る。目が開けられなくなって、足下だけを見ていることになった。


　時折ヨハンナは、地図を取り出して眺ながめていた。


「この道は載のってませんね」


「紛ふん争そうで地図の見直しが停てい止ししていたらしい。後回しになっているのだろう」


「このままだと……そうですね、キチェヴォに向かいます」


「それでいい。電話のあるところが好都合だ」


　南なん洋ようの孤こ島とうに駐ちゆう屯とんしている中隊本部に連れん絡らくをつけ、救きゆう出しゆつを頼たのむ必要があった。いっそＭＭＭの本部に連絡をする手もある。ただ、それはあまり名めい誉よなことではなかった。特に第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのシンシア大尉ハウスキーパーは、一生馬ば鹿かにするだろう。


　なおも歩き続ける。次し第だいに無む言ごんとなった。


　さほど疲つかれた様子は見せない。リーラとヨハンナは日にち常じよう訓くん練れんで体力を落とさないようにしていたためだが、ネリーもなんとかついてきていた。家政学校は過か剰じようとも言えるほど身体からだを鍛きたえるメニューになっている。卒業したてなので、まだなまっていないのだ。


　とはいえ、リーラから見たらまだ甘あまい。ここ数日の緊きん張ちようのせいか、早くも息が乱みだれていた。


「ヨハンナ、先行しろ。どこか休きゆう息そくできる場所がないか確かく認にん」


「はっ」


「お待ちください。わたしはまだ平気です」


　自分のことだとわかり、ネリーが口を出す。


「手間をかけさせるなと言ったはずだ」


　リーラはぴしゃりと言い放はなった。


　しばらくたってから、早足でヨハンナが戻もどってきた。


「この先はなだらかな上りです。岩が多くて、休めるところはありません。ですが……」


「なんだ」


　ヨハンナは言いよどんでいたが、うながされて答えた。


「城しろが見えました」


「城だと？」


　リーラは思わず聞き返した。


　現げん在ざい第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーが駐屯している島には、城が存そん在ざいしている。今の主人が財ざい力りよくに任まかせて建けん設せつしたのだ。なので存在に驚おどろいたりはしないが、いきなりすぎた。


「確たしかか。政せい府ふの観かん光こう施し設せつではないだろうな」


「城の姿ははっきり確認できました。人気は見られませんでしたが……」


　この一帯は、アレクサンダー大王以前から文明が存在していた地方である。城じよう砦さいがあってもおかしくはない。遺い跡せきならあちこちに点在しているはずだ。


「道みち沿ぞいに建っているのか」


「はい。街かい道どうを抑おさえる目的で建設されたようです」


　本ほん格かく的である。貴き族ぞくがお遊びで建てたものではなく、軍事目的だ。


　リーラは少しだけ考えて、言った。


「そこへ向かおう。人が住んでいるかどうか、確認をしたい」


　一行は再ふたたび進み始めた。


　やがて城が見えてきた。


　ヨハンナの言うように、はっきりと城と分かる形であった。崩くずれた古代遺跡ではない。外見は流りゆう麗れいというより無ぶ骨こつで、遠目にも分かるくらいがっちりしている。ただし、外がい壁へきにはところどころ、大きな穴あなが開いていた。


　小道が城の方角へ延のびていた。そっちを進む。


　城門が視界に飛び込んでくる。跳はね橋ばしではない。


　門は開けっ放しであった。


「人はいないのでしょうか」


　ネリーが恐おそる恐る言う。


「どうだろうな。空城の計かも知れんぞ」


「空……？」


　疑ぎ問もん符ふを浮かべるネリーを尻しり目めに、リーラは中へ足を踏ふみ入れた。


　中庭になっていた。地面に石が敷しいてある。なかなか綺き麗れいだ。外見よりはきちんと整せい備びされていた。


　それほど広くはなく、すぐに屋内へと入れるようになっている。ネリーがほっとしたようになった。


「屋根のあるところで休めますね。無人のようです」


「いや……」


　リーラは視し線せんを横に動かした。


「そうでもない」


　ネリーも一いつ緒しよになって目を動かし、驚きよう愕がくした。


　そこには黒っぽいワンピースとエプロンドレスに身を包んだ年とし若わかい娘むすめがいた。つまりリーラたちと同じメイドであった。


　彼女は両手に大きな荷物を持ち、やけにおどおどしていた。


「すみません」


　ヨハンナが声をかける。


「こちらの方ですか。できれば休ませてもらいたいのですが」


　しかしメイドは返事をしない。それどころか、じりじりと彼女たちから離はなれようとしていた。


「あの……」


「ひっ……！」


　メイドは軽く悲ひ鳴めいを上げると、荷物を抱かかえたまま走り去っていった。


　ヨハンナが呆あきれた。


「なんですか、あれは」


「嫌きらわれたようだな」


　リーラは軽く言ったが、どうにも違い和わ感かんがぬぐえなかった。古くからありそうな城に突とつ然ぜん逃にげ出すメイド。なんなのだろう。


「人がいるのは確かなようだ。入るぞ」


　これも開けっ放しになっている、屋内の扉とびらへ向かう。


　また人がいた。


　背せを向けてはいるが、今度もメイドだった。エプロンの結むすび目めがはっきりと分かる。ただし、スカートがやけに短い。


　今度はリーラが声をかけた。


「失礼する」


　返事がない。


「失礼」


「辞やめてえならいちいち断ことわる必要はない。さっさといっちまいな。給きゆう料りようは出ねえらしいぞ」


　乱らん暴ぼうな台詞せりふが返ってきた。どうにでもなれと言いたげだ。


「車はもうないぞ。夜辞めた連中が乗っていったからな。あの執しつ事じのじじい。持てるだけ持って、とっとと逃げ出しやがった。自転車はあるけどパンクしてんぞ。それでもよけりゃ、乗ってけ」


「いや」


「金ならねえって言っただろ。運が悪かったと思いな」


「そうではない」


「なんだよ」


　面めん倒どうくさそうに振り向く。


　くわえタバコをした、浅あさ黒ぐろい肌はだをしたメイドであった。年はリーラと同じくらいだろうか。ずいぶんとスタイルの良い体つきだ。やってられないと言いたげな表情だったが、瞳ひとみは強い意い志しの光を発している。そして腕うでには「AFRICA」と刺し繡しゆうされたアームバンドをしていた。
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　その彼女は、怪け訝げんな顔をしていた。


「ん……？　お前ら、この城しろにいたか？」


　リーラは咳せき払ばらいをした。


「残念ながら、ここに雇やとわれている身分ではない」


「求きゆう職しよくか？　運が悪かったな。この城は今、最さい悪あくの状じよう態たいだ。さっさと帰ったほうが怪け我がすることもないぞ」


「それも違ちがう」


「なんだ一体……お？」


　メイドの目線が、リーラの頭上と胸むな元もとに向けられる。


「……お前」


「同じ所しよ属ぞくのようだな」


　ゆっくりとリーラは言う。メイドは「うへっ」と呟つぶやくと、タバコをもみ消した。奥に向かって怒ど鳴なる。


「ロヴェルティーネ！」


　眠ねむそうなメイドが顔を出した。


「呼よびました？」


「客だ。いや、メイドだ。あの坊ぼうやに伝えてこい。『ＭＭＭメイドが増えました』ってな」


　ロヴェルティーネが引っ込む。しばらくしてから出てくると、色黒のメイドになにごとか囁ささやいた。


　彼女はうなずいた。リーラたちに手て招まねきをする。


「ついてきてくれ。ここの主人が会いたいそうだ」





　彼女はセレンと名乗った。リーラたちと同じＭＭＭのメイドである。


「まさかこんなところで同どう輩はいと遭あうとはね。世の中ってのは狭せめえや」


　石の廊ろう下かを歩きながら、呆あきれたように言う。


「ご主人様の行くところ、従したがうのがメイドのつとめだ」


「真ま面じ目めなこって。バルカン半島は遠いだろうに」


「それはこっちの台詞せりふだ。第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーが、どうしてこんなところにいる？」


　セレンはちらりと視線を向けた。


「なんで分かった？」


　リーラは自分の上じよう腕わんを、指で叩たたいた。


「そのアームバンドを見れば分かる。現げん役えきで『AFRICA』のバンドをしているメイドは、そうはいない。メイドアフリカ軍ＭＡＫ団出身で、しかも騎士メイド十字章の拝はい領りよう者しやは、知る限かぎり第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに一人いるだけだ」


「へっ」


　セレンは肩かたをすくめた。


「ご明めい察さつ。確かにあたしは第三の人間だ。あんたは第五のリーラ大尉ハウスキーパーだろ」


「そうだ」


「噂うわさは聞いてるよ。バルト海かい沿えん岸がん、アラスカ、イタリア南部……この業界に片かた足あし突っ込んでいれば、嫌いやでも名前が耳に入る。そのカチューシャ付紺こん色いろ騎士メイド十字章は、ウクライナの撤てつ退たい戦せんだったか？」


「褒ほめてもらって光栄だが、できれば上官に敬けい意いを払はらってもらいたいな」


　メイドの階級はカチューシャの色で表わされる。リーラは赤で大尉ハウスキーパー、セレンは黄き緑みどりの中尉ハウスメイドであった。


「残念だけど、あたしはまだあんたの指し揮き下にいないんでね。ま、癖くせだから気にしないでくれ」


　セレンは廊ろう下かの端はしで立ち止まると、ノックもせずに扉とびらを開けた。


「坊やがお待ちかねだ」


　リーラたちは一礼すると、中に入った。


「ようこそいらっしゃいました」


　室内に、幼おさない声が響ひびく。


「僕がこの城の主、ミルティ伯はく爵しやくです」


　まだ十歳さいにも満みたない少年は、そう言うと微笑ほほえんだ。





　　　　○





　ミルティはリーラたちを食事の席に招しよう待たいしようとした。彼女は「私たちはメイドです。こちらに雇やとわれてはおりませんが、席を共にするようでは良りよう識しきを疑うたがわれます」と丁てい寧ねいに辞じした。ミルティはなおも同席にこだわったが、リーラの意い志しが固いことを知って諦あきらめた。その代わり背はい後ごではなく隣に立つことを求め、結局横を向きながら会話をするという変わった光景となった。


「リーラはセレンの仲間なんだ」


　少年は嬉うれしそうに言う。


「はい。共にＭＭＭという組そ織しきに属ぞくしております。部隊は別となっておりますが」


　リーラはあまり大声にならないよう、静かに喋しやべった。


「友達？」


「残念ながら、知ち己きを得たのはつい先ほどです」


　そうなんだ、とミルティ。


　ミルティは貴き族ぞく特有のなめらかな発音をしていた。挨あい拶さつこそ丁てい重ちようだったが今はリラックスしている。テーブルマナーも心得ているはずだが、堅かた苦くるしいことより少年特有の好こう奇き心しんが勝まさっているらしく、食べることより話したがった。特にリーラのことを気に入り、なんでも知りたがった。


「どこで生まれたの」


　目を輝かがやかせながら訊きいてくる。


「ドイツです。ブレーメン郊こう外がいにある小さい町です」


「行ったことないや。いいところ？」


「どちらかといえば退たい屈くつです」


「ずっとそこにいたの」


「いえ。物心つくころには海外に出ておりました。北米、南米、アジア。世界中を平へい均きん的に回っています」


「それは、ご両りよう親しんの都つ合ごう？」


「そのようなものです」


「いつごろメイドになったの」


「学校を卒そつ業ぎようしてからのちに」


「なんで、メイドになろうと思った？」


　リーラは微び笑しようを浮かべ、


「わたしの過か去こは、お話しするほどのものではございません。ミルティ様のお耳みみ汚よごしになってしまいます」


「ふーん。じゃあ、今のことが知りたいな」


　リーラは柔やわらかな口調を変えずに言った。


「どうぞ」


「どこに住んでいるの」


「ご主人様が所有する南洋の島に、住まわせてもらっています」


「リーラの主人って、どんな人」


「オランダ出身で、かなりお年を召めしていますが、エネルギッシュな方です」


「島にはリーラみたいなメイドはたくさんいるの？　いい人ばかり？」


　このときだけは、リーラの口調に自じ慢まんのようなものが混まじった。


「誇ほこりに思える部下ばかりです」


　その返事に満足したのか、ミルティは「そうか。ありがとう」と言った。


　少年はしばらく食事に没ぼつ頭とうした。


「ねえリーラ、色々教えてくれたから、お礼に僕ぼくも答えるよ。なにか訊きたいことはない？」


　リーラは軽く首を振った。


「特には」


「そう？　知りたそうに見えるけど」


「ご期待に添そえず、申し訳ございません」


　実のところリーラにも知りたいことがあった。しかし質しつ問もんをする気はない。ＭＭＭのメイドは、相手が主人でなくても、ぽんぽん疑ぎ問もんを発したりすることのないよう訓くん練れんを受けているのだ。


　ミルティが食事を終えた。


「ごちそうさま」


　フォークを置く。セレンが近づいた。


「食器はそのままでいいよ。あたしがかたしとく」


「頼たのむね。そうだ、リーラ」


　ミルティはジャンプするようにして椅い子すから降おりた。


「もしなにか訊きたいことがあったら、セレンに聞いて。事情は知っているから」


「ご配はい慮りよ、痛いたみ入ります」


「僕は部屋に戻もどってるから」


　少年はそう告げると、足早に食堂から出て行った。





　後あと片かた付づけはリーラも手伝った。義ぎ務むはないのだが、メイドの血がそうさせてしまうのだ。ヨハンナには部屋に行くよう申しつけ、セレン、ネリーと三人で食器を片付けた。


「──で、なにが聞きたい？」


　皿をかちゃかちゃさせながら、セレンが言う。


「分かるか？」


「そりゃな。質問がなきゃ残ったりはしないだろ」


「質問はいろいろあるが──」


　頭の中で整せい理りをする。


「そもそも、お前はなんでここにいるんだ。今の第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、フランス駐ちゆう屯とんのはずだったが」


「あたしの主人も旅行だったんだよ。トルコとギリシア。だけど油ゆ断だんしててね、イスタンブールを出たところで敵てきの奇き襲しゆうにあった」


「相手は？」


「修道女貞操軍団」


　リーラはため息をつきたくなった。どうりでこっちも攻こう撃げきを受けるはずである。恐おそらく第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーを攻撃したついでに発見して、狙ねらったのだろう。とんだとばっちりだ。


「でまあ、突然のことで混こん乱らんしちゃってさ、中隊主力はマリアンヌ隊長が把は握あくしたんだが、あたしとロヴェルティーネははぐれちゃってね、気がついたら山ん中でこの城しろを見つけたってわけ」


　リーラたちと似にたような理由である。考えてみればそんなことでもないかぎり、マケドニアの古こ城じようでＭＭＭのメイドと遭そう遇ぐうしたりしない。


　セレンが指で頭上をさす。


「上に電話がある。使わせてくれるぞ。無線じゃないが十分だろ」


「それは助かる」


「あたしもご主人様に連れん絡らくは取った。城でのんびりしたもんだから、えらい剣けん幕まくで怒おこられた」


「同じことにならないよう祈いのろう」


　リーラはしばらく考えた。


「……セレンはここで雇やとわれたわけではないんだな」


「ああ」


「外にいたメイドは部下か？　声をかけたら出ていってしまったぞ」


「ありゃ元からここで雇われていたメイドだ。ＭＭＭじゃない。なんつーか、普ふ通つうの人」


　それは理り解かいしたが、両手に古ぼけたバッグを抱かかえた姿すがたは、まるで夜よ逃にげだった。


　思し考こうを見み透すかしたように、セレンが言う。


「当たり。逃げ出したんだよ」


　リーラは遠えん慮りよなしに顔をしかめた。


「職しよく務む怠たい慢まんだ。ＭＭＭだろうと普通のメイドだろうと許ゆるされることではない」


「いやあ、無理もねえよ。あたしだって隙すきがありゃあ逃げたいね」


　セレンはさも嫌いやそうに答えた。


「どういうことだ？」


「それはな……」


　なにか言おうとしたセレンだったが、口をつぐんだ。窓まどの外に目をやる。


　実はリーラも気になっていた。かすかだが、音が聞こえてくるのだ。


　その音は、徐じよ々じよに大きくなっていった。アップテンポの音楽だと分かる。かなり古いスピーカーのようで、音は割われまくっていてなんの曲だか判はん別べつできなかった。


　音楽は耳を塞ふさぎたくなるくらい大きくなると、ぴたりと止やんだ。代わりに声が流れてくる。


「はぁくしゃぁくわぁー」


　間ま延のびした発音のおかげで聞き取りづらかったが、「伯はく爵しやく」と言っている。


「この土地からぁー、出ていけー！」


　直後に大勢の声による「出ていけー！」が被かぶさった。


　スピーカーは何度か雑ざつ音おんを鳴らしたのち、続けざまに「出ていけー！　出ていけー！」とシュプレヒコールをおこなう。静かだけが取とり柄えの山中に、突とつ如じよとして労ろう働どう争そう議ぎが現われたようであった。


　セレンが食堂の窓を開ける。


「うるせえなこの野や郎ろうー！　朝っぱらから騒さわぐんじゃねー！」


　セレンの怒ど鳴なり声も十分うるさかった。シュプレヒコールは少しの間おさまるが、すぐに今までより倍加して気き勢せいを上げる。


「我われ々われわぁ、圧あつ力りよくには屈くつしなーい！」


「屈しなーい！」


「正当な権けん利りによってぇ、城の明け渡わたしを要求するぅー！」


「要求するぅー！」


「インチキ占うらない師しは出ていけー！」


「出ていけー！」


　わき起こる拍はく手しゆ、拍手。ただしスピーカーの中から。


　なおもスピーカーは、「たて飢うえたるものよ～」と伸のびきったテープでインターナショナルを流し、気き勢せいを上げる。


　リーラは呆あきれ半分、感心半分だった。


「さすがチトーの薫くん陶とうを受けた地だ。社しや会かい主しゆ義ぎ革かく命めいでも始まるのか？」


「そんな立りつ派ぱなもんじゃねえよ」


　セレンが罵ののしる。


「あいつら『反コスチューム兼けんブレザー民みん主しゆ独どく裁さい共きよう和わ連れん盟めい』っていってな」


「組織名に多数の矛む盾じゆんがあるが」


「あいつらがそう名乗ってんだから仕方ないだろ。当人たちは『自由への束そく縛ばくである制せい服ふくに反対すると共にブレザー通学を推すい奨しようし、民主運動を通じて独裁体たい制せいを形成する』のが目的だと主しゆ張ちようしている。一いち応おう、ブレザーだけは愛するんだそうだ」


「聞いたことのない主義だな」


　世界各国に点てん在ざいするコスチューム団体は、ほとんどが「世界コスチューム会かい議ぎ」に加盟している。「もっともっとメイドさんＭＭＭ」や「さらにＳさらにＳスチュワーデスＳ」「なんでなんでナースさんＮＮＮ」等も加わっており、二年に一度開かれる総そう会かいは、互たがいの主義主張を巡めぐって論ろん戦せん、怒ど号ごう、靴くつや鞄かばんが飛び交かう激はげしいものとなっていた。


「世界コスチューム会議」に加わらない独どく立りつ系けいの組織も存そん在ざいしているが（水銀旅団マーキユリーブリゲード、修道女貞操軍団がそう）、全すべては「国こく際さいコスチューム年ねん鑑かん」に記き載さいされている。だが反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟なる組織は、聞いたことがなかった。


　セレンは窓から外をうかがった。


「そりゃそうだろ。あいつらコスチュームとはなんの関係もない。正体は山さん賊ぞくだ」


　彼女は馬ば鹿か馬鹿しそうに喋しやべっていた。


「元はアルバニアの犯はん罪ざい者しやが山に隠かくれてトラックを襲おそっていたらしいんだけどな。次し第だいにセルビアのマフィア崩くずれやら食くい詰つめた傭よう兵へいやらが集まって、でかい組織になったってわけだ」


「山賊なら山賊らしく、普通に襲しゆう撃げきすればいいだろうに。一ひと昔むかし前の革かく命めい家かみたいなコールはどういうつもりだ」


「とりあえず人民の味方を名乗ってりゃ、大義名分がつくとでも思ってんだろ。金が目的のくせに」


　まだスピーカーは、なにやらがなっていた。「城を明け渡さなければぁー、強きよう硬こうかつ猥わい雑ざつっぽい手しゆ段だんも辞じさずぅー」とかなんとか。よく分からない。


　リーラは慎しん重ちように窓から頭を出した。


　手押し車が見えた。ペンキで赤く塗ぬられたスピーカーと、古ぼけたバッテリーが載のっている。くすんだ迷めい彩さい服ふくを着た男が五人ばかりいて、一人がマイクを握にぎっていた。


「あれが反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟のメンバーか？」


「ああ。マイク野郎の横に立ってるヒゲがリーダーらしい。坊ぼうやによるとここ数か月、ずっと嫌いやがらせを繰くり返しているんだと。おかげでメイドもコックも執しつ事じも次々に辞やめてるんだそうだ」


　リーラは頭を引っ込める。


「あの反コスチューム兼ブレ……長くて言いづらい」


「うまく喋しやべれなくなるだろ」


「舌を嚙かみそうだ。あいつらはあれだけしかいないのか？　うるさいとは思うが、辞めるほどのことではない。どうしてもというなら、警けい察さつを呼よべばいいだろう」


「あれはあれでやっかいなんだ」


「どこが」


　セレンは返事をせずに頭を低くした。反はん射しや的にリーラも同じ格かつ好こうをする。


　途と端たんに轟ごう音おんがした。


　地じ響ひびきのような音と共に、城が震しん動どうする。空気が炸さく裂れつして食堂のカーテンを引きちぎった。


　二人の頭上に、細かい石のかけらが落ちてきた。


「こういうところが」


「……榴りゆう弾だん？」


　セレンから手て鏡かがみを渡された。化け粧しよう用で、あまり大きくない。苦労して窓からかざす。


　手押し車とスピーカーが見えなかった。代わりにあるのは、小山みたいな形をした戦車であった。


「大きい……ＫＶ─２か！」


「当たり」


　ずんぐりむっくりの戦車が、ゆっくりと動いた。


　ＫＶ─２は、かつてソ連で生産された大型の戦車である。今となっては旧きゆう式しきだが、トンカチの頭のような砲ほう塔とうには百五十二ミリの榴弾砲が備そなえられている。元よりトーチカ攻こう略りやくを前ぜん提ていに設せつ計けいされているので、城しろ攻ぜめめにはぴったりであった。


「あんなのが定期便代わりに榴弾を撃うちこんでくるんだ。辞めたくなるだろう」


　また直撃弾があり、天てん井じようのシャンデリアが大きく揺ゆれる。


　手鏡でじっくり確かく認にん。このＫＶ─２は、機き銃じゆうの搭とう載さい箇所が鉄てつ板ぱんでふさがれている。とはいえ攻撃には主砲で十分と思われているらしく、周囲に反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟のメンバーが集まり、気き勢せいを上げていた。


　確かにこれは効きく。なにしろ本物の砲弾である。場数を踏ふんでいるリーラは平気だが、普通のメイドなら神しん経けい症しようになるか逃げ出すかのどちらかだろう。


　リーラは後ろを向いた。ネリーが床ゆかに腹ばいになったまま動かない。ここにも実戦慣なれをしてないメイドがいた。


「ネリー、頭を上げろ」


　あえて大声で言う。


「どんな状じよう況きようでも自分を見失うな。お前はメイドの将しよう校こうだ」


「は……はい」


　返事があるだけ、前よりはいい。


「ヨハンナのところへ行け。二人でミルティ様をお守りしろ。ヨハンナの忠ちゆう告こくには従したがうんだぞ」


　震ふるえる手で敬けい礼れいしながら、ネリーは食堂を出て行った。不安はあったが、ベテランのヨハンナがいれば問題は起こらないだろう。


　砲撃はさらに三回続き、止んだ。またスピーカーの声がする。


「こぉれぇがー、我々のぉー、実力だぁー。伯爵はぁー、出ていけー！」


「出ていけー」のシュプレヒコールが起こる。反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟のメンバーは「また来るからなぁー。明日はかーくごーしろー」の言葉を残し、去っていった。


　二人は、ＫＶ─２がいなくなったのを確認してから立ち上がる。


　セレンはやれやれと言いたげであった。


「長い組織名のわりには、やってることはデモだぜ」


「反コスチュームなのに、ブレザーはいいのか」


「ブレザーを着た女の子は可愛かわいいから許ゆるすんだってさ」


　セレンが窓を閉しめる。


「呆あきれちまうよな。古ぼけた城と坊ぼうや相手に大騒ぎ。あたしも早く逃げ出してえや」


「連中も目的がありそうだがな」


　そこにロヴェルティーネがやってきた。砲撃下だったというのに、さっきまで寝てましたと言いそうな顔をしている。


「中尉ハウスメイド、ここの主人が呼んでます」


「坊や、漏もらしたりしてねえだろうな」


「慣れたんですかね。意外とタフですよ」


　上官と同じく、部下もぞんざいな口の利きき方かたである。


　セレンとリーラは、ミルティの居室へ向かった。


　城内の廊ろう下かはそれほど破は壊かいされていなかった。城じよう壁へきはやられていそうだが、ここまで被ひ害がいは及およんでいない。ところどころに木もく製せいの台が置いてあるが、飾かざられているべき骨こつ董とう品ひんがなかった。逃げ出した従じゆう業ぎよう員いんが持ち去ったようだ。ただ、ピアノのような大型のものは置き去りにされている。


　廊ろう下かの奥おくには年ねん季きの入った扉があった。入ろうとするセレンを制せいし、リーラはノックをする。返事を聞いてから入室した。


　ミルティは窓から身を乗り出していた。振り向くと、ぱっと顔を明るくする。


「セレン……リーラも来てくれたんだね」


　走り寄ってきた。


「出ていくかと思ったよ」


　リーラは安心させるように言う。


「いとまを告げずに出ていくようなことはしません」


「いてくれて嬉うれしいよ」


　少年はほっとしていた。


「ミルティ様こそ、お怪け我がはございませんか」


「大だい丈じよう夫ぶ。なんともなかった」


　横のセレンが訊きく。


「で、坊やはなんの用？」


「さっき来てくれたメイドさんなんだけど、二人いたよね」


「二人？　ああ、そりゃリーラの部下だ」


　セレンはリーラを見る。


「ネリーがなにかいたしましたか？」


「その人は平気なんだけど、別の人がさっきの攻撃で……」


　聞いたリーラは、急いで隣りん室しつの扉を開ける。


　室内は砲撃で半分ほど崩くずれていた。片かた隅すみに椅い子すがあり、ヨハンナが座っていた。右腕と左足には包ほう帯たいが巻かれており、ネリーが手当をしていた。


　ヨハンナはリーラに、無事な手で敬けい礼れいした。


「油ゆ断だんしました。このざまです」


「僕をかばってくれたんだ」


　ミルティは申し訳なさそうにしていた。


「おかげで僕は怪我しなかったんだけど、メイドさんが」


　ヨハンナは「ＭＭＭのメイドは怪我も勲くん章しようのうちです」と笑った。


　命には別状なさそうなので、リーラもほっとした。ネリーに「そばにいろ」と命じると、元の部屋に戻もどる。


　ミルティは心配そうだったが、リーラは「別べつ段だん問題ありません」と言った。


「彼女は怪我に慣なれています。またメイド戦せん傷しよう章しようが増ふえて喜よろこぶくらいでしょう」


　それから話題を変えようと、彼女は言った。


「さきほどセレンに聞いたのですが、連中は数か月に渡わたって嫌いやがらせを繰くり返しているのですね」


「うん。今年に入ってからなんだ」


　ミルティはベッドに腰こしかける。


「前は大声で叫さけぶだけだったんだけどね。最近戦車で攻撃してきたんだ。貧びん乏ぼうな山さん賊ぞくだったんだけど、急に羽は振ぶりがよくなったみたい」


　あえてリーラは訊きいた。


「お心当たりがおありですか」


「なんかね、修道女貞操軍団ってとこから、使わなくなったのをもらったんだって」


　心当たりがあるのはこっちであった。あの修道女たちは、どこまでも祟たたっていた。


「お詫わびいたします」


「なんでリーラが謝あやまるの？　あいつら出ていけ出ていけってうるさいんだよ。ここは僕の城なのに」


　ミルティによると、彼の家は代々この地ち域いきを支し配はいしていた小貴き族ぞくであった。身上は小さかったが、かつてはこの城を拠きよ点てんに、侵しん攻こうしてきたオスマントルコ軍と何度も刃やいばを交まじえたという。ハンガリー王の娘むすめを娶めとったこともあったそうだ。


　イスラムの三日月がこの地方を支配してからも独どく立りつ領りよう主しゆの地位は保たもち続け、それは二十世紀になるまで続いた。


「父は爵しやく位いがあっただけで、ただの軍人だったんだけどね。交こう通つう事じ故こで死んじゃってからは、僕だけになったんだよ」


　セレンが口を出す。


「ただ暮くらしてるだけなんだから、問題なかったのになあ」


　ミルティも首しゆ肯こうする。


「そうなんだよ。だけどいきなりあいつらがやってきたんだ」


　山賊がやってくるのなら目的は一つだ。金である。


　リーラは城しろの外観を思い出した。歴史はあるが、豪ごう奢しやには見えない。内部に金きん銀ぎん財ざい宝ほうがうなっているとは考えられなかった。


「ご無ぶ礼れいを承しよう知ちで質しつ問もんいたしますが……」


　彼女は言葉を選びながら、


「連中に債さい務む等はありますか？」


「債務？」


「借しやつ金きんのことです」


「ないよ。お金は借りてない。あいつら土地が目当てなんだ」


「更さら地ちにするつもりなんだよ」


　とセレン。


「正当な権利とか言ってたが噓うそもいいとこだ。城をぶっ壊こわして真っ平たいらにして、テーマパークを誘ゆう致ちするつもりなんだと。土地代で大もうけだとさ」


「テーマパーク？」


「アメリカクロネズミ」


「ああ……」


　リーラは日本やフランスにある同様のテーマパークを思い浮かべた。


「こんな山地に来るものか。どうやって集客を見込むつもりだ」


「山賊連中は来ると思っている。ここんとこ札さつ束たばに埋うもれる夢ゆめばかり見てるみたいだぜ」


「まさに白はく昼ちゆう夢むだな」


　この地は交通も不ふ便べんで人口も少ない。この城そのものを観光資し源げんにしてもどうか、という感じだ。なのにテーマパーク誘致を信じて疑うたがわないとは、現代で山賊をやっているだけのことはある。


「そんな連中が重じゆう火か器きを持っちまったんだから大変だよな。話し合いですみそうにない。しかも期限を切りやがった。明け渡しに応おうじなければ総そう攻こう撃げき」


「それはいつだ」


「明日」


　大変だな、とリーラは呟つぶやいた。


　ミルティとセレンの話から察するに、相手はこれ以上長引かせるつもりはないらしい。さっきも交こう渉しようの呼びかけというよりはただの演えん説ぜつで、しかも合間に砲ほう弾だんを撃うちこんでいた。妥だ協きよう点てんは探さぐれそうになかった。


　ミルティがすがるように目を向ける。


「ねえリーラ、僕を助けて欲ほしいんだ」


　少年はリーラの手を握りしめた。


「この城は僕の家なんだ。祖そ父ふや父がずっと維い持じしてきたのに、山賊に盗とられるなんて我が慢まんできないよ。どうやっても守りたいんだ。お願い」


　手の熱さが、ミルティの真しん剣けんさを物語っていた。


　本来リーラたちには、この城を守しゆ備びする義ぎ務むはない。戦せん闘とう職しよくに就ついているメイドだが、少年に雇われたわけではないのだ。主人は別にいる。


　しかし義務と義ぎ理りは、また別の話である。


　リーラは柔やわらかい表情をした。


「ミルティ様は歩き疲つかれた私たちを救ってくださいました。ご恩おんを裏うら切ぎるような真ま似ねはいたしません」


「じゃあ……」


「微び力りよくを尽つくさせていただきます」


「ありがとう！」


　今にも躍おどり出しそうな喜びようであった。


　一方セレンは「うわぁ」という表情をしていた。リーラの耳元に囁ささやく。


「おい、正気か？」


「精せい神しん的てきな疾しつ患かんとは無む縁えんだ」


　少年に向き直り、


「ミルティ様、私たちの他にも、まだメイドはいますでしょうか」


「かなり辞やめちゃったけど、何人か残ってると思う」


「彼女たちをお貸かしください。ミルティ様のお役に立ててみせます」


「分かった。任まかせる」


　リーラは踵かかとを合わせた。そしてＭＭＭ流の敬けい礼れいをして、部屋から退たい出しゆつした。





　小走りに進むリーラの後ろから、セレンが追いかけてきた。


「なに考えてんだ。相手は重じゆう武ぶ装そうの山賊だぞ。戦車つきだ」


「そうだな。大変だ」


「人ごとみたいに言うな。さっさと逃にげ出した方が身のためだ」


「お前も逃とう走そうを狙ねらっている口か」


「坊ぼうやを見み捨すてても非ひ難なんされたりしねえよ」


「なら、どうして残っている？」


　リーラはくるりと振り返った。


「ミルティ様を見捨てる気なら、とっくにいなくなっているはずだ。なのにお前もロヴェルティーネも、逃げ出したメイドを罵ののしってもここから離れようとしない。私と同じ理由で残っていると解かい釈しやくしてるのだが」


「そりゃあたまたま……」


「お前もＭＭＭのメイドということだ」


　セレンはばつが悪そうにそっぽを向く。やがて「あの坊やが頼たよりねえからさ。手伝わねえと」と呟つぶやいた。


「決まりだな。ミルティ様をお助けする」


「はいよ」


「指し揮き下かに入ってもらうぞ」


「階級はリーラが上だ、従したがうさ。まずはどうする」


「城に残っているメイドたちを集めてくれ。私は、事じ後ご承しよう諾だくになるが、ご主人様に報ほう告こくする」


　リーラは電話のある部屋に走った。


　一度ロンドンのＭＭＭ本部を経けい由ゆするなどして手間はかかったが、自分の主人に電話は通じた。スコピエに退たい避ひしていた主人は、リーラの行動を責せめたりせず、「やる以上、誠せい心しん誠せい意い尽くせ」と激げき励れいした。「修道女貞操軍団」は攻こう撃げきを止やめて撤てつ収しゆうしたらしく、これには彼女もほっとした。


　続いて彼女は第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの主力を率ひきいているエルゼ少尉パーラーメイドと連れん絡らくを取った。ベアートリクス少尉パーラーメイドと合流したため、人数的には余よ裕ゆうが出ている。エルゼは「一個小隊でそちらへ向かいます」と言った。


　さらに、余計なことかと思ったが、第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの主人にも連絡を入れた。特に怒おこっているようには聞こえなかったが、「一生そこにいても構かまわんと伝えておくように」と言われてしまった。


　あえてセレンには話さず、中庭に向かう。


　そこには集められたメイドたちが並ならんでいた。リーラはとりあえず名前を名乗らせた。


　コック兼けん任にんのメイドであるカテリナ、掃そう除じ係がかりのリリアナ、庭にわ師し兼任のレンカ、運転手兼任のヴィッカ、あとは雑ざつ用よう係が四人である。いかにも少ない。


　庭師や運転手まで女性でメイドなのは、そういう趣しゆ味みなのだろう。ある種ＭＭＭに相あい通つうずるところがある。


　どの顔もびくびくおどおどしていた。逃げ場も逃げる手段もないから居い残のこっているので、当然の反はん応のうであった。


「私が諸しよ君くんたちの指揮を任されたリーラだ」


　リーラは一人一人をじっくり眺ながめた。皆みな一いち様ように若わかい。


「連日の嫌いやがらせで、諸君たちは相当困こん難なんな状じよう況きように立たされてきたと思う。ご苦労なことだと思う。だがその苦労も、もうすぐ終わる」


　メイドたちは顔を見合わせた。


「わたしたちＭＭＭは勝つために存そん在ざいする。諸君たちも同じメイドである以上、負けることはない。連中はしょせん山賊だ。痛い目を見せれば終わる。そして痛い目を見せるには、諸君たち一人一人が必要だ。今こそ奮ふん起きをし、ミルティ様のために立ち上がって欲しい」


　戸と惑まどいとざわめきが広がっていった。


　あたりまえだが反応が鈍にぶい。今なにが起こっているのかは理り解かいしている様子だが、これからのことが想そう像ぞうできないようだ。


　リーラは台詞せりふを繰くり返したりはせず、解かい散さんを命じた。


　メイドたちが城じよう内ないに戻もどってから、セレンが訊きいてくる。


「なあ、あいつら怯おびえていたんじゃないのか」


「そうでもない。おどおどしていたが、意外と目の色はしっかりしていた。まだミルティ様への忠ちゆう誠せい心しんは失っていないようだ」


「本当にあいつらやる気を出すのか」


「それは分からん」


「じゃあなんであんなこと言ったんだ」


「状況を把は握あくさせるためだ。首に鎖くさりをつけて戦場に放り出すより、目的がはっきりしていた方がいいからな」


「やる気を出さないんじゃ意味ないぜ」


「逃げ出さなければ文もん句くはない」


　リーラとしては頭数が必要なのであった。使えなくても増やすしかない。


　戦力としてあてになるのは、やはりＭＭＭのメイドである。


　まずセレンだが、かなり場数を踏ふんでいる。がさつで態たい度ども良くないが、あれは自信の表れだ。胸むな元もとの騎士メイド十字章は飾かざりではないだろう。かなり期待できた。


　次はロヴェルティーネ。話しぶりからいって、セレンの古くからの部下らしい。相当度ど胸きようが据すわっている。とろんとした目つきで退たい屈くつそうではあるが、戦力になればどうでもいい。


　ネリーは頼たよりにならない。全くの新米の上、連日の遭そう遇ぐう戦せん闘とうで精せい神しんが安定していなかった。一通りの訓くん練れんは家政学校で受けているはずだが、やはり実戦とは違ちがうのだ。土ど壇たん場ばでパニックを起こされてはたまらない。


　自分を含めても三人しかいなかった。武ぶ装そう山さん賊ぞくと戦うには、いかにも少ない。こうなるとヨハンナの負ふ傷しようが痛いたかった。ベテランの彼女の離り脱だつは、大きな損そん失しつである。


　問題はまだある。武器だ。


　リーラたちは逃とう亡ぼう過か程ていで、武器弾だん薬やくをほとんど携けい行こうしてこなかった。主人の護ご衛えいに必要なので、重火器は主力に譲ゆずったのである。現在の手持ちは、ボルトアクションのライフルであるモーゼルＫａｒ98ｋが二丁。リーラのワルサーＰ38が一丁。これだけだ。


「セレン、お前たちは武器を持ってきたか？」


「弾たまの切れたＭＰ40が二丁」


「似にたようなものだな」


　ソ連製の重戦車を相手にするには、かなり貧ひん弱じやくだ。


　とはいえ、嘆なげいても状況は好こう転てんしたりしない。できる範はん囲いでやるしかない。


「地図はあるか」


「ん？」


「地図だ。周辺地図と、城しろの見取り図も欲しい」


「あるよ。あたしも欲しかったからな。メイドの一人にもらった」


「検けん討とうしよう。どうせ連中が来るのは明日だ」


　二人は屋内へ移い動どうした。





　作さく戦せん会かい議ぎの場所は娯ご楽らく室しつにした。この城は無む駄だに広いうえに人が少ないので、スペースは無む限げんにある。


　使われていないビリヤードの台を引っ張り出す。ミルティは遊ばないのか、ほこりが積つもっていた。椅い子すを持ってきて地図を広げると、多少は作戦会議室らしくなった。


「分かりづらいなこの地図は」


「これくらいしかないんだと」


　まずは地形の把は握あく。リーラとセレンは、目を近づけながら眺ながめた。


　しばらく熟じゆつ考こうしていると、メイドの一人が入ってきた。


　ＭＭＭの人間ではなく、城に勤つとめているメイドである。コック兼けん任にんのカテリナだった。


「用か？」


　リーラの言葉に、カテリナはぺこりと頭を下げた。


「その……お手伝いがしたくて」


「戦闘ならあたしたちの領りよう分ぶんだぜ」


　セレンが言う。


「そうなんですけど……できれば」


　カテリナは、怪け訝げんそうにする二人に、意を決したように言った。


「できれば、なにか手伝わせてください。私たち、ミルティ様が赤ん坊ぼうの頃ころからここに仕えています。我わが家と変わりません。こんなことでこの城がなくなってしまうのは、とても悔くやしいんです。恩おん義ぎに薄うすいものたちはいなくなってしまいましたが、わたしたちはどこにもいきません。リリアナもレンカも同じ気持ちです。どうか手伝わせてください、お願いします」


　再ふたたび頭を下げた。


　リーラとセレンは顔を見合わせた。


　カテリナは真しん剣けんだった。噓うそを言っているようには見えない。硬さやおびえのようなものはあるが、意思ははっきりしていた。


「分かった。感かん謝しやする。ミルティ様のために全力を尽つくしてくれ。して欲しいことがあったら、あとで言う」


　リーラが告げる。


「なにかさせてください。細かいことでもいいです。雑ざつ用ようでも構かまいません。飲み物でもなんでもお持ちします」


「飲み物くらい自分で入れなければ、メイドではない」


「いえ、私にやらせてください」


　カテリナはそう言うと、娯楽室から出ていった。


「なんか、心に火でも点つけちまったかな」


　とセレン。


「信じたかったんだろう。希望を」


「実現させたいね」


　地形の検けん討とうを再さい開かいする。リーラは指で地図を確かく認にんした。


「城しろの背はい後ごは山か……。登れるか？」


「いや。険けわしすぎて無理だ。登山家でもないかぎりどうにもならない」


「山賊連中は？」


「あいつらにあそこを踏とう破はするだけの技ぎ術じゆつはねえよ。正面から攻せめてくるだけだ」


「好こう都つ合ごうだな」


　敵てきの攻こう勢せい正面が限げん定ていされるなら、こちらとしても守りやすい。余よ計けいな気を回さなくていいのは助かった。


　とはいえ、その正面もまた広い。


　この城に濠ほりはなく、地面に建てられているだけ。塁るい壁へきも壁へき塔とうもあるが、榴りゆう弾だんには無力である。現に数か所が破は壊かいされていた。


　塁壁に沿そってメイドを配置すれば楽だが、人数が圧あつ倒とう的に足りない。予よ備び兵力も考えると、ほんの数人でおしまいである。


「人手が足たらねーぞ」


　セレンも同じことを考えていたらしい。


「それはどうにもならない。連中の数は？」


「正確に数えたわけじゃねーが、三十から四十だろう」


「ギリギリだな」


　ランチェスターの法ほう則そくによると、攻撃側は防ぼう御ぎよ側の三倍の兵力が必要ということになっている。ただし、ことはそう簡かん単たんではない。


「相手は戦車を持っている。火力もこっちより上だ。戦力比は三倍じゃきかんぜ」


「少ない人手でできることを考えようじゃないか」


「楽観的だな」


「メイドが悲観的になっては、ご主人様に影えい響きようする」


「そりゃそうだ」


　セレンはビリヤード台の別のところに、城の見取り図を広げた。


「やっぱ幅はばがあるよなあ。武器が欲しい」


　所持しているのは、小銃が二丁に拳けん銃じゆうが一丁である。これだけではどうしようもないし、弾薬も残り少ない。


「塁壁に高さがある。石でも投げるか」


　リーラの言葉にセレンが答える。


「それ、やったことあるぜ」


「どうだった」


「なんか『帝てい国こくコスチューム主義の暴ぼう虐ぎやくには断じて屈くつしなーい』とか叫さけんでいたな。それからだよ、ＫＶ─２を持ち出したのは」


　ずいぶん大人げないが、それだけここの土地が欲しいのだろう。


　相手が力づくできている以上、武器は必要だった。人数が少ないので、なんとか火力だけでも差を縮ちぢめておきたい。


「ＫＶ─２の装そう甲こうは厚あつい。石どころか岩も怪あやしいぞ」


「どっちにせよ、戦車に気を取られているうちに歩兵に侵しん入にゆうされてはアウトだ」


「やっぱ武器が欲しいよなあ」


　二人で悩なやんでいると、「失礼します」と声がして、カテリナが入ってきた。コーヒーをテーブルの上に置く。


「こうなるとたとえ弓でもオーディンの雷いかずちに感じられるな……ありがとう」


　リーラはカテリナに礼を言う。


「あの……」


　そのカテリナが、恐おそる恐る口を開いた。


「どうした」


「武器の代わりになるものなら、城じよう内ないにあるかもしれません」


「……なんだと？」


　強い言葉で聞き返したため、カテリナは一いつ瞬しゆんひるんだが、喋しやべり続けた。


「リリアナが城のことにすごく詳くわしいんです。あの娘こ、隅すみ々ずみまで掃そう除じしてたから……。もしかしたら知っているかもと思って」


「呼よんできてくれ」


　カテリナは出ていき、数分後にリリアナを連れてきた。


　背せの低い、うつむき加か減げんのメイドである。あまり活発そうには見えない。


「城内に武器があるかもしれないと聞いたが」


　リーラが訊きく。


「あ、はい……。わたし本を読むのが好きで、坊ぼつちゃまの許ゆるしを得てよく城の書しよ庫こに行くんです。見取り図もそこで見つけました」


　セレンが受け取った地図のことだ。


「古い本がたくさんあって、ずっと読んでたんですけど、このあいだ古い日記を見つけました。二十一代目当主ですから、十九世紀後半だと思います。そこに、ウィーンの商会から武器を購こう入にゆうして、地下に保ほ管かんしたって書いてあったんです」


「地下のどこか分かるか？」


「はい。お掃除をしていたときに見たことが……」


「よし、そいつだ」


　セレンが椅子から跳はね起きた。


「地下なら明かりがいるな。ロヴェルティーネ！」


　しばらくして、眠ねむたそうなセレンの部下が顔を出す。


「お呼びで」


「懐かい中ちゆう電でん灯とう持ってきてくれ。なけりゃランプでも燭しよく台だいでも構かまわん」


　ロヴェルティーネが引っ込む。ずっと聞いていたカテリナが不安そうに、


「私たち、お役に立てたんでしょうか」


　リーラが微笑ほほえんだ。


「ああ。かなりな」





　ロヴェルティーネは、本当に燭台にロウソクを三本さして持ってきた。リリアナが先頭に立ち、城の階段を下りていく。


　地下はひんやりしていた。意外なほど湿しつ度どがない。かなり乾かん燥そうしていたので、リーラは「火事に気をつけろ」と注意した。


　部屋がいくつか並ならんでいる。リリアナはさらに奥おくへ進んだ。


　鉄てつ板ぱんで作られた扉とびらの前に出た。かんぬきがかかっており、鍵かぎとチェーンで固定されていた。


「ここのはずです」


　リリアナがチェーンを外す。数人がかりで扉を開けた。


　薄うす暗ぐらい室内に燭台をかざす。


　壁かべ際ぎわにずらりと並んだものが浮かび上がってきた。木もく製せいのストックに鉄製の銃じゆう身しん。年季の入った刻印。ドライゼＭ１８４１小銃である。


「こりゃまた古いのが出てきたな」


　セレンが感心する。その名の通り、一八四一年から製せい造ぞうされた銃なのだ。


　リーラも中に入る。火か気き厳げん禁きんなので、リリアナには扉のところで待ってるように告げ、銃を手に取る。


「手入れはされている。問題はない」


「先代が銃器コレクターで、保ほ管かんに気をつかっていたそうです」


　とカテリナ。


「弾たまはあるか？」


　セレンが部屋の奥を探さぐる。


「そこのケースだと思います」


　言われた場所に、弾だん薬やくケースが見つかった。開けてみると小銃弾が縦にびっしり詰つまっている。十分な数だ。


「マニュアルはないが、構こう造ぞうが簡かん単たんだから分かりそうだ。ロヴェルティーネ、こいつを上に運び出せ」


「はい」


「ネリーにもやらせる。セレン、戻るぞ。防ぼう御ぎよ計けい画かくが立てやすくなった」


　リーラがうながした。





　リーラとセレンは娯ご楽らく室しつに戻った。広げっぱなしになっていた地図を、再び眺ながめる。


　城へ続く道路は二つある。一つはリーラたちが通ってきたギリシア方面からの道。もう一方は北部へ続く道である。反コスチューム兼けんブレザー民主独どく裁さい共きよう和わ連れん盟めいは後者を使っていた。


　指で道をなぞる。リーラが呟つぶやいた。


「またここを使ってくるだろうな」


「そうだろう。今までも、ずっと北から攻こう撃げきしてきた」


「あまり広い道ではない」


「山ん中だからな」


　しばらく黙もつ考こうするリーラ。


「セレン……」


「ん？」


「この戦いの勝利条じよう件けんは、なんだと思う？」


「そりゃこの城を守ることだろ」


「守るための条件だ」


「山さん賊ぞく連中がいなくなりゃいいんじゃないのか」


「そうだな。敵の交こう戦せん意い思しをくじくということだ。なにも全ぜん滅めつさせる必要はない。連中に多大なる損そん害がいを与え、二度と手出しする気をなくさせればいい。狙ねらうのはそこだ」


「あー、しかし、理り屈くつは分かるが難むずかしいぜ」


　セレンは両手を頭の後ろで組んだ。


「ＫＶ─２がある。あのデカブツをどうにかしないと、敵はやる気をなくさねえだろ」


「だから装甲車両の破は壊かいを最さい優ゆう先せんする。ＫＶ─２喪そう失しつのショックは大きいはずだ」


「どうやって？　対戦車兵器なんて全ぜん然ぜんない」


　リーラは少しだけ笑い、


「落とし穴あなでも掘ほるか」


「ジョークか？」


「半分本気だ。ＫＶ─２の重じゆう量りようを知っているか？」


「さあな。三十トンくらいか」


「五十二トンだ。転てん落らくしたらまず出られん。対戦車壕ごうを作るのと同じ理屈でいい。一両しかないのだから、うまくいけば万ばん々ばん歳ざいだ」


「なるほどね。でも、どこに掘る？　この人数で、城しろの周りを穴ぼこだらけになんかできねえぞ」


「問題はそこだが……」


　ノックが聞こえた。返事をしなかったが、ドアが勝手に開き、ロヴェルティーネがやってきた。


「失礼します。武器の搬はん出しゆつ終わりました。チェックもしましたが、全部使えます」


「ん、ご苦労。城のメイドたちはどうしてる」


　セレンの質しつ問もんに、ロヴェルティーネは目を擦こすりながら、


「どうしたんだか、みんなやる気ですよ。銃の使い方を教えてくれって騒さわいでます」


「そりゃいいや」


「リーラ大尉ハウスキーパーに影えい響きようされたんですかね。今も来てますよ」


　その言葉通り、ロヴェルティーネを押しのけるようにしてメイドが入ってきた。


「リーラ様、私も協力します！」


「私も！」


　運転手兼けん任にんのヴィッカと、庭にわ師し兼任のレンカであった。顔こそ違ちがうが、双ふた子ごなのかと思うくらい、声せい質しつとしゃべり方が似にていた。


「分かった。感謝する」


　リーラはロヴェルティーネの方を向き、


「訓くん練れん教きよう官かんをやれ。城のメイドたちにさっきの銃の使い方を教えてやってくれ」


「了りよう解かい」


　リーラはセレンと共に、道路の検けん討とうに戻もどった。


　落とし穴というが、ようはトラップである。一ひと泡あわ吹ふかせる以上、意い表ひようを衝ついたところに設せつ置ちしなければならない。


　大ざっぱな地図を、食い入るように見つめる。人差し指を動かした。


「この北の道のこのあたりが幅が狭せまそうだ。そこに仕し掛かけるのがいいと思うが」


　セレンに場所を示しめす。


「道が狭せまくて迂う回かいできないから都つ合ごうがいい」


「なるほど。候こう補ほはこのあたりか……しかし読みづれえな。これじゃ検討できやしねえ」


「この地図は正確さに欠ける。現地でチェックするしかない」


「あの」


　振り向くと、ヴィッカとレンカがそこにいた。喋しやべっているのは髪かみの短い方、ヴィッカである。


「まだいたのか」


「私、その道なら知ってます」


　リーラとセレンは、同時にヴィッカの顔を見た。


「そこはよく運転しました。地図がなくても、詳くわしく分かります」


　やや上気している。リーラは急いで地図を彼女の前に動かした。


「候補をあげてくれ。道幅が一番狭く、曲がり角で見通しの悪いところだ」


　ヴィッカは素す早ばやく指を動かした。


「ここです。前に車で、脱だつ輪りんしそうになったことがあります。一番難しい場所です」


「よし。これで仕掛けられる。あと、爆ばく発はつ物ぶつがあればいいが」


「さすがにそれは無理だぞ」


　セレンが言う。リーラとしては、穴に落とすだけではなくて、一部でいいから破壊しておきたいのである。万が一回かい収しゆうされてしまっては、元の木もく阿あ弥みなのだ。


　またヴィッカが、


「ガレージにガソリンの残りがありますけど……」


「それだ。使えるぞ。すぐ出せるよう用意しておいてくれ。古タイヤはあるか」


「はい。余あまってます」


「いいぞ。あとは瓶びんでもあれば……」


「カテリナが持ってます。先々代がワイン好きで、空き瓶が大量にあるんです。あの娘こはコックですから知ってるはずです」


「文もん句くなしだ」


　リーラはネリーを呼んだ。そして手すきのメイドと一いつ緒しよに、古タイヤを刻きざみ、ガソリンと混まぜて瓶に詰つめ、ボロ切れで蓋ふたをするよう命じた。モロトフカクテル（火か炎えん瓶びん）を作るのである。


「あとは穴あな掘ほりだ。ヴィッカ、案内を頼たのむ」


「任まかせてください」


「城しろ周辺のチェックもしたい。道だけではなく、地形全ぜん般ぱんも」


「それならレンカが得意です」


　驚おどろいていると、髪の長いメイドが言う。


「わたし、よくお庭の手入れをするついでに山に入っていたんです。道沿ぞいならヴィッカが詳しいですけど、繁しげみの中なら負けません」


「じゃあ二人ともだ。外に行くから用意を」


「はい！」


　ヴィッカとレンカは飛び出していった。


「誰にでも特とく技ぎってもんはあるんだな」


　セレンが感心していた。リーラは微かすかに笑い、


「実に頼たよりになるメイドたちじゃないか」





　ロヴェルティーネは、メイドたちにドライゼＭ１８４１の操そう作さ方法を教えていた。狙ねらいをつけて命中させるより、とにかく装そう塡てんが早くなるよう反はん復ぷくさせている。今は弾たまをばらまくことが重要だった。


　モロトフカクテル作りの指導は、ネリーからヨハンナに交代させた。多少怪け我がをしていてもこれならできる。銃器操作に疲つかれたメイドたちの目先を変えることも兼かねている。古タイヤを刻むのが面めん倒どうだが、それほど時間はかからない。


　そしてリーラとセレンは、城の外に出ていた。


　ヴィッカとレンカの案内のもと、北へ延のびる道を進む。途と中ちゆう、二人は話し合い、レンカが先頭に立って林の中に分け入った。獣けもの道みちすらなかったが、彼女はためらわず進んでいった。


　薄うす暗ぐらくなってきたため、照明の用意もした。反コスチューム兼ブレザー民主独どく裁さい共和連れん盟めいの偵てい察さつがいるのではないかと警けい戒かいしたが、特に見られない。


「ここです」


　レンカが指し示しめす。


　曲がりくねった道路があった。左に曲がりつつ城に向かって傾けい斜しやしており、見通しはかなり悪い。


「好都合だな」


　リーラはうなずく。片かた方ほうは谷に通じているので、落下したら最後だ。もう一方は繁み。


「穴を掘ろう。対戦車壕ごうと同じだから、幅はばが重要だ」


　セレンは感心しつつも、


「乗り越こえられるんじゃねえの」


「足止めになればいい」


　そこでリーラは少し考え、


「ヴィッカ、城にピアノがあったな。あれは誰か使っているのか」


「いえ。先々代の奥おく様さまが買い求められたものですが、使うものはいません。他ほかにも楽器はたくさんあります」


「戻もどったらピアノをばらす。それとワイヤーや太い針はり金がねを大量に用意してくれ。暗くなったら作業開始。射しや撃げき訓くん練れんはその後だ。忙いそがしくなるぞ。ミルティ様へのお世話もしなければならない」


　セレンは呆あきれた。


「この上、世話まですんのかよ」


「それがメイドの本分だ」


　さも当然のように、リーラは言った。





　罠わなの設せつ置ちは深夜までかかった。穴を掘ほって、木材で蓋をし、土をかける。材料になる木は戸板を外して使った。


　穴は北側の道と、もう一か所別のところに掘った。そのため時間がなくなり、片方は浅いものとなってしまった。セレンは懸け念ねんしたが、リーラは「これでもいい」と告げた。


　壊こわしたピアノからはピアノ線を取り出した。太い部分を繫つないで一本にし、直径一メートルほどの輪を作る。ワイヤーや針金も同じように繫いだため、不ぶ格かつ好こうなコイルになった。これを地面に設置し、足止めに使うのだ。ただし即そく席せきのものなので、効こう果かは心こころ許もとない。


　これらが終わった後、改めてモロトフカクテル製せい作さくと射撃訓練をおこなう。モロトフカクテルは適てき当とうなところで切り上げ、射撃に集中させた。ロヴェルティーネの指し導どうは効果的で、メイドたちはあっという間に習得していった。


　リーラはその全すべてを指し揮きした。それに加え、ミルティへの世話も怠おこたりない。セレンが「こいつはいつ休むんだ？」と首をひねったほどである。


　ちょうど今も、リーラはミルティの元へ紅こう茶ちやを運ぶところであった。


「ありがとう」


　カップを受け取った少年は、嬉うれしそうであった。ゆっくりと口をつける。


「おいしい……リーラは凄すごいね、完かん璧ぺきだ」


「恐おそれ入ります」


「僕もＭＭＭに入って、リーラを雇やとえばよかった」


「ミルティ様のメイドたちも立りつ派ぱです」


「君にそう言われると、僕も嬉しくなるよ」


　彼はしばらく微笑ほほえんでいた。


　窓まどの外では、時々明かりが揺ゆらめいている。セレンがワイヤーによるトラップを仕掛けているためだ。


　ミルティがちらりと窓そう外がいに目をやったので、リーラは言い添そえる。


「明け方までには完かん了りようします。明日は決戦になると思われますので」


「うん……僕はリーラを信しん頼らいしているから」


「ご信頼、恐れ入りますが、わたしは外部の人間です。城しろのメイドたちを信用なさってください」


「そうなんだけどね、なんとなく、リーラならやってくれそうな気がするんだ」


　ミルティは、照てれくさそうになり、


「あいつらがさ、僕のこと『占うらない師し』って言ってたでしょ」


　リーラはスピーカーからの、しわがれた声を思い出していた。


「僕の先せん祖ぞは、魔ま術じゆつの都プラハから移い住じゆうしてきたんだ。予よ知ち能のう力りよくがあったんじゃないかって言われていて、作物の出来具合や災さい害がいも予言している。トルコ軍と戦ったときは、攻こう撃げきの日取りも決めたりしたんだって。そのあと何代かは『占い伯はく爵しやく』なんて呼よばれていたみたい。今はもう、そんな力はないんだけど」


　ミルティの居きよ室しつには、古い肖しよう像ぞう画ががたくさんかかっている。歴代の城じよう主しゆたちだろう。どれも軍人でありながら、線の細い、理知的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


「だけど……リーラならやってくれるって、先祖が教えてくれている。そんな感じなんだ」


　少年は真顔で言った。


「……それは、ミルティ様の予言でしょうか」


「いや……ただそんな気がするだけなんだけどね。予感、かな」


　ミルティはもう一度照れたようになった。


「だけどリーラは信頼できるんだ。それは本当」


「ありがとうございます」


　リーラは深く腰こしを折った。


「ご信頼に応こたえられるよう、全力を尽つくします。願わくば、ミルティ様の予感が現げん実じつのものになりますよう」


「うん。そうだね」


　リーラは再ふたたび礼をした。それから食器を下げ、部屋から退たい出しゆつした。





　　　　○





　翌よく朝ちよう。


　まだ薄暗いうちに、リーラはメイドたちをまとめると出発した。メンバーはリーラ、セレン、ネリー、ヴィッカ、カテリナ、レンカ。あとは城で守しゆ備び固がため。


　落とし穴を仕し掛かけたところまで進む。今回もレンカに近道を案内してもらった。


　夜のうちに動物が歩いて台無しにするのが懸け念ねん材ざい料りようだったが、そのようなことはなく、仕掛けたままの状じよう態たいだった。


　リーラは道の繁しげみ側に、姿すがたを潜ひそめるよう命じた。


　この計画のキモは、落とし穴ではなくモロトフカクテルにある。穴にはまって動けなくなっているところに、エンジンルーム上部に投げ込むのだ。ＫＶ─２はディーゼルなのでなかなか燃えないが、いざエンジンに回れば炎えん上じようさせられる。


　モロトフカクテルによる対戦車攻撃班はセレンとネリー。彼女たちにかかっている。


　夜が明けてくる。霧きりが薄うすくたなびいていた。


　しばらく、無言のまま待機。


　リーラはかたわらのネリーをうかがった。


　吐はく息が荒あらい。過か緊きん張ちようといっていいのか、硬さがある。手も必要以上に握にぎりしめていて、真っ白だった。


　そっと、肩かたに手を置く。


「深しん呼こ吸きゆうをしろ」


　耳元でささやく。


「一つのことだけを考えるんだ。余よ計けいなことは気にしないでいい。自分のすべきことだけをしろ」


　返事はなかったが、うなずいていた。


　リーラはセレンに目で合図をする。本当なら人数の関係もあって、ネリーだけにやらせたかったのだが、不安なので彼女をつけた。フォローを期待してのことだ。
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　セレンは腕うでを少し上げ、「了解」と送ってきた。


　さらに待つ。やがて、遠くからかすかにスピーカーの音声が聞こえてきた。


　アジ演えん説ぜつらしき間ま延のびした声。それに重なるようなキャタピラ音。


　もやの向こうに人ひと影かげが見える。そして後方には、小山のような戦せん闘とう車両。


「来たぞ」


　低い声でセレンが言う。リーラは短く、


「現状のまま待機。合図と同時に発はつ砲ぽう」


　スピーカーとキャタピラの音がいっそう大きくなった。テープの演説が終わり、革かく命めい歌かを流している。聞け万国の労働者。


　おかげでこっちの気配が悟さとられづらくなっていた。運がいい方に傾かたむいている。


　ずだ袋ぶくろを背せ負おった、反コスチューム兼けんブレザー民主独どく裁さい共和連れん盟めい兵の姿が迫せまってくる。まるで警けい戒かいしていない。ＫＶ─２も接近してきた。


　リーラが腕を上げ、下ろした。


「撃てフアイア！」


　繁みの中から火線が伸びる。突とつ然ぜんの射しや撃げきで、反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟兵たちは硬こう直ちよくした。それから慌あわてて地面に伏ふせる。


　匍ほ匐ふくしてくるのもいるが、大半はその場で伏せるかうずくまったままだ。奇き襲しゆうにあったせいで、パニックとなっている。そこに銃じゆう弾だんを浴あびせた。


「射撃を続けろ、止めるな！」


　リーラはあえて、メイドたちに小銃の射しや程ていギリギリから発砲させていた。城にあった銃は、古いので装そう塡てん速度が遅おそい。隙すきをつかれて接近戦に持ち込まれないようにするため、遠えん距きよ離りから攻こう撃げきさせたのだ。


　意い図とはあたり、敵は動きを止めた。釘くぎ付づけにするべく、とにかく連続射撃を命じる。


　敵のリーダーらしきひげ面が、なにやら怒ど鳴なった。この男だけはそれなりに状じよう況きよう判はん断だんができている。


　戦車が動き出した。


　山さん賊ぞく連中を押しのけるようにして前進してくる。分ぶ厚あつい装そう甲こうを楯たてにして強きよう行こう突とつ破ぱをはかる気だ。


「来たぞ」


　セレンに告げる。


「ああ……しかし、百五十二ミリで撃うたれたらお陀だ仏ぶつだ」


「昨日の射撃からいって、かなり下手だ。当たらんよ」


　ＫＶ─２の砲口が光ったが、爆発はリーラたちの遥はるか後方で起こった。


　エンジン音がひときわ大きくなり、曲がり角を下ろうとする。


　戦車の前部が突然下がった。


　落とし穴あなに落ちたのだ。車体が大きく沈しずんでいく。


　ＫＶ─２のドライバーは、そのまま乗り越こえることを選せん択たくした。空からぶかしすると、前進を続けようとする。


　だが速度は落ち、ほとんど止まっているようになっている。射撃によって邪じや魔まな歩兵はいない。チャンスだ。


　セレンが繁みから飛び出す。振りかぶり、瓶びんを投とう擲てき。


　火のついたガラス瓶は、ＫＶ─２の後方に落ちた。


　割れて炎ほのおが広がる。溶とけたゴムのおかげで粘ねばつき、なかなか消えないだろうが、地面を燃もやしているにすぎない。装甲板を軽くあぶるだけ。


「やべっ、ネリー！」


　セレンが怒鳴る。


　だがネリーは動かない。真っ白な顔をして、瓶を握にぎりしめたまましゃがみ込んでいる。


「早くしろ、戦車が動く！」


　それでもネリーは震ふるえていた。


　リーラは状況を把握するや、素す早ばやく決けつ断だんした。


「撤てつ退たいだ！」


　セレンと他のメイドたちに叫さけぶ。ＫＶ─２は落とし穴を乗り越えようとし、反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟のメンバーたちも立ち直りつつある。これ以上ここにとどまることはできない。


「城しろまで走れ！　わたしが援えん護ごする」


　拳けん銃じゆうを撃ちまくった。





　意外なことに、敵の追つい撃げきはなかった。奇襲攻撃に慎しん重ちようになっていたらしく、負ふ傷しよう者しやなしで城まで撤退することができた。


　しかしそれは、単に敵の攻撃を遅おくらせただけにすぎない。


　リーラは城まで戻もどると、状況を軽く説明した。


「すぐに連中の攻撃があるはずだ。おのおの持ち場につき、本分を尽つくせ。ここで負けたら城は落ちる」


　そしてもう一度、対戦車攻撃班にセレンとネリーを指名した。


「おい、リーラ」


　セレンの抗こう議ぎを目線で黙だまらせ、準じゆん備びを命じる。彼女は肩かたをすくめると、持ち場に向かった。


　ネリーはたった一人、リーラのところに残っていた。


「リーラ様、あの……」


「抗こう命めいも苦く情じようも泣なき言ごとも許ゆるさん」


　リーラははっきりと言った。


「お前はメイドの将しよう校こうとして義ぎ務むを果たさなければならない。この城のメイドたちが全力を尽くしているのに、ＭＭＭのメイドが遅れをとれるか？　ミルティ様のために必要なことは全すべておこなえ。それでもできないようなら、わたしがお前の頭を撃うち抜ぬく」


「…………」


「分かったか」


「……はい」


　うつむき気味ながらも、はっきりと返事をした。


　リーラは彼女の耳に口を近づける。


「さっきわたしが言ったことを忘わすれたか？」


　ゆっくりと繰くり返す。


「攻撃前に、深しん呼こ吸きゆうをしろ。それだけだ」


　ぽんと背せ中なかを叩たたき、「行け」と送り出した。


　ネリーはつんのめりながら配はい置ちについた。硬さがとれたかどうかは不明だ。


　失敗したのに続けさせるのはある意味酷こくだが、人がいない。ロヴェルティーネには城のメイドたちをまとめさせているし、ヨハンナは怪け我がをしているのでミルティのところにいさせている。リーラには全体の指揮があった。信じるしかない。


　城の前面には、ピアノ線を繫つないだワイヤーが仕掛けてある。あとは簡かん易いな塹ざん壕ごうと、念のために掘ほった落とし穴が一つ。


　ここを抜かれたらあとはない。城壁には穴が開いている。簡単に侵しん入にゆうされてしまうだろう。


　次で仕し留とめるしかなかった。


　太陽が高くなりつつある。もやは完全に晴れ、バルカン半島独どく特とくの、くすんだ山やま肌はだが視し界かいに広がってきた。そして例によって騒そう音おんじみたスピーカーと、キャタピラの音。


　反コスチューム兼けんブレザー民主独どく裁さい共和連れん盟めいが、姿を現した。


　リーダーのひげ面が、メイドたちの陣じん地ちを見み渡わたす。ワイヤーと塹壕に驚おどろいたようだが、戦車が無ぶ事じだったためか、ひるんだりはしていない。


　ひげ面はスピーカーのマイクを取った。


「われわれはぁー、反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟だ」


　ボイスチェンジャーをさらに壊こわしたような声である。含ふくみ笑いが聞こえてきたが、多分セレンだ。


「さきほどのぉー、帝てい国こくコスプレ主しゆ義ぎ者しやどものぉー、愚おろかなる弾だん圧あつ行こう為いはぁー、我われ々われの勇ゆう壮そうたる戦せん闘とう行こう為いによって、粉ふん砕さいされたぁー」


　勇壮とは恐おそれ入る。


「もはや抵てい抗こうは無意味であーる。ただちに降こう伏ふくしー、城を明け渡すのだぁー。そうすればぁー、城は更さら地ちとしぃー、メイドどもにはブレザーを着せてぇー、ニッポンのガールズハイスクールにぃー、転校させるだけですませてやるぞー」


　続いて「ぐわははは」という笑い声。


　どちらの運命もごめんだった。特にメイド服を脱ぬがされるのは死んでもお断ことわりだ。これは誇ほこりの証あかしなのだ。自らの職しよく業ぎように対する、れっきとした誇り。


　城のメイドたちも同じ気持ちなのだろうか、投とう降こうする気け配はいはない。


　返事をしないでいると、「いい度ど胸きようだぁー」と割れた声がして、スピーカーが鳴りやんだ。そして反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟は前進を開始した。


　山賊と戦車が並へい行こうしてやってくる。さきほどの戦闘をしのいで余よ裕ゆうが出てきたか、薄笑いしながら歩いているものもいる。


　近くにいるロヴェルティーネがつまらなさそうに、


「連中、勝ったつもりでいますね」


　リーラはにやりとした。


「では教育してやるか」


　片かた手てを上げる。メイドたちが注視するのが分かる。


　勢いきおいよく下ろした。


「撃てフアイア！」


　四方から火線が伸びた。ＫＶ─２を中心に、敵集団に銃じゆう弾だんの雨が注ぐ。


　道での奇襲と違ちがい、山さん賊ぞくに狙ねらったほどのショックは与あたえられない。それでも伏せたり腰こしを低くするので、戦車から離はなれていく。


　これこそが狙いであった。戦車狩がりの基本は、射撃によって歩兵と分ぶん断だんすることにある。歩兵支し援えんのない戦車は、隙すきの塊かたまりなのだ。


「当たらなくても構かまわん。撃ち続けろ！」


　メイドたちは手持ちの弾たまを撃ち尽くす勢いきおいで射撃をした。


　ＫＶ─２は一いつ旦たん停止したが、味方の苦戦を見て前進を再さい開かいした。景気づけに主砲を一発。城じよう壁へきがまた崩くずれた。


「いいぞ、そのまま進め」


　リーラが呟つぶやく。


　小山のような戦車はかたかた進み、左の履り帯たいの回転を落とした。車体がゆっくり左を向く。ワイヤートラップへ突つっ込んでいった。


「……そっちじゃない！」


　リーラはうめいた。それは見せかけだけの囮だ。トラップといっても、ピアノをばらして取り出した鋼こう線せんと、太い針金を組み合わせたものにすぎない。戦車にかかったら引きちぎられてしまう。そうなったら足止め策さくもむなしく、蹂じゆう躙りんされておしまい。


　ＫＶ─２はそのまま前進し──


　停止した。


　そして右に回転すると、ワイヤートラップを避さけるようにして動き出す。運転手がワイヤーに気づき、避けていた。


　戦車はワイヤーのないところに進んでいく。そこにはぎりぎりまでかかって掘っていた大きな穴。


　ごとんという音と同時に、ＫＶ─２が大きく右に傾く。右履帯が脱だつ輪りんしていた。


「今だ！」


　モロトフカクテルを握にぎったセレンが飛び出す。だがそこに、追いついてきた山賊が射撃を浴あびせる。


　セレンが伏ふせた。瓶が手から滑すべり落ちる。


　あっと思った瞬しゆん間かん、ネリーが拾った。腰をかがめたまま走る。


　銃じゆう弾だんがネリーに集中した。彼女はそれでも傾いたＫＶ─２に突っ込む。エンジンルーム上部の細かいスリットがアップになる。


　ネリーは腕うでを伸ばし、力一いつ杯ぱい投げた。


　ガソリンの詰まった瓶は、装甲板にぶつかって割れた。一瞬にして炎が広がる。しばらく表面で燃えていたが、やがて液えき体たいはスリットから内部に浸入していく。


　ぼんと爆発音がして、エンジンが黒こく煙えんを吹ふいた。ＫＶ─２は完全に停止し、ハッチが開いて乗員が脱出、転がるように走り去る。


　それがきっかけであった。反コスチューム兼ブレザー民主独裁共和連盟の山賊たちは、戦車がやられて右う往おう左さ往おうし、パニックになるや我先に逃にげ出した。ひげ面だけが「戦車がなんだ、前進しろ」と叫さけんでいるが、むなしく響ひびいている。


　リーラは飛び出した。まっすぐひげ面の男に近ちか寄より、ワルサーＰ38を突きつける。


「降伏しろ」


　ひげ面は、しばらくアルバニア語で罵ののしっていたものの、一人きりになったと知るや両手を上げた。


　戦せん闘とうは急速に終結し、この場に残っているのはメイドたちだけとなった。


　リーラはネリーを呼よび寄せると拳銃を渡す。


「お前の手て柄がらだ。この男を連れていけ」


「了りよう解かいしました」


　彼女は踵かかとを合わせ、勢いきおいよく敬けい礼れいした。





　　　　○





　この戦闘後に、エルゼの率ひきいる小隊が到とう着ちやくした。彼女は敗はい残ざんの反コスチューム兼けんブレザー民主独どく裁さい共和連れん盟めいたちを容よう赦しやなく狩かり出し、全てを捕ほ縛ばくした。山賊たちは現地警けい察さつに引き渡すため、そのまま連れて行くことになった。


　城には平へい穏おんが戻もどった。リーラは城のメイドたちを集め、


「よくやってくれた。ありがとう。諸しよ君くんらの働きがなければ負けていただろう。もはや戦闘はない。今後は以前と同じように、ミルティ様に尽つくして欲ほしい」


　この言葉に彼女たちは、ＭＭＭ流の敬礼で答えてくれた。


　事が終われば、あとはお別れとなる。


「リーラ、スコピエに行くならあたしたちも連れてってくれ」


　セレンが話しかけてきた。後ろのロヴェルティーネと共に土つち埃ぼこりまみれだ。


「ああ。エルゼが装甲車両まで率いてきたからな。好きなのに乗っていけ」


「うちのご主人様、怒おこってんだろうなあ」


　天を仰あおいで嘆なげいている。


「なんだったら、第五にくるか？」


「ん？」


「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、優ゆう秀しゆうなメイドを求めている。歓かん迎げいするぞ」


　セレンは破は顔がんしかけたが、急いで手を振った。


「いやいや。リーラのとこに行くと、退たい屈くつしないが身が持ちそうにない」


「引き抜くという手もあるんだがな」


　セレンは「そんときはよろしく」と言った。本気にしていないそぶりであったが、リーラの腹はらは決まっていた。中隊に戻ったら、すぐに手続きをしなければならない。


　準じゆん備びが全て終わってから、リーラはミルティへの挨あい拶さつに行った。


　少年は寂さびしさを隠かくそうとしなかった。


「帰っちゃうなんて、残念だよ」


「申し訳わけありません。わたしはご主人様に雇やとわれている身です」


「……そうだね」


　強く引き留とめようとはしない。彼なりに、心中の決着はつけたのだろう。


「僕もやらなきゃいけない。お城を直して、今度は僕たちだけでも、この土地を守れるようにするんだ」


「ミルティ様とあのメイドたちがいれば、やり遂とげられます」


「君に言われると自信が出てくるよ」


　彼は居きよ室しつの窓まどを開けた。さわやかな風が、山から流れてくる。


「僕も将しよう来らいはＭＭＭに入ってリーラたちを雇いたいけど……無理かもね」


「わたしの立場でははっきりと申せませんが、不ふ可か能のうなこととは……」


「そうじゃないよ。昨日、占うらないの話はしたよね」


「はい」


「なんかね、思ったんだけど、君を雇うのは僕じゃない。別な人なんだ」


　リーラは首をかしげた。


「わたしのご主人様は、確たしかにオランダの方ではあるのですが……」


「将来の話だよ。もっと若わかい、東とう洋ようの学生。その人の方が、僕よりリーラにはふさわしい」


　学生か。そんな人物に中隊ごと養やしなえる資し産さんがあるのだろうか。なにより、その人をリーラが主人と認みとめられるかどうか。こう見えて、人物評ひよう価かは結けつ構こう手て厳きびしいものがあるのだ。


　まあ不可能だろう。いずれにせよ、東洋の学生と接せつ点てんができるとは考えられなかった。


「そう遠くないうちに、出会うかも知れないよ」


「……それはミルティ様の占いでしょうか」


「いや、そんな気がするだけ」


　そう言って、ミルティはちょっと笑った。
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　あとがき







　築つき地じです。最近ブログなんてものをはじめてみました。微び妙みようにお得な情報とかなりお得でない情報が、片手で数えられるくらいあります。画像もカメラ付き携けい帯たい電でん話わによる不ふ鮮せん明めいなものが満まん載さいです。おまけにブログのくせにｐｈｐ化されていません。恥はずかしいから見ないで！





　さて今回は、久しぶりのメイド本です。なんと前巻から二年ぶり。うお。知らない人のために説明しますと、この巻ではメイドさんが、豪ごう雨うで水すい位いが上がったため放ほう流りゆうされたダムの水みたいにたくさん出てきます。これだけ見るとまるで最近流行の萌もえ本です。「萌える人体実験」とか「萌えるガッチン漁りよう」とか。似たようなもんです。似てないけど。


　で、今回はリーラがぐぐっとクローズアップされています。まあ前巻からなんですが。キャラクター小説の宿命として、人気のあるキャラはスポットライトが当たるのです。リーラは地味ながらも着実に足場を固めているのですよ。おかげで夕菜が狂きよう言げん回しみたいな役回りになっていますが、それはそれで「暴れてくれないと物足りない」という意見があるので問題ありません。


　そんな感じなので、和樹と出会う前のリーラを書き下ろしました。そこでちょっと思ったのですが、リーラというのは本当の意味での過去が大変書きづらかったりします。登場時から完成されたキャラクターで、これからの成長も未み熟じゆくな時期もあまり興きよう味みがわかないのですね。適てき当とうな言葉が見あたらないのでこう書きますが、なんというか「母親」みたいだなあと。自分の母親の若いころって、話を聞いたとしても実じつ感かんありませんよね。そんな感じです。


　これはまぶらほキャラとしては珍めずらしい特とく徴ちようなので、しばらくは慎しん重ちように書き進めていくつもりです。って、そんなことやってるから、二年ぶりとかになるのかなあ。いや、これからはペースを速めていきますので。


　ところでこの本の最初の二話は、ファンタジアバトルロイヤルで連れん載さいしていたものです。これ以降は中断しているのですが（理由は私のせい。救きゆう急きゆう車しやのお世話になったから）、じきに復活させます。もちろん編集長にはなーんにも相談していません。でもこうしないと私がいつまでたっても書きそうにないので、ここに記しておきます。もし一年たっても載っていなかったら、「噓うそつき」と罵ののしってください。と思ったけど罵らないで。お願い。





　ではこれで。あー、冒ぼう頭とうのブログの話ですが、検けん索さくすればＵＲＬは出てきます。ググッてね。





　　　二〇〇六年五月一五日




築地　俊彦
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ティンカー、テイラー、ソルジャー、メイド～Tinker Tailor Soldier Maid～




　　２００４年月刊ドラゴンマガジン８月号増刊




リーラと仲間たち～Liera's People～




　　２００５年月刊ドラゴンマガジン５月号増刊




番外編一　頭上のメイド～TWELVE O'CLOCK MAID～




　　書き下ろし




番外編二　メイドの要塞～MAID CITADEL～




　　書き下ろし












まぶらほ


～もっともっとメイドの巻～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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